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	 JV	＝	青年海外協力隊
	 SV	＝	シニア海外ボランティア
	日系JV	＝	日系社会青年ボランティア
	日系SV	＝	日系社会シニア・ボランティア（単位：人）

■ 合計
JV SV 日系JV 日系SV 小計

派遣中
（男性／女性）

1,941
（858／1,083）

315
（229／86）

90
（32／58）

26
（6／20）

2,372
（1,125／1,247）

累計
（男性／女性）

44,476
（23,708／20,768）

6,453
（5,224／1,229）

1,455
（555／900）

532
（246／286）

52,916
（29,733／23,183）

■ アフリカ地域
国名 JV SV

ウガンダ 55 4
エスワティニ 4 1
エチオピア 41 1
ガーナ 58 3
ガボン 18 9
カメルーン 19
ケニア 47 7
ザンビア 80 16
ジブチ 13
ジンバブエ 8
スーダン 33
セネガル 49 3
タンザニア 55 2
ナミビア 15
ブルキナファソ 16
ベナン 53
ボツワナ 14 1
マダガスカル 36
マラウイ 77
南アフリカ共和国 6 7
モザンビーク 43 2
ルワンダ 40
レソト 1 1

国名 JV SV 日系JV 日系SV

アルゼンチン 16 5 3
ウルグアイ 9
エクアドル 52 7
エルサルバドル 6 1
ガイアナ 2
グアテマラ 36 3
コスタリカ 20 11
コロンビア 14 16
ジャマイカ 24 15
セントビンセント 4
セントルシア 9
チリ 6 6
ドミニカ共和国 40 8 4 1
ニカラグア 1 1
パナマ 20 1
パラグアイ 39 2 10 3
ブラジル 69 18
ベリーズ 16
ペルー 44 6
ボリビア 45 3 2 1
ホンジュラス 33
メキシコ 1 10

■ 中南米地域
国名 JV SV

インド 8
インドネシア 15 2
ウズベキスタン 18 7
カンボジア 30 15
キルギス 30
スリランカ 54 5
タイ 37 6
タジキスタン 2
中華人民共和国 12
ネパール 45 3
東ティモール 32
フィリピン 30 3
ブータン 22 5
ベトナム 44 23
マレーシア 24 8
ミャンマー 9 5
モルディブ 9
モンゴル 39
ラオス 38 5

■ アジア地域

■ 欧州地域
国名 JV SV

セルビア 2

国名 JV SV

キリバス 9
サモア 26 1
ソロモン 33 6
トンガ 14 2
バヌアツ 20 5
パプアニューギニア 29 4
パラオ 10 5
フィジー 28 4
マーシャル 9 4
ミクロネシア 11 9

■ 大洋州地域

国名 JV SV

エジプト 16 3
モロッコ 17 7
ヨルダン 32

■ 中東地域

JICA海外協力隊
派遣現況
（2018年11月末現在）  

現在の派遣国数

78 カ国
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ロゴタイプデザイン：S＋M DESIGN FACTORY
レイアウト：S＋M DESIGN FACTORY
印刷・製本：弘報印刷（株）

本誌は、JICA海外協力隊が現地での活動・生活を円滑に行
うための実践的な情報、および帰国後の進路開拓や社会還
元に関する有益な情報を提供し、対象者に配布しています。

※「青年海外協力隊」以外のJICA海外協力隊「シニア海外
ボランティア」「日系社会青年ボランティア」「日系社会シニ
ア・ボランティア」）の方 は々、括弧内の冒頭に「SV」「日系JV」

「日系SV」と記しています。

❷JICAの「企画調査員（ボランティア事業）」については、
「VC」と表記しています。

国際協子さん（ウガンダ・青少年活動・2018年度1次隊）
	 氏名	 派遣国	 職種	 隊次

❶JICA海外協力隊の方 （々経験者を含む）については、
　次のように表記しています。

【凡例】

■職種別索引 掲載ページ
コミュニティ開発 4、18、36
環境教育 14
卓球 4
野球 28
サッカー 6、28
ウエイトリフティング 10
自転車競技 4
体育 1、4、8、28、36
小学校教育 4、16
料理 24
日系日本語学校教師 22
鍼灸マッサージ師 25
栄養士 20
ソーシャルワーカー 26

■国別索引 掲載ページ
ウガンダ 16
エチオピア 4
キルギス 8
グアテマラ 20
スーダン 4
スリランカ 18
セントルシア 14
タイ 26
バヌアツ 6
パラグアイ 10
フィジー 36
ブータン 1、36
ボリビア 22
ホンジュラス 25
モロッコ 24

■出身都道府県別索引 掲載ページ
千葉県 14
東京都 8、18
神奈川県 6、16、25
長野県 10
愛知県 20
三重県 24
大阪府 22、36
福岡県 26

2019 JANUARY

	 22	  “失敗”から学ぶ
	 	

	 24	 希少職種図鑑
	 	
	 	

	 26	 JICA Volunteer’s Before ▶ After 〜人生を変えた2年間〜
	 	

	 28	 OB・OG匿名座談会
	 	 スポーツ分野篇

	 30	 JICA海外協力隊的プチテクガイド
	 	 簡単浴衣帯のつくり方／あるもので日本の味／写真を楽しむ

	 32	 INFORMATION 

	 34	 JICA海外協力隊のつぶやき
	 	 お題：「初対面」

	 35	 JICA進路相談カウンセラー／青年海外協力隊相談役の紹介

  			  特集1

      スポーツ分野の活動ポイント
	 6	 CASE 1　スポーツを通じた人づくり
	 	

	 8	 　　CASE 2　体育授業の充実化
	 	

	 10	 　CASE 3　代表選手への技術指導
	 	

	 12	 　活動Q＆A集

	 4	 JICA Volunteers’ NEWS
	 	 ▶︎南スーダン難民キャンプにて、アート・スポーツを通じた平和教育を実施（エチオピア）
	 	 ▶︎現地若者発信のWASH（水・衛生）啓発歌・寸劇の地方巡回公演をプロデュース（スーダン）

			   特集2

      外部人材との協働
	 14	 　CASE 1　住民との協働
	 	

	 16	 　CASE 2　保護者との協働
	 	

	 18	 　CASE 3　同業者との協働
	 	

	 20	 　CASE 4　他国ボランティアとの協働
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J
I
C
A
海
外
協
力
隊
に
よ
る

注
目
の
活
動
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

　

正
し
い
方
法
で
、
正
し
い
と
き
に
手
を
洗
う
、

そ
の
少
し
の
心
掛
け
が
皆
の
健
康
と
幸
せ
に
つ

な
が
る
。
こ
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
限
ら
れ
た
資
材
の

中
で
、
い
か
に
効
果
的
に
発
信
す
る
か
。
将
来
を

担
う
若
者
達
の
地
域
開
発
参
加
を
、
ど
う
促
進
さ

せ
る
か
。
私
は
こ
れ
ら
の
問
題
の
解
決
策
立
案
と

実
施
を
、
配
属
先
の
ジ
ャ
ジ
ー
ラ
州
水
公
社
水
環

境
衛
生
部
の
戦
略
的
P
R
活
動
と
し
て
行
い
ま

し
た
。
配
属
先
は
、
安
全
な
地
方
給
水
と
衛
生
環

境
向
上
を
通
し
、
子
ど
も
と
母
親
の
心
身
を
健
康

に
す
る
こ
と
を
目
標
に
し
て
い
ま
す
。

　

実
は
現
配
属
先
に
着
任
し
た
の
は
残
り
任
期

10
カ
月
の
と
き
で
し
た
。
前
任
地
か
ら
任
地
変
更

し
て
す
ぐ
の
タ
イ
ミ
ン
グ
だ
っ
た
た
め
、
で
き
る

限
り
の
こ
と
に
楽
し
く
取
り
組
も
う
と
決
め
ま

し
た
。
P
R
活
動
着
手
に
あ
た
り
、
ま
ず
は
現
状

把
握
の
た
め
、
配
属
先
が
過
去
に
提
携
し
た

N
G
O
に
連
絡
し
、
難
民
キ
ャ
ン
プ
を
含
む
貧
困

村
落
を
訪
問
。
経
済
的
理
由
な
ど
で
村
落
外
移
動

が
困
難
な
こ
と
や
、
教
育
・
娯
楽
機
会
の
少
な
さ

が
明
確
に
な
っ
た
一
方
で
、
子
ど
も
と
母
親
が
日

常
生
活
内
で
水
と
衛
生
に
最
も
近
い
位
置
に
い

る
こ
と
も
確
認
で
き
ま
し
た
。

　

こ
の
現
状
を
、
新
任
地
に
赴
任
し
て
間
も
な
い

こ
ろ
偶
然
出
会
っ
た
2
組
の
現
地
若
手
ア
ー
テ

ィ
ス
ト
グ
ル
ー
プ
に
伝
え
た
と
こ
ろ
「
一
緒
に

楽
し
く
意
義
の
あ
る
何
か
を
つ
く
ろ
う
」
と
合

意
。
こ
う
し
て
彼
ら
と
の
W
A
S
H
（W

ater, 

S
anitation and H

ygiene

）
歌
・
ビ
デ
オ

の
制
作
が
始
ま
り
、
歌
詞
の
意
味
合
い
や
、
楽
曲

ジ
ャ
ン
ル
、
撮
影
詳
細
な
ど
を
共
に
考
え
ま
し

た
。
作
詞
・
作
曲
・
録
音
は
２
週
間
で
完
了
し
ま

し
た
が
、
撮
影
用
T
シ
ャ
ツ
の
作
成
や
機
材
調
整

に
１
カ
月
半
以
上
を
要
し
、オ※

ン
ラ
イ
ン
配
信
ま

で
約
３
カ
月
か
か
り
ま
し
た
。

　

W
A
S
H
歌
の
制
作
費
は
、配
属
先
予
算
を
充

て
る
こ
と
が
難
し
い
状
況
で
し
た
が
、こ
の
活
動

に
多
大
な
る
理
解
を
示
し
て
く
れ
た
配
属
先
代

表
が
他
州
の
代
表
に
交
渉
し
て
く
だ
さ
り
、青
ナ

イ
ル
州
水
公
社
水
環
境
衛
生
部
の
協
力
を
得
ら

れ
ま
し
た
。
ま
た
、
寸
劇
公
演
と
併
せ
て
行
っ
た

子
ど
も
約
7
0
0
人
と
母
親
約
1
0
0
人
へ
の

3
村
落
巡
回
公
演
に
は
J
I
C
A
現
地
業
務
費

を
、市
内
で
の
最
終
舞
台
に
は
配
属
先
予
算
を
充

て
ま
し
た
。

　

10
月
15
日
の
「
世
界
手
洗
い
の
日
」
に
開
催
予

定
の
最
終
舞
台
は
、調
整
不
備
や
予
算
確
保
遅
延

で
延
期
さ
れ
た
も
の
の
、11
月
頭
に
開
催
す
る
こ

と
で
11
月
19
日
の
「
世
界
ト
イ
レ
の
日
」
へ
の
意

識
向
上
も
兼
ね
る
結
果
に
。
当
日
は
各
省
庁
も

招
待
し
、幼
稚
園
児
に
よ
る
手
洗
い
手
法
実
践
歌

斉
唱
、
ビ
ー
ト
に
乗
せ
た
手
洗
い
手
法
の
実
践
、

現
地
石せ
っ

鹸け
ん

工
場
提
供
の
巨
大
石
鹸
写
真
撮
影
ブ

ー
ス
な
ど
を
盛
り
込
み
、「
楽
し
く
新
鮮
で
盛
大

な
活
動
」
と
報
道
さ
れ
ま
し
た
。

　

大
雨
や
ラ
マ
ダ
ン
に
よ
る
業
務
停
滞
、言
葉
の

壁
に
よ
る
決
断
ミ
ス
な
ど
ト
ラ
ブ
ル
続
き
で
し

た
が
、
失
敗
か
ら
学
び
つ
つ
、
私
自
身
も
度
胸
と

愛
嬌
で
体
当
た
り
し
ま
し
た
。「
美
し
い
仕
事
だ

っ
た
。
あ
な
た
が
来
た
か
ら
で
き
た
。
W
A
S
H

最
高
！
」
と
、
若
者
や
同
僚
か
ら
言
わ
れ
た
と
き

の
達
成
感
は
生
涯
の
宝
物
で
す
。

　

今
後
、長
距
離
バ
ス
内
で
の
配
信
と
配
属
先
の

保
健
省
隊
員
を
通
し
た
省
庁
間
提
携
を
基
に
、当

活
動
が
任
地
内
外
を
問
わ
ず
親
し
ま
れ
引
き
継

が
れ
る
こ
と
を
願
い
ま
す
。 Sudan現地若者発信のWASH（水・衛生）啓発

歌・寸劇の地方巡回公演をプロデュース

　

私
た
ち
は
、
2
0
1
8
年
8
月
23
日
か
ら
9
月

5
日
に
か
け
、
エ
チ
オ
ピ
ア
国
内
の
南
ス
ー
ダ
ン

難
民
キ
ャ
ン
プ
で
の
平
和
教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
、

講
師
と
し
て
参
加
し
ま
し
た
。
同
年
4
月
、
日
本

政
府
が
エ
チ
オ
ピ
ア
国
内
の
平
和
構
築
に
つ
い

て
、
国
連
開
発
計
画
（
U
N
D
P
）
に
対
し
て

50
万
米
ド
ル
を
拠
出
し
た
こ
と
が
契
機
と
な
り
、

U
N
D
P
・
J
I
C
A
共
同
企
画
と
し
て
4
人

の
隊
員
が
派
遣
さ
れ
ま
し
た
。
本
プ
ロ
グ
ラ
ム
で

は
、
ア
ー
ト
及
び
ス
ポ
ー
ツ
の
ク
ラ
ス
に
分
か

れ
、
そ
れ
ら
を
通
じ
た
平
和
教
育
を
難
民
キ
ャ
ン

プ
内
の
小
学
校
で
実
施
し
ま
し
た
。

　

ア
ー
ト
ク
ラ
ス
担
当
隊
員
（
田
邉
・
橋
本
）

は
、
2
週
間
滞
在
し
、
全
14
ク
ラ
ス
3
0
0
人

の
子
ど
も
た
ち
と
ア
ー
ト
制
作
を
し
ま
し
た
。

「
P
e
a
c
e
×
P
i
e
c
e
」
を
テ
ー
マ
に

掲
げ
、
世
界
の
平
和
を
願
う
デ
ザ
イ
ン
画
を
32
の

パ
ズ
ル
ピ
ー
ス
に
し
、
4
枚
の
ア
ー
ト
に
仕
上
げ

ま
し
た
。
作
品
は
難
民
キ
ャ
ン
プ
内
の
4
つ
の
小

学
校
に
飾
ら
れ
て
い
ま
す
。
読
み
聞
か
せ
で
は
、

南
ス
ー
ダ
ン
や
エ
チ
オ
ピ
ア
だ
け
で
は
な
く
、
世

界
に
は
多
様
な
文
化
や
言
語
を
も
っ
た
人
々
が

い
る
こ
と
、
そ
れ
ぞ
れ
が
違
っ
た
価
値
観
を
も
っ

て
い
る
が
、
ま
ず
は
そ
れ
を
知
る
こ
と
が
大
切
だ

と
い
う
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
伝
え
ま
し
た
。
ま
た
、
日

頃
の
活
動
で
も
行
っ
て
い
る
環
境
・
衛
生
教
育
を

普
及
す
る
た
め
に
、
街
中
の
ゴ
ミ
を
利
用
し
た
貼

り
絵
を
実
施
し
た
ほ
か
、
作
業
を
終
え
た
後
に
は

全
員
で
教
室
を
掃
除
し
、
最
後
に
手
洗
い
ソ
ン
グ

を
教
え
る
と
い
う
工
夫
も
加
え
ま
し
た
。

　

ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ス
担
当
隊
員
（
岡
田
・
佐
野
）

は
、
1
週
間
の
滞
在
中
、
全
6
ク
ラ
ス
1
2
0
人

の
子
ど
も
た
ち
に
対
し
、「
ス
ポ
ー
ツ
に
関
連
し

た
平
和
教
育
」
及
び
「
ス
ポ
ー
ツ
を
す
る
機
会
の

創
出
」
を
目
的
と
し
た
教
室
を
開
き
ま
し
た
。
平

和
教
育
と
い
う
点
で
は
、
南
ス
ー
ダ
ン
難
民
と
し

て
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
に
出
場
し
た
陸
上
選
手
を
紹

介
し
、
誰
も
が
ス
ポ
ー
ツ
を
楽
し
む
権
利
を
も
つ

こ
と
を
伝
え
ま
し
た
。
機
会
の
創
出
と
い
う
点
で

は
、
古
紙
と
ガ
ム
テ
ー
プ
を
使
っ
た
ボ
ー
ル
の
作

成
と
、
そ
れ
を
用
い
、
投
げ
る
動
作
を
中
心
と
し

た
ア
ク
テ
ィ
ビ
テ
ィ
を
行
い
ま
し
た
。

　

両
ク
ラ
ス
と
も
、
現
地
の
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ

ー
・
通
訳
が
協
力
者
と
な
り
、
円
滑
に
進
め
る
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。
ま
た
、
ク
ラ
ス
の
人
数
を
男

女
同
数
に
設
定
す
る
こ
と
で
、
男
女
平
等
な
機
会

を
提
供
し
ま
し
た
。

　

本
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
通
し
、
普
段
の
活
動
で
は
経

験
で
き
な
い
学
び
の
多
い
貴
重
な
機
会
を
得
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
し
か
し
な
が
ら
、
限
ら
れ

た
時
間
の
中
で
、
今
回
対
象
と
な
っ
た
子
ど
も
た

ち
は
全
体
の
難
民
数
の
う
ち
ほ
ん
の
わ
ず
か
に

と
ど
ま
り
ま
す
。
今
後
も
他
の
隊
員
に
こ
の
活
動

が
引
き
継
が
れ
、
持
続
的
な
難
民
支
援
に
つ
な
が

る
こ
と
を
願
い
ま
す
。

Ethiopia南スーダン難民キャンプにて、
アート・スポーツを通じた平和教育を実施

J
IC

A
 V

o
lu

n
te

e
r
s' N

E
W

S

アートクラスにて貼り絵の説明をする橋本さん（左）と田邉さん（右）

岡田さんと佐野さんが担当したスポーツクラスでの集合写真

同僚と協力して、村落巡回時に参加者の子どもたちや母親に対し、WASH啓発をする冨田さん（右）

開催までの流れ

〈2カ月前〉
企画

国連開発計画とJICAスタッ
フとの間で難民キャンプで
の支援活動を企画。

〈1カ月前〉
内容決定

参加者（プログラムに携わる
JICA海外協力隊員）と活動
内容が決定。

〈1カ月前〉
事前視察

2人の参加隊員（佐野・橋本）
と国連開発計画・JICAス
タッフで開催地を視察。

〈前日〉
開催準備

開催地近くの難民管理局に
て、活動の認可を取得。

〈当日〉
開催

アートクラスは2週間、スポー
ツクラスは1週間にわたって
実施。

〈2週間後〉
活動報告

JICAエチオピア事務所に
て、国連開発計画・JICAス
タッフに対し、活動報告会を
実施。

開催までの流れ

〈6、7カ月前〉
現状把握
・企画

州都市周辺貧困地域5カ所で
のニーズ調査を基に活動戦
略を策定後、企画書を作成。

〈4〜6カ月前〉
制作と配信・
村落巡回準備

作詞・作曲、撮影・YouTube
配信の内容助言と補助。対
象村落との調整と機材手配。

〈1〜4カ月前〉
村落巡回実施・
最終舞台準備

現地若者グループ2組と3村
落で巡回公演実施。最終舞
台開催へ向け、各省庁・民間
企業と交渉。

〈〜開催時間〉
最終調整

最終調整に丸々1週間、事前
準備に当日丸1日を費やした。

〈当日〉
最終舞台実施

市内人気スポットのナイル川
沿いで開催。

〈１週間後〉
長距離バス
会社配信

バス内配信承諾は5カ月前に
取得済みだったが、USB手配
に時間がかかり、ようやく配
布を完了。

        

※YouTube検索「WASH SONG GEZIRA」



特集 1　　　  　スポーツ分野の活動ポイント

　
サ
ッ
カ
ー
隊
員
と
し
て
バ
ヌ
ア
ツ
に
派
遣
さ
れ
た

土
屋
さ
ん
。
首
都
の
ポ
ー
ト
ビ
ラ
で
は
、
地
方
か
ら

の
人
口
流
入
に
伴
う
失
業
率
の
上
昇
な
ど
が
原
因

で
、
若
者
の
軽
犯
罪
が
増
加
傾
向
に
あ
っ
た
。
ポ
ー

ト
ビ
ラ
市
役
所
に
配
属
さ
れ
た
土
屋
さ
ん
は
当
初
、

主
に
こ
の
問
題
へ
の
対
策
と
し
て
、
サ
ッ
カ
ー
指
導

を
通
じ
た
青
少
年
育
成
を
行
う
予
定
だ
っ
た
。
し
か

し
、
配
属
先
に
は
ス
ポ
ー
ツ
に
関
連
す
る
部
署
は
な

く
、
着
任
す
る
と
、「
何
か
や
り
た
い
こ
と
が
あ
れ

ば
声
を
か
け
て
」
と
言
わ
れ
た
き
り
、
放
っ
て
お
か

れ
て
し
ま
っ
た
。

　
そ
う
し
た
状
況
を
打
開
す
る
た
め
に
土
屋
さ
ん
が

取
っ
た
行
動
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
教
育
機
関
や
教
育
施

設
な
ど
を
意
欲
的
に
訪
れ
る
こ
と
だ
。
訪
問
し
た
小

学
校
や
障
害
者
施
設
な
ど
で
は
、「
体
育
授
業
を
サ

ポ
ー
ト
し
て
ほ
し
い
」な
ど
、不
足
す
る
マ
ン
パ
ワ
ー

を
補
う
こ
と
を
要
望
さ
れ
た
。
そ
れ
に
ひ
と
つ
ひ
と

つ
応
え
て
い
く
こ
と
が
、
土
屋
さ
ん
の
任
期
前
半
の

活
動
と
な
っ
た
。

知
的
障
害
者
チ
ー
ム
の
立
ち
上
げ

　
任
期
の
半
ば
に
な
る
と
、
前
半
に
重
ね
た
地
道
な

活
動
が
元
と
な
っ
て
、
新
た
な
活
動
が
生
ま
れ
て

い
っ
た
。そ
の
ひ
と
つ
が
、知
的
障
害
者
に
よ
る
サ
ッ

カ
ー
・
ナ
シ
ョ
ナ
ル
チ
ー
ム
の
指
導
だ
。

　
そ
の
時
期
、
バ
ヌ
ア
ツ
が
「
ス＊

ペ
シ
ャ
ル
オ
リ
ン

ピ
ッ
ク
ス
」
に
加
盟
し
た
の
を
機
に
、
知
的
障
害
者

の
支
援
に
取
り
組
む
同
国
の
N
G
O
が
「
サ
ッ
カ
ー

を
足
が
か
り
に
、
知
的
障
害
者
ス
ポ
ー
ツ
の
普
及
を

目
指
す
」
と
い
う
構
想
を
温
め
て
い
た
。
し
か
し
、

指
導
者
の
獲
得
が
難
航
。
そ
ん
な
な
か
で
白
羽
の
矢

が
立
っ
た
の
が
土
屋
さ
ん
だ
っ
た
。
土
屋
さ
ん
は
そ

れ
ま
で
、
障
害
者
施
設
で
ラ
グ
ビ
ー
の
指
導
に
携

わ
っ
て
い
た
。
そ
の
情
報
が
人
づ
て
に
N
G
O
に
届

き
、
指
導
の
オ
フ
ァ
ー
が
寄
せ
ら
れ
た
の
だ
っ
た
。

 

「
ナ
シ
ョ
ナ
ル
チ
ー
ム
」
と
い
う
名
目
で
は
あ
っ
た

が
、
サ
ッ
カ
ー
が
で
き
る
知
的
障
害
者
は
ま
だ
限
ら

れ
た
範
囲
に
留
ま
っ
て
い
た
。
オ
フ
ァ
ー
に
応
じ
た

土
屋
さ
ん
は
、
ま
ず
は
「
知
的
障
害
者
の
交
流
の
場

づ
く
り
」
を
目
指
し
た
。
練
習
は
、
学
校
の
グ
ラ
ウ

ン
ド
を
借
り
て
、週
3
日
ず
つ
行
う
こ
と
に
。「
選
抜
」

な
ど
は
せ
ず
に
、
興
味
が
あ
れ
ば
誰
で
も
受
け
入
れ

る
構
え
で
開
始
し
た
。
や
が
て
、
毎
回
楽
し
み
に
し

て
練
習
に
や
っ
て
く
る
参
加
者
た
ち
の
姿
が
定
着
。

サ
ッ
カ
ー
の
素
養
が
な
か
っ
た
N
G
O
ス
タ
ッ
フ
た

ち
も
運
営
の
要
領
を
つ
か
み
、
こ
の
チ
ー
ム
は
土
屋

さ
ん
の
任
期
終
了
後
も
継
続
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ

た
。

子
ど
も
の
主
体
性
を
伸
ば
す
指
導
を

　
教
育
機
関
や
教
育
施
設
で
の
活
動
を
通
じ
て
、
土

屋
さ
ん
に
は
同
国
の
サ
ッ
カ
ー
協
会
と
の
つ
な
が
り

が
生
ま
れ
た
。
す
る
と
、
協
会
と
配
属
先
の
双
方
に

協
働
の
希
望
が
あ
る
こ
と
が
判
明
。
そ
う
し
て
土
屋

さ
ん
は
、
サ
ッ
カ
ー
の
普
及
と
そ
れ
を
通
じ
た
青
少

年
育
成
と
い
う
、
両
機
関
の
事
業
目
的
を
兼
ね
備
え

た
活
動
に
取
り
組
む
こ
と
と
な
っ
た
。
そ
れ
は
サ
ッ

カ
ー
の
小
学
生
チ
ー
ム
の
巡
回
指
導
と
、
チ
ー
ム
づ

く
り
の
理
想
を
示
す
た
め
に
「
モ
デ
ル
」
と
位
置
付

け
さ
れ
た
チ
ー
ム
で
の
継
続
的
な
指
導
だ
っ
た
。

　
協
会
が
各
地
に
小
学
生
チ
ー
ム
を
つ
く
り
、
そ
の

リ
ー
グ
を
立
ち
上
げ
た
の
は
、
土
屋
さ
ん
の
任
期
が

残
り
半
年
と
な
っ
た
こ
ろ
。
土
屋
さ
ん
が
モ
デ
ル

チ
ー
ム
の
指
導
で
重
視
し
た
の
は
、
子
ど
も
た
ち
の

「
自
主
性
」
を
伸
ば
す
こ
と
だ
。
そ
れ
ま
で
見
て
き

た
同
国
の
ス
ポ
ー
ツ
指
導
の
現
場
で
は
、「
大
人
が

指
示
し
、
そ
れ
を
待
っ
て
子
ど
も
が
動
く
」
と
い
う

や
り
方
が
一
般
的
だ
っ
た
。
そ
う
し
た
な
か
、
土
屋

さ
ん
は
周
囲
の
ス
ポ
ー
ツ
関
係
者
が
注
目
す
る
モ
デ

ル
チ
ー
ム
を
使
っ
て
、
彼
ら
に
ス
ポ
ー
ツ
の
教
育
的

側
面
に
気
づ
い
て
も
ら
お
う
と
考
え
た
の
だ
っ
た
。

　
土
屋
さ
ん
は
モ
デ
ル
チ
ー
ム
で
メ
ン
バ
ー
に
こ
う

伝
え
た
。「
ま
ず
自
分
た
ち
で
考
え
、
良
い
と
思
っ

た
と
お
り
に
実
践
し
て
ご
ら
ん
。
考
え
て
も
わ
か
ら

な
か
っ
た
ら
、
質
問
し
て
も
構
わ
な
い
」。
そ
う
し

て
「
子
ど
も
が
主
体
」
の
チ
ー
ム
づ
く
り
が
始
動
す

る
と
、
当
初
こ
そ
、
ど
う
動
け
ば
い
い
の
か
わ
か
ら

ず
に
と
ま
ど
っ
て
い
る
様
子
の
子
ど
も
た
ち
だ
っ
た

が
、
次
第
に
「
自
分
た
ち
で
考
え
る
こ
と
」
に
ト
ラ

イ
し
始
め
る
。
準
備
運
動
や
後
片
付
け
な
ど
の
段
取

り
を
自
分
た
ち
で
考
え
、
行
う
よ
う
に
な
っ
て
い
っ

た
の
だ
。

　
子
ど
も
た
ち
の
自
主
性
の
成
長
は
、
プ
レ
ー
の
中

で
も
顕
著
に
現
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
い
っ
た
。
試
合

で
は
相
手
チ
ー
ム
の
指
導
者
が
し
き
り
に
檄
を
飛
ば

す
な
か
、
土
屋
さ
ん
は
子
ど
も
た
ち
の
自
主
性
を
尊

重
し
、
指
示
は
控
え
め
に
す
る
よ
う
努
め
た
。
す
る

スポーツ分野の活動には、「活動を広げていくために、

どうやって意欲・関心を持ってもらうか」「スポーツを

通じた人材育成の重要性について、いかに理解を得

るか」など、共通する困難がある。本特集では、同

分野の事例を集め、隊員たちが直面する典型的な困

難の乗り越え方を考えてみた。

事例のポイント！

行動範囲を広げる
　土屋さんは任期の序盤、教育
施設などを積極的に訪れたこと
で、活動の場を獲得し、さらに
それが自分のスキルを発信する
ことにつながっていった。活動先
や協力者が定まらない場合、思
い切って行動範囲を広げてみる
のも手だろう。

■  Profi le
1994年生まれ、神奈川県出身。幼稚園児
のころにサッカーを始める。日本体育大学
を卒業すると同時にサッカー選手を引退。
2016年7月、協力隊員としてバヌアツに赴
任。18年7月に帰国。

■  活動の概要

ポートビラ市役所に配属され、サッカーを
通じた青少年育成を目標のひとつに、以下
の活動に従事。
●知的障害者のサッカーチームの立ち上げ
●小学生のサッカーチームでの指導
●サッカー大会の企画·運営

サッカーの普及や、その指導を通じた青少年育成に携わった土屋さん。

新たに結成された小学生のモデルチームでは、

子どもの自主性を伸ばす指導に努めた。

小学生サッカーチームで
自主性を伸ばす指導を実践

CASE 1
スポーツを通じた人づくり

と
、
ベ
ン
チ
の
ム
ー
ド
は
明
る
い
も
の
と
な
る
。
や

が
て
、
子
ど
も
が
自
分
た
ち
で
試
合
の
状
況
を
分
析

し
、
作
戦
を
立
て
た
り
、
声
が
け
を
し
合
っ
た
り
し

な
が
ら
、勝
利
に
向
け
て
協
力
し
合
う
よ
う
に
な
る
。

そ
う
し
た
戦
い
方
は
、
チ
ー
ム
の
強
さ
に
も
つ
な

が
っ
て
い
っ
た
。

　
モ
デ
ル
チ
ー
ム
の
子
ど
も
た
ち
の
そ
う
し
た
姿
を

「
証
拠
」
と
し
て
、
土
屋
さ
ん
は
ほ
か
の
チ
ー
ム
の

指
導
者
た
ち
に
こ
う
説
明
し
た
。「
指
示
を
出
す
こ

と
も
時
に
必
要
で
す
。
し
か
し
、
子
ど
も
た
ち
自
身

で
問
題
を
解
決
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
方
が
、
チ
ー

ム
は
強
く
な
る
。
プ
レ
ー
を
す
る
の
は
指
導
者
で
は

な
く
、
子
ど
も
た
ち
自
身
な
の
だ
か
ら
」

　
ス
ポ
ー
ツ
は
多
面
的
な
も
の
だ
。
ス
キ
ル
を
伸
ば

し
、
競
う
「
競
技
」
の
側
面
も
あ
れ
ば
、
取
り
組
む

過
程
で
さ
ま
ざ
ま
な
こ
と
を
学
べ
る「
成
長
の
機
会
」

と
い
う
側
面
も
あ
る
。
バ
ヌ
ア
ツ
の
ス
ポ
ー
ツ
指
導

者
や
選
手
の
保
護
者
た
ち
が
従
来
、
関
心
を
持
っ
て

い
た
の
は
、
前
者
の
側
面
。
そ
の
な
か
で
、
後
者
の

側
面
も
あ
る
の
だ
と
一
石
を
投
じ
た
の
が
土
屋
さ

ん
。
任
期
を
終
え
た
後
、
そ
の
波
紋
が
広
が
り
、
同

国
の
ス
ポ
ー
ツ
が
よ
り
豊
か
に
な
も
の
に
な
っ
て
い

く
こ
と
が
、
土
屋
さ
ん
の
願
い
だ
。
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❶❷❸
スポーツ
分野の
活動ポイント

特集 1

＊スペシャルオリンピックス…知的障害者にスポーツをする機会やその競技会を提供している国際的なスポーツ組織。

❶土屋さんが指導をしたサッ
カーのモデルチームの選手
たち

❷丸太でサッカーゴールを手づ
くりする成人チームの選手
たち

❸路上で開催した「ストリート
サッカー 」の大会。競技
の普及方法として土屋さん

（中央）が提案したものだ



特集 1　　　  　スポーツ分野の活動ポイント

■  Profi le
1994年生まれ、東京都出身。日本体育大
学を卒業後、2016年7月に協力隊員として
キルギスへ赴任。18年7月に帰国。現在は
保健体育科の教員を目指している。

■  活動の概要

ナルン州ケリンバイ学校に配属され、主に
以下の活動に従事。
●体育授業の補助
●ドッジボールの普及
●カラジョルゴ体操の製作・定着化
●サッカークラブの立ち上げ
●日本クラブの運営

8ク ロ ス ロ ー ド  2 0 1 9 . 19 ク ロ ス ロ ー ド  2 0 1 9 . 1

小・中・高の一貫校に配属された矢内さん。

「自由時間」と化していた体育授業の改善を目指し、

限られた環境でも実施可能な「ドッジボール」の導入を提案した。

「ドッジボール」を突破口に
体育授業の質向上を支援

CASE 2
体育授業の

充実化

　
矢
内
さ
ん
が
配
属
さ
れ
た
ケ
リ
ン
バ
イ
学
校
は
、

小
・
中
・
高
の
一
貫
校
。
午
前
と
午
後
の
二
部
制
で
、

お
よ
そ
3
0
0
人
の
生
徒
が
在
籍
し
て
い
た
。

　
矢
内
さ
ん
に
求
め
ら
れ
て
い
た
活
動
の
ひ
と
つ

は
、
小
学
校
の
体
育
授
業
の
質
向
上
支
援
。
着
任
す

る
と
早
速
、
カ
ウ
ン
タ
ー
パ
ー
ト
（
以
下
、
C
P
）

の
体
育
教
員
が
行
う
授
業
に
入
ら
せ
て
も
ら
う
こ
と

と
な
っ
た
。
当
時
、
体
育
授
業
は
「
自
由
時
間
」
の

様
相
を
呈
し
て
い
た
。
C
P
が
ボ
ー
ル
を
ひ
と
つ
与

え
る
と
、
児
童
た
ち
は
ル
ー
ル
も
曖
昧
に
サ
ッ
カ
ー

な
ど
を
気
ま
ま
に
楽
し
む
。そ
う
し
た
状
態
に
対
し
、

C
P
は
問
題
意
識
を
持
っ
て
い
な
い
よ
う
だ
っ
た
。

 

「
学
び
の
あ
る
体
育
の
授
業
」
を
C
P
に
知
っ
て
も

ら
う
べ
く
、
矢
内
さ
ん
は
早
速
、
試
行
錯
誤
を
始
め

る
。
授
業
の
「
始
ま
り
」
を
意
識
さ
せ
る
た
め
、
冒

頭
に
「
準
備
体
操
」
の
時
間
を
置
い
た
り
、
球
技
以

外
の
運
動
を
取
り
入
れ
た
り
と
、
日
本
の
体
育
授
業

の
あ
り
方
を
自
身
が
主
体
と
な
っ
て
実
践
し
て
み

た
。
し
か
し
、C
P
は
関
心
を
示
す
素
振
り
も
な
く
、

意
見
を
求
め
て
も
「
暖
簾
に
腕
押
し
」
の
状
態
だ
っ

た
。「
し
か
し
、
C
P
は
体
育
教
員
と
し
て
の
キ
ャ

リ
ア
が
20
年
以
上
も
あ
る
ベ
テ
ラ
ン
。
若
手
の
自
分

が
意
見
す
る
の
は
得
策
と
は
思
え
な
か
っ
た
」
と
矢

内
さ
ん
は
振
り
返
る
。

　
授
業
に
楽
し
そ
う
に
取
り
組
む
児
童
た
ち
の
姿
に

は
や
り
が
い
を
感
じ
た
も
の
の
、
矢
内
さ
ん
の
懸
念

は
消
え
な
か
っ
た
。
こ
の
ま
ま
自
分
が
主
体
と
な
っ

た
授
業
を
続
け
て
い
て
も
、
体
育
授
業
の
質
の
向
上

は
望
め
な
か
っ
た
。

　
そ
う
し
た
な
か
、
矢
内
さ
ん
は
問
題
点
と
そ
の
解

決
策
を
整
理
し
直
す
た
め
、
授
業
実
践
か
ら
い
っ
た

ん
身
を
引
き
、
し
ば
ら
く
サ
ッ
カ
ー
ク
ラ
ブ
の
指
導

に
専
念
す
る
こ
と
に
し
た
。着
任
後
半
年
の
こ
ろ
だ
。

サ
ッ
カ
ー
ク
ラ
ブ
の
指
導
も
、
学
校
か
ら
当
初
、
要

望
さ
れ
て
い
た
活
動
の
ひ
と
つ
だ
っ
た
。

ド
ッ
ジ
ボ
ー
ル
を
突
破
口
に

　
体
育
授
業
の
新
た
な
改
善
策
を
閃
い
た
の
は
、
授

業
実
践
か
ら
離
れ
て
半
年
ほ
ど
経
っ
た
こ
ろ
だ
っ

た
。「
ド
ッ
ジ
ボ
ー
ル
」
を
突
破
口
に
す
る
と
い
う

ア
イ
デ
ア
で
あ
る
。
こ
の
種
目
を
選
ん
だ
の
は
、
次

の
よ
う
な
理
由
か
ら
で
あ
る
。

●
ボ
ー
ル
ひ
と
つ
で
実
施
が
可
能
。

●
体
格
や
運
動
能
力
な
ど
に
差
が
あ
っ
て
も
不
利
に

な
り
に
く
く
、
男
女
を
問
わ
ず
活
躍
で
き
る
。

●
作
戦
が
わ
か
り
や
す
い
た
め
、
目
標
に
向
か
っ
て

チ
ー
ム
が
一
丸
と
な
れ
る
。

●
「
ぶ
つ
け
る
」「
逃
げ
る
」
な
ど
、
楽
し
め
る
要

素
が
含
ま
れ
て
い
る
。

●
C
P
が
知
ら
な
か
っ
た
種
目
で
あ
る
た
め
、
関
心

を
持
ち
、
授
業
に
取
り
入
れ
る
可
能
性
が
あ
る
。

　
経
験
が
な
い
相
手
に
競
技
の
仕
方
を
伝
え
る
た
め

に
は
、
事
前
準
備
が
重
要
に
な
る
。
矢
内
さ
ん
は
現

地
語
の
ル
ー
ル
ブ
ッ
ク
を
作
成
し
、
わ
か
り
に
く
い

箇
所
は
図
で
解
説
す
る
な
ど
の
工
夫
を
施
し
た
。
す

る
と
、
矢
内
さ
ん
の
狙
い
は
的
中
。
C
P
や
児
童
た

ち
か
ら
の
反
応
が
よ
く
、
す
ぐ
に
体
育
の
授
業
に
導

入
さ
れ
る
運
び
に
な
っ
た
の
だ
。
つ
い
に
「
自
由
時

間
」
か
ら
脱
却
し
、「
学
び
の
あ
る
体
育
の
授
業
」

が
実
現
し
た
の
だ
っ
た
。

グ
ル
ー
プ
で
巡
回
指
導
を
開
始

　
ド
ッ
ジ
ボ
ー
ル
が
C
P
や
生
徒
た
ち
の
心
を
掴

み
、手
応
え
を
感
じ
た
矢
内
さ
ん
は
、他
校
へ
の
ド
ッ

ジ
ボ
ー
ル
の
普
及
を
画
策
。
ス
ポ
ー
ツ
関
連
の
隊
員

で
分
科
会
を
立
ち
上
げ
た
う
え
で
、「
体
育
授
業
へ

の
導
入
」
と
「
大
会
の
開
催
」
と
い
う
2
つ
の
目
標

を
掲
げ
、
各
校
へ
の
巡
回
指
導
を
開
始
し
た
。
任
期

も
残
す
と
こ
ろ
1
年
を
切
っ
た
時
期
で
あ
る
。

　
巡
回
先
は
小
学
校
12
校
。
そ
れ
ぞ
れ
2
回
ず
つ
訪

問
し
た
。
指
導
の
内
容
は
次
の
と
お
り
だ
。

【
初
回
】
ド
ッ
ジ
ボ
ー
ル
の
紹
介
と
大
会
へ
の
出
場

を
提
案
。
大
会
に
つ
い
て
は
、「
ル
ー
ル
の
理
解
と

練
習
に
努
め
る
」
と
い
う
出
場
条
件
を
提
示
し
た
。

【
2
回
目
】
授
業
へ
の
導
入
の
進
捗
状
況
と
大
会
出

場
の
意
思
を
確
認
。
授
業
へ
の
導
入
の
進
捗
状
況
や

教
員
の
意
欲
な
ど
を
総
合
的
に
判
断
し
た
う
え
で
、

出
場
校
を
確
定
し
た
。

　
初
回
の
訪
問
で
ド
ッ
ジ
ボ
ー
ル
を
紹
介
す
る
際

は
、
分
科
会
メ
ン
バ
ー
で
役
割
を
分
担
。「
説
明
す

る
役
」
と
「
実
演
す
る
役
」
を
つ
く
り
、
動
き
や
手

本
を
示
し
な
が
ら
ル
ー
ル
を
説
明
し
た
と
こ
ろ
、
教

員
た
ち
の
理
解
が
得
や
す
か
っ
た
。
ま
た
、
試
合
の

様
子
を
伝
え
る
と
き
に
は
、
動
画
も
活
用
し
た
。

 

「
6
年
生
」「
1
チ
ー
ム
15
人
」
と
い
う
規
定
で
開

催
し
た
初
め
て
の
ド
ッ
ジ
ボ
ー
ル
大
会
は
、
9
校
が

出
場
。
夢
中
で
試
合
に
取
り
組
む
児
童
た
ち
と
、
熱

心
に
ア
ド
バ
イ
ス
を
送
る
教
員
た
ち
の
姿
が
あ
っ

た
。
ル
ー
ル
の
浸
透
具
合
か
ら
、
教
員
た
ち
が
ド
ッ

ジ
ボ
ー
ル
を
実
際
に
授
業
に
導
入
し
、
練
習
を
積
ま

せ
て
き
た
こ
と
が
う
か
が
え
た
。
な
か
で
も
分
科
会

の
メ
ン
バ
ー
が
大
き
な
成
果
と
し
て
実
感
で
き
た
の

は
、
児
童
た
ち
の
変
化
だ
っ
た
。
チ
ー
ム
ワ
ー
ク
が

肝
要
な
ド
ッ
ジ
ボ
ー
ル
を
通
じ
て
協
調
性
を
身
に
付

け
た
児
童
た
ち
が
、
他
校
の
児
童
と
も
打
ち
解
け
合

い
、
後
片
付
け
を
協
力
し
て
取
り
組
む
姿
な
ど
も
見

ら
れ
た
の
だ
。

　
分
科
会
に
よ
る
こ
の
ド
ッ
ジ
ボ
ー
ル
の
普
及
活
動

で
、矢
内
さ
ん
は
も
う
ひ
と
つ
の
成
果
を
得
て
い
た
。

C
P
が
巡
回
指
導
に
同
行
し
、
他
校
の
教
員
へ
の
説

明
に
加
わ
っ
て
く
れ
た
こ
と
だ
。
そ
れ
に
よ
り
、
正

確
な
現
地
語
に
よ
る
説
明
で
受
講
す
る
教
員
た
ち
の

理
解
が
深
ま
っ
た
だ
け
で
な
く
、
C
P
自
身
も
体
育

教
員
と
し
て
の
自
信
や
誇
り
を
新
た
に
す
る
こ
と
が

で
き
た
の
だ
っ
た
。
ド
ッ
ジ
ボ
ー
ル
を
通
じ
て
生
ま

れ
た
、
学
校
を
超
え
た
現
地
の
教
員
間
の
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
。
矢
内
さ
ん
は
、
そ
れ
が
自
身
の
帰
国
後
も

体
育
授
業
の
質
向
上
に
生
か
さ
れ
て
い
く
こ
と
を

願
っ
て
い
る
。

❶配属校の体育授業でドッジボールの指導をする矢内さん（右）
❷朝礼で「カラジョルゴ（キルギスの伝統的な踊り）体操」を行う配属校の児童たち。健康増進を目的に矢内

さん（右）が考案したもの
❸❹帰国前に配属校で開催した運動会の様子。教員と児童が3チームに分かれて競い合い、大盛り上がり

の1日となった

❶

❷

❸❹

事例のポイント！

いったん距離を置く
　活動に行き詰ったときは、いっ
たんそこから距離を置いてみると
いうのもひとつの方法だろう。本
事例では、距離を置いた期間に
あらためて問題点を整理・分析
したことで、「ドッジボール」とい
う解決の糸口が見つかる結果と
なった。



特集 1　　　  　スポーツ分野の活動ポイント

　
中
野
さ
ん
が
配
属
さ
れ
た
の
は
、
パ
ラ
グ
ア
イ
・

ウ
エ
イ
ト
リ
フ
テ
ィ
ン
グ
連
盟
。
活
動
場
所
は
、
同

国
ス
ポ
ー
ツ
庁
の
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
施
設
内
の
ジ
ム

だ
っ
た
。
施
設
に
は
陸
上
競
技
場
や
空
調
完
備
の
体

育
館
な
ど
も
あ
り
、
別
の
種
目
で
も
ス
ポ
ー
ツ
分
野

の
隊
員
が
派
遣
さ
れ
て
い
た
。
中
野
さ
ん
に
求
め
ら

れ
て
い
た
活
動
は
、
代
表
選
手
を
含
む
10
〜
40
代
の

選
手
約
30
人
に
技
術
指
導
を
行
う
こ
と
。
中
野
さ
ん

は
連
盟
に
派
遣
さ
れ
た
2
代
目
の
隊
員
で
、
前
任
者

は
普
及
活
動
に
よ
り
新
た
な
有
望
選
手
を
発
掘
し

た
。
し
か
し
、
な
か
に
は
そ
の
後
、
記
録
が
伸
び
悩

ん
で
い
た
選
手
も
お
り
、
彼
ら
の
サ
ポ
ー
ト
を
期
待

さ
れ
て
派
遣
さ
れ
た
の
が
中
野
さ
ん
だ
っ
た
。

　
中
野
さ
ん
は
ま
ず
、
選
手
と
一
緒
に
自
ら
も
練
習

に
取
り
組
み
な
が
ら
指
導
を
す
る
と
い
う
ス
タ
イ
ル

で
、活
動
を
ス
タ
ー
ト
。
ス
ペ
イ
ン
語
が
未
熟
な
分
、

「
手
本
」
を
見
せ
る
こ
と
で
そ
れ
を
カ
バ
ー
し
よ
う

と
の
考
え
か
ら
だ
っ
た
。

　
中
野
さ
ん
に
と
っ
て
初
と
な
る
国
内
試
合
が
開
催

さ
れ
た
の
は
、
着
任
し
て
4
カ
月
が
経
っ
た
こ
ろ
。

す
る
と
、
記
録
が
伸
び
悩
ん
で
い
た
選
手
が
好
成
績

を
あ
げ
る
。
そ
れ
を
境
に
、
中
野
さ
ん
に
対
す
る
選

手
た
ち
の
態
度
に
変
化
が
訪
れ
た
。
そ
れ
ま
で
「
受

け
身
」
気
味
だ
っ
た
彼
ら
が
、
技
術
に
関
す
る
質
問

を
積
極
的
に
し
て
く
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
の
だ
。

個
別
の
練
習
メ
ニ
ュ
ー
で
対
応

　
パ
ラ
グ
ア
イ
の
選
手
た
ち
に
は
、「
パ
ワ
ー
」
と

い
う
強
み
が
あ
る
反
面
、「
瞬
発
力
」
や
「
柔
軟
性
」

な
ど
が
弱
み
と
な
っ
て
い
る
傾
向
が
あ
っ
た
。
選
手

た
ち
は
強
み
を
さ
ら
に
伸
ば
す
練
習
に
は
積
極
的
に

取
り
組
む
が
、
弱
み
を
克
服
す
る
練
習
は
避
け
よ
う

と
す
る
。
中
野
さ
ん
は
、
体
が
硬
い
選
手
に
「
ス
ト

レ
ッ
チ
を
す
る
べ
き
だ
」と
繰
り
返
し
伝
え
る
な
ど
、

口
頭
で
意
識
改
革
を
促
そ
う
と
し
た
も
の
の
、
相
手

に
な
か
な
か
変
化
は
見
ら
れ
な
か
っ
た
。

　
そ
う
し
た
な
か
、
彼
ら
の
意
識
を
変
え
る
た
め
の

策
と
し
て
試
み
た
こ
と
の
ひ
と
つ
は
、
選
手
ひ
と
り

ひ
と
り
に
合
っ
た
個
別
の
練
習
メ
ニ
ュ
ー
を
毎
月
作

成
し
、
課
題
の
「
見
え
る
化
」
を
図
る
こ
と
だ
。
練

習
メ
ニ
ュ
ー
の
作
成
に
あ
た
っ
て
工
夫
し
た
の
は
、

選
手
の
置
か
れ
た
環
境
に
合
っ
た
も
の
に
す
る
こ

と
。
選
手
た
ち
は
い
ず
れ
も
、
仕
事
を
持
つ
か
、
学

校
に
通
う
か
し
て
お
り
、
そ
れ
ら
の
空
き
時
間
を

使
っ
て
ウ
エ
イ
ト
リ
フ
テ
ィ
ン
グ
に
取
り
組
ん
で
い

る
。
そ
の
た
め
、
ど
れ
く
ら
い
の
時
間
、
練
習
に
取

り
組
め
る
か
は
、
そ
の
日
に
な
っ
て
み
な
い
と
わ
か

ら
な
い
。
そ
こ
で
中
野
さ
ん
は
、
練
習
メ
ニ
ュ
ー
の

中
身
を
「
必
ず
取
り
組
む
べ
き
も
の
」
と
「
時
間
が

足
り
な
け
れ
ば
省
略
し
て
も
構
わ
な
い
も
の
」
に
区

■  Profi le
1991年生まれ、長野県出身。松本大学卒
業後、2015年10月に協力隊としてパラグア
イに赴任。18年1月に帰国し、公益社団法
人日本ウエイトリフティング協会に勤務。

■  活動の概要

パラグアイ・ウエイトリフティング連盟に配
属され、ウエイトリフティングに関する以下
の活動に従事。
●配属先のジムに通う選手への技術指導
●国際大会への選手の引率
●公演などを通じた普及活動

分
。
与
え
ら
れ
た
時
間
で
最
大
限
の
効
果
が
生
ま
れ

る
よ
う
工
夫
し
た
。

　
練
習
に
対
す
る
選
手
た
ち
の
意
識
を
変
え
る
た
め

に
中
野
さ
ん
が
と
っ
た
も
う
ひ
と
つ
の
策
は
、「
現

在
の
自
分
の
力
」を
し
っ
か
り
把
握
さ
せ
る
こ
と
だ
。

従
来
配
属
先
で
は
、
選
手
た
ち
が
そ
れ
ぞ
れ
練
習
中

に
ど
れ
く
ら
い
の
重
量
を
上
げ
た
か
は
、
指
導
者
が

メ
モ
し
て
い
た
。
し
か
し
、
そ
れ
を
選
手
た
ち
に
示

し
、
共
に
課
題
を
探
る
作
業
な
ど
を
し
て
い
な
か
っ

た
。
一
方
、
中
野
さ
ん
は
各
選
手
に
対
し
、
月
の
ベ

ス
ト
記
録
の
推
移
を
示
し
な
が
ら
、
翌
月
の
練
習
メ

ニ
ュ
ー
の
ポ
イ
ン
ト
を
説
明
し
て
い
っ
た
。

　
以
上
の
よ
う
な
「
個
別
の
練
習
メ
ニ
ュ
ー
」
を
軸

に
し
た
指
導
方
法
に
よ
り
、
選
手
た
ち
の
意
識
も

徐
々
に
変
化
。
弱
み
を
克
服
す
る
練
習
へ
の
積
極
性

が
見
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
い
っ
た
の
だ
っ
た
。

大
会
は
情
報
収
集
の
好
機

　
教
え
子
た
ち
が
国
際
大
会
に
出
場
す
る
チ
ャ
ン
ス

が
訪
れ
た
の
は
、
着
任
の
約
1
年
後
だ
。
南
米
で
開

か
れ
た
ジ
ュ
ニ
ア
選
手
権
で
あ
る
。
教
え
子
の
大
多

数
は
、
国
際
大
会
に
出
場
し
た
経
験
が
な
か
っ
た
。

に
も
か
か
わ
ら
ず
、
国
内
の
他
選
手
と
の
比
較
か
ら

過
剰
に
自
信
を
持
つ
「
井
の
中
の
蛙
」
の
選
手
も
い

た
。
中
野
さ
ん
は
、
こ
の
大
会
へ
の
出
場
で
「
世
界

と
の
差
」
を
痛
感
し
、
成
長
の
糧
に
し
て
も
ら
お
う

と
期
待
し
て
い
た
。
と
こ
ろ
が
、
中
野
さ
ん
の
予
想

に
反
し
て
、
個
人
で
3
位
と
い
う
好
成
績
を
上
げ
た

の
だ
っ
た
。
期
待
と
は
違
う
結
果
と
な
っ
た
が
、
こ

の
大
会
は
予
期
せ
ぬ
影
響
が
あ
っ
た
。
大
会
後
、
中

野
さ
ん
の
コ
ー
チ
ン
グ
が
的
確
だ
と
、
選
手
た
ち
か

ら
の
信
頼
が
増
し
た
の
だ
っ
た
。

　
国
際
大
会
出
場
は
、
ほ
か
に
も
重
要
な
収
穫
が

あ
っ
た
。
引
率
し
た
中
野
さ
ん
は
、
参
加
し
た
他
国

パラグアイ・ウエイトリフティング連盟に配属された中野さん。

「弱みを克服するための練習」には消極的だった選手たちに対し、

個別の練習メニューを作成し、練習に対する意識の改革を図った。

個別の練習メニューを軸に
練習に対する意識改革を促進

CASE 3
代表選手への

技術指導

10ク ロ ス ロ ー ド  2 0 1 9 . 111 ク ロ ス ロ ー ド  2 0 1 9 . 1

❶❷

❸

❹

❶❷❸大会で教え子のサポートをする中野さん。❶は試合に臨む選手に気合いを入れる中野さん（左）。
❷は試合前に選手の体のケアを行う中野さん（右）。❸ウオーミングアップでフォームの確認をする中
野さん（右）

❹パラグアイの選手たちと中野さん（後列中央）

事例のポイント！

大会で情報収集を

　スポーツ指導を行う隊員は、
大会に選手を引率する機会があ
る場合も少なくないだろう。大会
は、隊員自身が視野を広げる格
好のチャンス。他の指導者と積
極的に情報交換することで、現
地の選手たちの特性などが見え
てくるかもしれない。

の
一
流
コ
ー
チ
た
ち
と
積
極
的
に
か
か
わ
り
、
情
報

を
交
換
。
中
南
米
の
選
手
に
有
効
な
練
習
方
法
な
ど

を
知
る
こ
と
が
で
き
、
そ
の
後
の
練
習
に
反
映
さ
せ

る
こ
と
が
で
き
た
。
以
後
、
選
手
た
ち
の
記
録
は
如

実
に
向
上
。
半
年
に
平
均
で
10
パ
ー
セ
ン
ト
と
い
う

伸
び
を
見
せ
た
の
だ
っ
た
。

　
任
期
終
了
が
近
づ
く
に
つ
れ
て
重
要
に
な
っ
て
い

く
の
は
、
自
身
の
任
期
が
終
了
し
た
後
の
た
め
に
何

を
す
べ
き
か
と
い
う
点
。
中
野
さ
ん
が
心
が
け
た
こ

と
の
ひ
と
つ
は
、
選
手
た
ち
が
独
力
で
練
習
を
重
ね

ら
れ
る
よ
う
、「
正
し
い
フ
ォ
ー
ム
」
を
繰
り
返
し

教
え
、
そ
れ
が
揺
る
が
な
い
よ
う
に
す
る
こ
と
だ
。

さ
ら
に
中
野
さ
ん
は
、
練
習
の
「
管
理
方
法
」
に
つ

い
て
も
選
手
た
ち
に
伝
え
る
よ
う
努
め
た
。
練
習
メ

ニ
ュ
ー
を
ど
の
よ
う
な
理
論
的
根
拠
を
基
に
つ
く
っ

て
い
く
か
、
あ
る
い
は
各
練
習
方
法
に
は
ど
の
よ
う

な
目
的
が
あ
る
か
な
ど
を
、
ひ
と
つ
ひ
と
つ
選
手
た

ち
に
説
い
て
い
っ
た
の
だ
。

 

「『
土
砂
降
り
の
雨
で
も
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
を
欠
か
さ

な
い
』
と
も
言
う
べ
き
ひ
た
向
き
さ
が
あ
っ
た
」。

中
野
さ
ん
は
教
え
子
た
ち
を
こ
う
振
り
返
る
。
そ
う

し
た
資
質
を
ベ
ー
ス
に
、
や
が
て
パ
ラ
グ
ア
イ
の
ウ

エ
イ
ト
リ
フ
テ
ィ
ン
グ
界
を
け
ん
引
す
る
指
導
者
が

教
え
子
の
な
か
か
ら
生
ま
れ
る
こ
と
を
、
中
野
さ
ん

は
期
待
し
て
い
る
。
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特集 1　　　  　スポーツ分野の活動ポイント

実
習
生
を
対
象
に

研
修
会
を
行
う
場
合
の

留
意
点
や
効
果
的
な

方
法
は
？

教
育
実
習
生
の
受
け
入
れ
小
学
校
で

活
動
す
る
体
育
隊
員
よ
り

 

︎

JICA海外協力隊への技術支援を目的に、分野ごとに配

置されている技術顧問。派遣中隊員から寄せられた活

動に関する相談と、それに対する技術顧問による回答の

例をご紹介します。

活動Q＆A 集
協 力 隊 技 術 顧 問 が 回 答

Answer

　

現
在
、
教
員
養
成
校
の
実
習
先
で
あ
る

小
学
校
を
拠
点
に
活
動
し
て
い
ま
す
。
普

段
は
こ
の
小
学
校
で
授
業
を
実
施
し
て
い

て
、
現
地
教
員
と
協
力
し
て
体
育
の
授
業

を
行
っ
て
い
ま
す
。
今
後
、
教
育
実
習
と

し
て
養
成
校
の
学
生
が
来
る
の
で
す
が
、

現
地
で
は
体
育
の
実
習
は
ほ
と
ん
ど
さ
れ

て
い
ま
せ
ん
。
そ
こ
で
、
実
習
生
を
相
手

に
研
修
会
を
行
い
た
い
と
考
え
て
い
る
の

で
す
が
、
学
校
の
先
生
や
学
生
を
対
象
に

し
た
研
修
な
ど
を
実
施
す
る
場
合
に
は
、

ど
の
よ
う
な
点
に
留
意
し
、
ど
の
よ
う
な

研
修
を
行
う
と
効
果
的
で
あ
る
の
か
、
そ

れ
が
わ
か
る
よ
う
な
優
良
事
例
は
あ
る
で

し
ょ
う
か
。

運
動
会
を

開
催
す
る
際
の

留
意
点
と
は
？

小
・
中
学
校
で
活
動
す
る

体
育
隊
員
よ
り

　

ア
フ
リ
カ
地
域
の
多
く
の
学
校
で
は
学

校
体
育
が
名
ば
か
り
で
、
現
地
の
先
生
も

体
育
の
楽
し
さ
を
体
験
し
て
き
て
お
ら
ず
、

価
値
を
十
分
に
認
知
し
て
い
る
と
は
い
い

が
た
い
状
況
で
す
。

　

そ
こ
で
、
子
ど
も
た
ち
に
運
動
の
機
会

を
提
供
し
つ
つ
、
先
生
に
体
育
の
意
義
を

伝
え
る
目
的
で
運
動
会
を
実
施
で
き
な
い

か
、
現
地
の
先
生
と
話
し
合
っ
て
い
ま
す
。

実
施
す
る
以
上
は
、
隊
員
が
帰
国
後
も
持

続
可
能
な
運
動
会
に
し
て
い
き
た
い
と
考

え
て
い
ま
す
。
運
動
会
を
開
催
す
る
こ
と

の
メ
リ
ッ
ト
と
デ
メ
リ
ッ
ト
だ
け
で
な
く
、

運
動
会
開
催
を
契
機
に
こ
れ
ま
で
の
隊
員

が
そ
の
後
の
活
動
を
ど
の
よ
う
に
行
っ
た

の
か
な
ど
教
え
て
い
た
だ
き
た
い
で
す
。

　

運
動
の
楽
し
さ
を
知
る
う
え
で

は
、
み
ん
な
が
参
加
す
る
運
動
会

を
開
催
す
る
こ
と
は
一
つ
の
有
効

な
手
段
と
い
え
ま
す
。
し
か
し
、

い
く
つ
か
留
意
し
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
点
が
あ
り
ま
す
。
１
つ
目
は
、

現
地
に
合
わ
せ
た
運
動
会
を
考
案

す
べ
き
で
、
日
本
の
も
の
を
移
植

し
よ
う
と
考
え
て
は
い
け
な
い
と

い
う
こ
と
で
す
。
日
本
の
種
目
は

必
ず
し
も
受
け
入
れ
ら
れ
ま
せ
ん
。

背
景
と
し
て
、
運
動
に
対
す
る
意

識
や
宗
教
、
文
化
、
環
境
が
大
き

く
異
な
る
か
ら
で
す
。

　

も
う
１
つ
の
理
由
は
、
自
立
し

て
実
施
で
き
る
よ
う
に
し
た
い
か

ら
で
す
。
自
分
た
ち
で
考
案
し
た

も
の
な
ら
ば
大
切
に
し
ま
す
。
移

植
す
る
の
は
、
あ
く
ま
で
趣
旨
や

実
施
方
法
で
す
。

　

そ
こ
で
、
大
切
な
２
つ
目
は
、

５
Ｗ
１
Ｈ
を
は
っ
き
り
さ
せ
て
行

う
こ
と
で
す
。
何
の
た
め
に
、
い

つ
、
ど
こ
で
、
だ
れ
が
、
な
に
を
、

ど
の
よ
う
に
す
る
の
か
を
明
確
に

し
て
進
め
る
こ
と
で
す
。
こ
こ
ま

で
具
体
化
し
て
実
施
し
な
け
れ
ば
、

組
織
的
に
運
営
で
き
ま
せ
ん
。
役

割
を
明
確
に
し
て
行
う
こ
と
で
、

自
覚
が
生
ま
れ
ま
す
。

　

３
つ
目
は
評
価
を
き
ち
ん
と
す

る
こ
と
で
す
。
運
動
会
が
無
事
に

終
わ
り
よ
か
っ
た
と
安
堵
し
、
余

韻
に
浸
る
こ
と
も
大
切
で
す
が
、

そ
の
後
、
実
施
体
制
、
活
動
計
画
、

内
容
、
役
割
分
担
、
費
用
、
そ
し

て
何
よ
り
現
地
の
人
々
の
満
足
度

に
つ
い
て
評
価
す
る
こ
と
で
す
。

う
ま
く
で
き
た
こ
と
は
十
分
賞
賛

し
、
改
善
点
は
明
確
に
し
た
う
え

で
、
次
年
度
の
改
善
計
画
を
立
て

ま
す
。
そ
の
際
、
次
回
は
ど
こ
ま

で
任
せ
ら
れ
る
の
か
、
隊
員
の
撤

退
計
画
を
立
て
ま
す
。
最
終
的
に

は
現
地
の
教
員
や
地
域
で
実
施
し

て
い
け
る
よ
う
に
、
任
せ
ら
れ
る

こ
と
は
任
せ
て
い
き
ま
す
。
大
き

な
イ
ベ
ン
ト
を
成
功
さ
せ
る
こ
と

は
大
き
な
自
信
に
な
り
、
何
事
に

も
自
ら
取
り
組
む
意
欲
に
つ
な
が

り
ま
す
。
こ
う
し
て
、
自
分
た
ち

で
で
き
そ
う
だ
と
認
識
し
て
も
ら

う
こ
と
で
、
運
動
会
に
と
ど
ま
ら

ず
、
体
育
の
授
業
へ
の
自
信
に
も

つ
な
が
っ
て
い
き
ま
す
。

Answer

こ
と
」「
勝
つ
た
め
に
チ
ー
ム
で
工

夫
し
た
こ
と
」
な
ど
が
挙
が
る
で

し
ょ
う
。
そ
れ
ら
が
体
育
の
意
義

で
も
あ
り
ま
す
。
こ
の
よ
う
に
体

育
で
は
、
楽
し
さ
を
実
体
験
す
る

こ
と
で
体
育
の
意
義
を
頭
・
心
・

体
で
理
解
で
き
ま
す
。

　

❷
で
は
、
授
業
で
何
を
押
さ
え

た
ら
よ
い
か
を
確
認
し
ま
す
。
各

国
に
は
学
習
指
導
要
領
が
作
成
さ

れ
て
い
ま
す
が
、
中
に
は
そ
の
国

の
現
状
に
即
し
て
い
な
い
も
の
も

あ
り
ま
す
。
そ
の
場
合
、
日
本
の

学
習
指
導
要
領
を
ベ
ー
ス
に
進
め

る
と
よ
い
で
し
ょ
う
。
日
本
に
限

ら
ず
、
世
界
的
に
体
育
の
究
極
的

な
目
標
は
豊
か
な
ス
ポ
ー
ツ
ラ
イ

フ
で
す
。
つ
ま
り
、
各
自
に
応
じ

た
生
涯
ス
ポ
ー
ツ
で
す
。
生
涯
に

わ
た
っ
て
自
分
に
合
っ
た
運
動
を

続
け
ら
れ
る
よ
う
に
し
た
い
の
で

す
か
ら
、
い
か
に
運
動
が
好
き
に

な
れ
る
か
、
そ
こ
に
向
け
て
授
業

を
創
造
で
き
る
か
が
大
き
な
ポ
イ

ン
ト
で
す
。
運
動
が
好
き
に
な
る

　

開
発
途
上
国
で
は
、
体
育
科
教

育
に
対
し
て
、
あ
ま
り
意
識
が
高

く
な
い
現
状
が
あ
り
ま
す
。
そ
こ

で
、
は
じ
め
に
体
育
の
価
値
を
高

め
る
こ
と
が
必
要
で
す
。
研
修
時

間
が
ど
れ
ほ
ど
あ
る
の
か
に
も
よ

り
ま
す
が
、
押
さ
え
ど
こ
ろ
と
し

て
は
、
❶
「
運
動
す
る
こ
と
の
楽

し
さ
や
意
義
を
共
有
す
る
こ
と
」、

❷
「
体
育
の
目
標
・
内
容
を
知
る

こ
と
」、
❸
「
具
体
的
な
指
導
法
を

知
る
こ
と・実
践
す
る
こ
と
」
で
す
。

　

❶
に
つ
い
て
は
、
ま
ず
、
一
緒

に
運
動
を
し
て
楽
し
む
機
会
を
作

る
と
効
果
的
で
す
。
そ
の
際
、
誰

で
も
楽
し
め
、
す
ぐ
に
で
き
る
易

し
い
運
動
、
そ
し
て
ふ
れ
あ
い
の

あ
る
運
動
を
選
択
す
る
こ
と
が
肝

要
で
す
。
簡
単
な
ゲ
ー
ム
を
扱
う

の
も
効
果
的
で
す
。
き
っ
と
み
ん

な
が
笑
顔
に
な
る
こ
と
で
し
ょ
う
。

そ
こ
で
、
み
ん
な
が
楽
し
め
た
訳

を
考
え
ま
す
。「
易
し
い
運
動
だ
っ

た
の
で
、
達
成
感
が
味
わ
え
た
こ

と
」「
関
わ
り
な
が
ら
運
動
で
き
た

た
め
に
は
、
楽
し
さ
を
感
じ
ら
れ

る
こ
と
が
重
要
で
す
。
そ
こ
に
つ

い
て
は
、
❶
の
研
修
で
感
じ
て
い

ま
す
の
で
、
そ
れ
ら
の
要
素
が
含

ま
れ
る
よ
う
に
授
業
を
考
案
し
ま

す
。

　

そ
し
て
、
仕
上
げ
は
❸
に
な
り

ま
す
。
グ
ル
ー
プ
で
考
え
た
授
業

の
１
時
間
を
実
際
、
模
擬
授
業
と

し
て
実
施
し
、
振
り
返
り
ま
す
。

さ
ら
に
改
善
し
た
授
業
を
実
施
し
、

よ
か
っ
た
点
を
賞
賛
し
ま
す
。
こ

の
よ
う
に
楽
し
さ
か
ら
入
り
、
成

就
感
が
味
わ
え
る
研
修
が
受
講
者

の
自
信
（
効
力
感
）
を
高
め
ま
す
。

２
回
目
の
研
修
に
は
各
自
が
実
践

し
た
授
業
を
持
ち
寄
る
と
、
発
展

的
で
具
体
的
な
協
議
が
で
き
ま
す
。

「スポーツ・フォー・トゥモロー（SFT）」
とJICA海外協力隊

　SFTとは、東京2020年オリンピック・パラリンピック競技大
会に向けて日本政府が実施する、スポーツを通じた国際貢献事
業のこと。2014年から20年までの7年間で、途上国を含む100
カ国以上で、1000万人以上を対象に活動することを目標として
います。SFTコンソーシアムの運営委員を務めるJICAは、JICA
事業を通してSFTを推進する立場にあるため、協力隊員が派遣
国で実施するあらゆるスポーツ活動が、SFT事業の実績としてカ
ウントされます。1965年の協力隊派遣当初から2018年3月末で、
88カ国に延べ4184人が体育・スポーツ職種の隊員として派遣さ
れており、そうした実績と経験が、SFTプログラムにJICAが協
力する背景のひとつとなっています。
https://www.sport4tomorrow.jp/jp/

Q1

Q2



省
庁
の
環
境
部
門
に
配
属
さ
れ
、
環
境
教
育
の
活
性
化
に
取
り
組
ん
だ
川
口
さ
ん
。

環
境
教
育
に
取
り
組
む
余
力
が
同
僚
た
ち
に
な
い
な
か
、
活
動
パ
ー
ト
ナ
ー
と

な
っ
て
く
れ
た
の
は
、
環
境
問
題
へ
の
高
い
意
識
を
持
つ
住
民
た
ち
だ
っ
た
。

思
い
を
共
有
で
き
る
住
民
と
共
に

環
境
啓
発
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
実
施

「自分のペース」で大丈夫！
活動らしい活動が見つからず、時間が長く感じ
られて仕方がないという方も、焦る必要はない
と思います。大切なのは、そういう時期であって
も、「この国を楽しもう」と意識し、どんどん地域
に出ていくこと。そこから、思いを共有できる人
とつながったり、たとえそれが叶わなくても、良
い気分転換ができたりするからです。

川口さんからの
メッセージ

外部人材との協働

環
境
教
育
が
実
践
し
や
す
い
場
だ
と
考
え
た

川
口
さ
ん
は
、
片
端
か
ら
電
話
を
か
け
て
い

く
。
し
か
し
、
ま
だ
英
語
が
不
慣
れ
な
な
か
、

電
話
で
の
交
渉
は
至
難
の
技
。
し
か
も
、
外

国
人
か
ら
の
突
然
の
電
話
と
い
う
こ
と
で
、

ま
と
も
に
取
り
合
わ
な
い
学
校
も
あ
っ
た
。

　

そ
こ
で
今
度
は
、
小
学
校
を
直
接
訪
ね
て

み
る
こ
と
に
し
た
。
す
る
と
、
一
部
の
校
長

が
協
力
す
る
姿
勢
を
見
せ
て
く
れ
た
。
そ
う

し
て
着
任
の
お
よ
そ
半
年
後
に
な
り
、
よ
う

や
く
3
校
で
週
に
1
度
の
定
期
的
な
環
境
教

育
授
業
を
行
わ
せ
て
も
ら
え
る
よ
う
に
な
っ

た
の
だ
っ
た
。

「
顔
を
売
る
」
努
力

 

「
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
づ
く
り
は
、
直
接
顔
を
見

な
が
ら
話
を
す
る
こ
と
が
重
要
だ
」。活
動
校

の
開
拓
で
こ
れ
を
実
感
し
た
川
口
さ
ん
は
、

「
顔
を
売
る
こ
と
」を
よ
り
積
極
的
に
行
う
よ

う
に
な
っ
た
。
そ
の
ひ
と
つ
は
、
現
地
の
環

境
問
題
に
関
す
る
情
報
収
集
を
兼
ね
て
行
っ

た
関
連
機
関
へ
の
訪
問
だ
。
対
象
は
、
ゴ
ミ

処
理
業
者
や
環
境
N
G
O
な
ど
で
あ
る
。

　

川
口
さ
ん
が
と
っ
た
も
う
ひ
と
つ
の
「
顔

を
売
る
」
方
法
は
、
地
域
の
イ
ベ
ン
ト
へ
の

参
加
だ
。
た
と
え
ば
、
現
地
で
は
特
に
人
気

で
、
年
に
何
度
も
開
か
れ
て
い
た
ウ
オ
ー
キ

ン
グ
イ
ベ
ン
ト
。
日
本
人
が
そ
う
し
た
場
に

い
れ
ば
お
の
ず
と
目
立
つ
。
毎
回
参
加
し
て

い
く
な
か
、
や
が
て
見
知
ら
ぬ
人
か
ら
声
を

か
け
ら
れ
る
こ
と
も
多
く
な
っ
て
い
っ
た
。

　

こ
う
し
た
営
業
活
動
の
積
み
重
ね
が
実
を

結
び
、
も
っ
と
も
重
要
な
活
動
パ
ー
ト
ナ
ー

と
な
る
人
物
と
つ
な
が
っ
た
の
は
、
任
期
の

特集 2

　

川
口
さ
ん
の
配
属
先
、
セ
ン
ト
ル
シ
ア
持

続
的
開
発
・
エ
ネ
ル
ギ
ー
・
科
学
技
術
省
の

持
続
的
開
発
・
環
境
局
は
、
環
境
分
野
全
般

の
政
策
決
定
機
関
。
環
境
教
育
の
実
施
も
担

っ
て
お
り
、
そ
の
活
発
化
が
川
口
さ
ん
に
求

め
ら
れ
て
い
た
役
目
だ
っ
た
。
同
局
の
ス
タ

ッ
フ
は
十
数
人
。
そ
れ
ぞ
れ
に
「
環
境
ア
セ

ス
メ
ン
ト
」
や
「
気
候
変
動
」
な
ど
の
担
当

分
野
が
割
り
振
ら
れ
て
い
た
が
、「
環
境
教

育
」
は
そ
う
し
た
割
り
振
り
の
対
象
外
だ
っ

た
。
政
策
決
定
に
関
す
る
業
務
の
合
間
に
、

お
の
お
の
が
自
分
の
担
当
分
野
に
関
す
る
環

境
教
育
を
実
施
す
る
こ
と
に
な
っ
て
お
り
、

川
口
さ
ん
の
着
任
当
時
、
ど
う
し
て
も
後
回

し
に
さ
れ
が
ち
だ
っ
た
。
カ
ウ
ン
タ
ー
パ
ー

ト
は
い
た
も
の
の
、
や
は
り
他
の
業
務
で
多

忙
を
極
め
て
お
り
、
共
に
環
境
教
育
に
取
り

組
ん
で
も
ら
え
る
余
地
は
な
か
っ
た
。

 
「
活
動
を
つ
く
る
た
め
に
も
、
と
に
か
く
地

域
の
人
と
の
接
点
を
持
ち
、
活
動
の
パ
ー
ト

ナ
ー
を
見
つ
け
な
け
れ
ば
」。そ
ん
な
焦
り
か

ら
、
川
口
さ
ん
は
体
当
た
り
の
営
業
活
動
を

開
始
す
る
。
手
始
め
に
行
っ
た
の
は
、
地
域

の
小
学
校
へ
の
ア
プ
ロ
ー
チ
だ
。
小
学
校
は

半
ば
ご
ろ
。
現
地
で
リ
サ
イ
ク
ル
業
を
営
む

40
代
の
男
性
（
以
下
、A
さ
ん
）
で
あ
る
。
環

境
問
題
の
解
決
を
目
指
す
ソ
ー
シ
ャ
ル
ビ
ジ

ネ
ス
と
し
て
起
業
し
た
人
で
、
海
外
の
先
進

的
な
取
り
組
み
を
視
察
す
る
な
ど
勉
強
も
重

ね
て
い
た
。
J
I
C
A
に
関
す
る
知
識
も
そ

れ
以
前
か
ら
持
っ
て
お
り
、
川
口
さ
ん
の
存

在
を
聞
き
つ
け
た
A
さ
ん
が
、「
一
緒
に
何

か
を
や
ろ
う
」
と
自
ら
コ
ン
タ
ク
ト
し
て
き

て
く
れ
た
の
だ
っ
た
。

ゴ
ミ
拾
い
活
動
が
住
民
主
体
に

　

A
さ
ん
の
協
力
が
カ
ギ
と
な
っ
た
活
動

は
、月
に
1
度
、住
民
有
志
で
街
中
の
ゴ
ミ
を

拾
う
「
ク
リ
ー
ン
ア
ッ
プ
」
と
称
し
た
取
り

組
み
で
あ
る
。

　

ク
リ
ー
ン
ア
ッ
プ
自
体
を
ス
タ
ー
ト
さ
せ

た
の
は
先
輩
隊
員
。
川
口
さ
ん
は
、
着
任
直

後
か
ら
毎
回
こ
れ
に
参
加
す
る
よ
う
に
な
っ

た
が
、
当
時
の
参
加
者
は
協
力
隊
員
が
大
半

と
い
う
状
態
だ
っ
た
。
そ
う
し
た
な
か
、
着

任
の
2
カ
月
後
に
先
輩
隊
員
の
任
期
が
終

了
。
住
民
主
体
の
取
り
組
み
へ
と
変
え
る
こ

と
が
で
き
れ
ば
、
環
境
問
題
に
関
す
る
良
い

啓
発
に
な
る

—
—

。
そ
う
考
え
た
川
口
さ
ん

は
、幹
事
役
を
引
き
継
ぎ
、参
加
す
る
住
民
を

増
や
す
た
め
の
策
を
試
み
る
よ
う
に
な
っ

た
。「
開
催
時
間
を
変
え
る
」「
募
集
の
仕
方

を
変
え
る
」
と
い
っ
た
方
法
だ
。
し
か
し
、こ

れ
と
い
っ
た
効
果
は
な
か
な
か
現
れ
な
か
っ

た
。

　

そ
の
潮
目
を
変
え
た
の
が
、
A
さ
ん
と
の

出
会
い
だ
っ
た
。
彼
は
ま
ず
、
拾
っ
た
ゴ
ミ

の
引
き
取
り
を
請
け
負
っ
て
く
れ
る
よ
う
に

川口さん基礎情報

■ PROFILE
1990年生まれ、千葉県出身。学習院大学文学部英語
英米文化学科を卒業後、進学塾で3年間、文系講師とし
て働く。2016年6月、協力隊員としてセントルシアに赴任

（現職参加）。18年6月に帰国し、復職。

■ 活動概要
持続的開発・エネルギー・科学技術省持続的開発・環境
局に配属され、主に以下の活動に従事。
●小・中学校における環境教育授業の実施
●中学校におけるコンポストづくりの導入
●住民ボランティアによる定期的な清掃活動の運営
●スーパーのレジ袋の有料化支援

14ク ロ ス ロ ー ド  2 0 1 9 . 115 ク ロ ス ロ ー ド  2 0 1 9 . 1

1 任期中の最終回となった「 クリーンアップ」の参加者たち。協力隊員と住民を合わせると50人ほどにのぼった
2「 クリーンアップ」の終了後、Aさん（右端）に仕事への思いを参加者に伝えてもらった。「自分は忍者。陰から社会を変えたい」が彼の口癖だった
3 プラスチック袋使用削減のポスターコンクールの審査会場

「時間がない」「関心がない」「知識がない」——。協力隊員は、こうした理由で配属先の同僚

たちに活動への協力を期待できないケースもある。そこで重要となってくるのが、配属先外

で代わりの活動パートナーを獲得することだ。ここでは、配属先外の人材の力を有意義に活

動に取り込んだ事例を集め、そうした活動方法で重要となる点を探ってみた。

な
っ
た
。
さ
ら
に
、「
参
加
す
る
住
民
を
増
や

し
た
い
」
と
い
う
川
口
さ
ん
の
相
談
に
対
し

て
、
A
さ
ん
は
「
ス
ポ
ン
サ
ー
の
獲
得
」
を

提
案
。
地
元
企
業
の
協
賛
に
よ
り
、
参
加
者

へ
の
特
典
を
設
け
る
と
い
う
ア
イ
デ
ア
だ
っ

た
。
A
さ
ん
は
さ
ら
に
、
協
賛
の
依
頼
を
す

る
際
に
相
手
企
業
に
示
す
企
画
書
の
書
き
方

な
ど
も
伝
授
し
て
く
れ
た
。

　

結
果
は
期
待
ど
お
り
だ
っ
た
。
カ
フ
ェ
や

ダ
イ
ビ
ン
グ
シ
ョ
ッ
プ
な
ど
、
毎
回
異
な
る

企
業
が
順
に
ス
ポ
ン
サ
ー
と
な
り
、
そ
の
店

の
割
引
券
な
ど
を
特
典
と
し
て
参
加
者
に
配

布
す
る
と
い
う
ス
タ
イ
ル
が
定
着
。
さ
さ
や

か
な
特
典
で
は
あ
っ
た
が
、「
参
加
す
る
と

楽
し
い
」
と
い
う
雰
囲
気
が
醸
成
さ
れ
、
平

均
で
15
人
ほ
ど
の
住
民
が
参
加
し
、

2
0
0
0
個
近
く
の
ゴ
ミ
を
拾
う
と
い
う
規

模
の
取
り
組
み
に
な
っ
た
の
だ
っ
た
。

ポ
ス
タ
ー
コ
ン
ク
ー
ル
を
開
催

　

川
口
さ
ん
の
任
期
終
盤
は
、
小
・
中
学
校

の
環
境
ク
ラ
ブ
の
活
性
化
を
支
援
す
る
こ
と

が
メ
イ
ン
の
活
動
と
な
っ
た
。
そ
こ
で
も
や

は
り
、
営
業
活
動
を
通
じ
て
関
係
を
結
ん
で

い
た
配
属
先
外
の
人
材
が
パ
ー
ト
ナ
ー
と
な

っ
た
。
中
央
省
庁
の
水
産
分
野
を
所
管
す
る

部
署
に
勤
め
る
女
性
職
員
（
以
下
、B
さ
ん
）

で
あ
る
。

　

セ
ン
ト
ル
シ
ア
で
は
、
川
口
さ
ん
の
任
期

終
了
の
1
カ
月
後
に
、
ス
ー
パ
ー
の
プ
ラ
ス

チ
ッ
ク
袋
が
有
料
化
さ
れ
る
こ
と
が
決
ま
っ

て
い
た
。
環
境
保
護
の
目
的
で
、
そ
の
使
用

量
の
削
減
を
狙
っ
た
施
策
で
あ
る
。し
か
し
、

こ
れ
に
は
現
地
の
大
人
た
ち
か
ら
強
い
反
発

が
上
が
っ
て
い
た
。
そ
う
し
た
な
か
で
川
口

さ
ん
が
B
さ
ん
と
と
も
に
企
画
・
運
営
し
た

の
が
、
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
袋
の
使
用
抑
制
を
テ

ー
マ
に
し
た
ポ
ス
タ
ー
コ
ン
ク
ー
ル
だ
。
参

加
を
呼
び
か
け
た
の
は
、
全
国
の
小
・
中
学

校
の
環
境
ク
ラ
ブ
。
子
ど
も
か
ら
の
訴
え
に

よ
り
、
大
人
た
ち
の
意
識
が
変
わ
る
か
も
し

れ
な
い
と
の
読
み
が
あ
っ
た
。

　

コ
ン
ク
ー
ル
は
盛
況
で
、
応
募
点
数
は

2
0
0
点
近
く
に
上
っ
た
。
審
査
は
、
川
口

さ
ん
と
B
さ
ん
、
お
よ
び
B
さ
ん
の
同
僚
た

ち
が
手
分
け
し
て
実
施
。
入
賞
作
品
は
任
地

の
ス
ー
パ
ー
に
貼
り
出
さ
れ
、
こ
の
話
題
は

テ
レ
ビ
で
も
取
り
上
げ
ら
れ
た
。

　

川
口
さ
ん
の
帰
国
は
今
年
6
月
。そ
の
後
、

川
口
さ
ん
の
も
と
に
は
「
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
袋

の
使
用
量
が
実
に
8
割
近
く
減
っ
た
」
と
の

報
告
が
届
い
た
と
い
う
。

CASE 1
住民
との協働

1

2

3



教え子の両親の顔も覚える！
活動を通して、保護者と協力しながら教育に
あたることの重要性を実感しました。私はなる
べく教え子の両親の顔も覚えるよう努めたの
ですが、これはとても有効でした。街中で見か
かけたときに声をかけ、そこでお子さんの話を
することができたからです。

磯田さんからの
メッセージ

三
者
面
談
で
保
護
者
に
ア
プ
ロ
ー
チ

　

以
上
の
よ
う
な
活
動
に
取
り
組
む
な
か
、

磯
田
さ
ん
は
あ
る
思
い
を
持
つ
よ
う
に
な
っ

て
い
く
。
た
と
え
成
績
が
悪
く
て
も
、
そ
の

児
童
の
可
能
性
を
最
大
限
に
引
き
出
す
よ
う

な
風
土
を
つ
く
る
こ
と
だ
。
算
数
、英
語
、理

科
、
社
会
の
主
要
4
教
科
で
行
わ
れ
る

P
L
E
は
、
そ
の
成
績
次
第
で
よ
り
良
い
中

学
校
に
進
学
で
き
た
り
、
反
対
に
留
年
と
な

っ
た
り
す
る
な
ど
、
子
ど
も
の
人
生
を
大
き

く
左
右
す
る
。
さ
ら
に
、
学
校
ご
と
の
成
績

の
集
計
が
新
聞
で
公
表
さ
れ
る
た
め
、
入
学

希
望
者
の
数
、
ひ
い
て
は
入
学
金
や
授
業
料

の
合
計
額
を
左
右
す
る
な
ど
、
学
校
に
と
っ

て
も
P
L
E
の
出
来
・
不
出
来
は
影
響
が
大

き
い
も
の
。
そ
の
た
め
、
教
員
た
ち
は
主
要

4
教
科
の
成
績
を
上
げ
る
こ
と
に
力
を
注

ぐ
。
各
学
期
に
は
3
日
ず
つ
、
保
護
者
が
学

校
に
来
て
、
自
分
の
子
ど
も
と
共
に
教
員
と

話
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
日
が
設
け
ら
れ
て

い
た
が
、そ
の
日
は
い
つ
も
、教
員
と
保
護
者

に
成
績
の
こ
と
で
叱
ら
れ
、
泣
い
て
い
る
児

童
が
多
く
見
ら
れ
る
の
だ
っ
た
。

　

磯
田
さ
ん
が
最
初
に
ア
プ
ロ
ー
チ
し
た
の

は
「
保
護
者
」
た
ち
だ
。
保
護
者
訪
問
日
に

彼
ら
に
対
応
し
て
い
る
と
、「
う
ち
の
子
は

出
来
が
悪
い
」
と
嘆
く
人
が
多
か
っ
た
。
な

か
に
は
、「
こ
れ
で
個
別
指
導
を
」
と
現
金
を

差
し
出
す
人
も
い
た
。
当
初
は
、
角
が
立
た

な
い
よ
う
に
そ
う
し
た
要
求
を
断
る
し
か
対

処
の
方
法
が
な
か
っ
た
。
し
か
し
、
授
業
実

践
を
重
ね
、
個
々
の
児
童
の
様
子
が
見
え
る

よ
う
に
な
っ
て
く
る
と
、
保
護
者
訪
問
日
の

面
談
で
、「
成
績
」
と
い
う
「
結
果
」
だ
け
で

な
く
、
勉
強
の
「
過
程
」
に
目
を
向
け
る
よ

う
促
す
よ
う
に
な
っ
た
。
た
と
え
ば
、
こ
ん

な
質
問
を
す
る
。「
お
子
さ
ん
の
ノ
ー
ト
を

見
た
こ
と
あ
り
ま
す
か
？
」。成
績
が
悪
い
児

童
の
な
か
に
は
、
ノ
ー
ト
を
取
る
習
慣
が
な

い
児
童
も
い
れ
ば
、
反
対
に
ノ
ー
ト
は
一
生

懸
命
取
っ
て
い
る
児
童
も
い
た
。
前
者
で
あ

れ
ば
、
ノ
ー
ト
を
取
る
よ
う
働
き
か
け
る
こ

と
が
必
要
で
あ
り
、後
者
で
あ
れ
ば
、辛
抱
強

く
見
守
り
、
成
績
の
向
上
を
待
つ
必
要
が
あ

る
。
そ
う
し
た
こ
と
を
保
護
者
に
伝
え
よ
う

と
し
た
の
だ
。
す
る
と
、
や
が
て
保
護
者
た

ち
は
、「
成
績
」に
関
す
る
こ
と
だ
け
で
な
く
、

「
授
業
態
度
」や
「
ノ
ー
ト
の
取
り
方
」な
ど
、

勉
強
の
「
過
程
」
に
関
す
る
こ
と
を
尋
ね
る

よ
う
に
な
っ
て
い
っ
た
。

教
員
た
ち
の
姿
勢
に
も
変
化
が

 

「
保
護
者
の
考
え
は
変
わ
り
得
る
」
と
感
じ

た
磯
田
さ
ん
は
、
ア
ル
テ
ィ
メ
ッ
ト
ク
ラ
ブ

を
立
ち
上
げ
た
後
、
ク
ラ
ブ
活
動
で
の
様
子

も
積
極
的
に
保
護
者
に
伝
え
る
よ
う
に
な
っ

た
。
そ
れ
を
と
り
わ
け
意
識
し
た
の
は
、
勉

強
が
苦
手
な
児
童
の
場
合
だ
。
保
護
者
が
成

績
の
悪
さ
を
い
つ
も
嘆
い
て
い
た
子
ど
も
の

な
か
に
は
、ク
ラ
ブ
活
動
に
な
る
と
、「
年
下

の
子
に
教
え
る
の
が
上
手
」「
ほ
か
の
メ
ン

バ
ー
か
ら
の
信
頼
が
厚
い
」「
人
一
倍
努
力

す
る
」
な
ど
、「
人
間
と
し
て
の
可
能
性
」
を

感
じ
さ
せ
る
子
も
い
た
か
ら
だ
。

　

成
績
の
悪
い
我
が
子
が
ク
ラ
ブ
活
動
で
は

が
ん
ば
っ
て
い
る
こ
と
を
知
っ
た
保
護
者
た

ち
は
、
ク
ラ
ブ
を
運
営
す
る
磯
田
さ
ん
や
体

育
教
員
た
ち
へ
の
感
謝
の
意
を
口
に
し
た
。

を
担
当
す
る
ほ
か
の
教
員
に
も
共
有
し
た
。

　

一
方
、
体
育
は
3
～
6
年
生
を
担
当
。
同

国
で
は
2
0
1
1
年
に
体
育
が
小
学
校
の
必

修
と
な
っ
た
が
、
卒
業
時
に
パ
ス
し
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
国
家
試
験
（
P
L
E
）
の
対
象

教
科
と
は
な
っ
て
い
な
い
。
そ
う
し
た
事
情

も
あ
り
、磯
田
さ
ん
の
着
任
当
時
、3
～
6
年

生
で
は
体
育
が
い
ず
れ
の
教
員
に
も
割
り
振

ら
れ
て
い
な
い
状
態
だ
っ
た
。
し
か
し
、
体

育
の
重
要
性
に
共
感
し
た
教
員
が
自
発
的
に

体
育
を
兼
務
。
磯
田
さ
ん
と
共
に
授
業
を
行

っ
て
も
ら
っ
た
り
、
磯
田
さ
ん
の
授
業
を
見

　

磯
田
さ
ん
の
配
属
先
は
ウ
ガ
ン
ダ
の
公
立

小
学
校
。
7
学
年
の
い
ず
れ
も
児
童
数
は

1
0
0
人
程
度
で
、
成
績
に
よ
り
2
ク
ラ
ス

に
分
け
ら
れ
て
い
た
。
各
ク
ラ
ス
に
担
任
は

配
置
さ
れ
て
い
た
が
、授
業
は
教
科
担
任
制
。

教
員
が
そ
れ
ぞ
れ
得
意
・
不
得
意
に
よ
っ
て

1
〜
複
数
の
教
科
を
分
担
し
て
い
た
。

　
磯
田
さ
ん
の
主
た
る
活
動
の
ひ
と
つ
は
、算

数
と
体
育
の
授
業
を
行
う
こ
と
だ
。
算
数
は

4
〜
5
年
生
を
担
当
。
授
業
自
体
は
単
独
で

行
っ
た
が
、
ノ
ー
ト
活
動
や
具
体
物
の
教
材

な
ど
を
重
視
す
る
自
身
の
や
り
方
は
、
算
数

学
し
て
も
ら
っ
た
り
す
る
こ
と
が
叶
っ
た
。

　

授
業
の
ほ
か
に
磯
田
さ
ん
が
力
を
入
れ
た

の
は
、課
外
活
動
の
支
援
。具
体
的
に
は
、「
ア

ル
テ
ィ
メ
ッ
ト
」
と
い
う
ス
ポ
ー
ツ
の
ク
ラ

ブ
を
立
ち
上
げ
、
体
育
担
当
と
な
っ
た
教
員

と
共
に
そ
の
運
営
を
行
っ
た
。

　

ア
ル
テ
ィ
メ
ッ
ト
と
は
、
ア
メ
リ
カ
ン
フ

ッ
ト
ボ
ー
ル
の
よ
う
に
「
エ
ン
ド
ゾ
ー
ン
」

が
設
け
ら
れ
た
コ
ー
ト
で
行
う
団
体
競
技
。

7
人
ず
つ
の
2
チ
ー
ム
が
「
フ
ラ
イ
ン
グ
デ

ィ
ス
ク
」
を
パ
ス
で
つ
な
ぎ
、
エ
ン
ド
ゾ
ー

ン
で
キ
ャ
ッ
チ
す
る
回
数
を
競
う
も
の
だ
。

競
技
人
口
は
少
な
い
も
の
の
、
ウ
ガ
ン
ダ
に

は
そ
の
ナ
シ
ョ
ナ
ル
チ
ー
ム
も
あ
り
、
他
校

で
は
す
で
に
先
輩
隊
員
が
普
及
に
取
り
組
ん

で
も
い
た
。

　

配
属
校
を
含
め
、
ウ
ガ
ン
ダ
の
小
学
校
に

は
サ
ッ
カ
ー
や
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
な
ど
の
「
課

外
活
動
」
は
定
着
し
て
い
た
。
し
か
し
、そ
れ

ら
は
従
来
、
大
会
前
に
上
手
な
児
童
で
選
抜

チ
ー
ム
を
組
み
、特
訓
を
行
う
だ
け
の
も
の
。

好
き
な
競
技
の
練
習
に
日
常
的
に
打
ち
込

み
、「
努
力
」
や
「
協
力
」
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な

学
び
を
そ
こ
か
ら
得
る
と
い
う
よ
う
な
役
割

は
果
た
し
て
い
な
か
っ
た
。
そ
ん
な
な
か
、

新
た
な
ク
ラ
ブ
活
動
の
あ
り
方
を
紹
介
す
る

意
図
で
磯
田
さ
ん
が
立
ち
上
げ
た
の
が
ア
ル

テ
ィ
メ
ッ
ト
ク
ラ
ブ
だ
っ
た
。
選
手
全
員
の

協
力
が
必
要
で
あ
り
、
か
つ
男
女
混
合
の
競

技
で
あ
る
点
が
、
こ
の
種
目
を
選
ん
だ
主
な

理
由
だ
。

　

ク
ラ
ブ
の
立
ち
上
げ
は
任
期
の
半
ば
。2
、

3
カ
月
も
す
る
と
、
部
員
が
1
0
0
人
に
も

の
ぼ
る
人
気
の
ク
ラ
ブ
と
な
っ
て
い
っ
た
。

そ
れ
ま
で
「
教
員
に
我
が
子
が
ほ
め
ら
れ

る
」
と
い
う
経
験
が
な
か
っ
た
か
ら
だ
。
な

か
に
は
、
か
つ
て
「
個
別
指
導
を
」
と
言
っ

て
現
金
を
渡
そ
う
と
し
て
き
た
保
護
者
が
、

「
ク
ラ
ブ
活
動
の
お
礼
で
す
」と
言
っ
て
現
金

を
渡
し
て
く
る
よ
う
に
な
る
ケ
ー
ス
も
あ
っ

た
。
そ
う
し
た
お
金
は
、
ク
ラ
ブ
の
運
営
費

に
充
て
さ
せ
て
も
ら
っ
た
。

　

同
僚
教
員
た
ち
は
、
ひ
と
り
ひ
と
り
の
児

童
を
磯
田
さ
ん
以
上
に
把
握
し
て
い
る
。
そ

れ
を
保
護
者
に
伝
え
る
重
要
性
を
感
じ
て
い

な
か
っ
た
だ
け
の
よ
う
で
、
や
が
て
同
僚
教

員
た
ち
に
も
、
児
童
の
勉
強
の
「
過
程
」
を

保
護
者
に
伝
え
る
姿
が
見
ら
れ
る
よ
う
に
な

っ
て
い
っ
た
の
だ
っ
た
。

小
学
校
で
算
数
や
体
育
、
課
外
活
動
の
支
援
に
携
わ
っ
た
磯
田
さ
ん
。

「
成
績
」
の
良
し
悪
し
ば
か
り
を
気
に
す
る
保
護
者
が
多
か
っ
た
な
か
、

勉
強
の「
過
程
」
や
ク
ラ
ブ
活
動
へ
の
取
り
組
み
方
な
ど
、

児
童
の「
人
間
と
し
て
の
可
能
性
」
を
多
角
的
に
見
る
よ
う
訴
え
て
い
っ
た
。

保
護
者
と
の
対
話
で

「
過
程
」へ
の
着
目
を
促
す
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CASE 2

保護者との協働

磯田さん基礎情報

■ PROFILE
1992年生まれ、神奈川県出身。日本女子大学
家政学部児童学科を卒業後、2016年6月、協
力隊員としてウガンダに赴任。18年6月に帰国
後、英国リーズ大学大学院「開発と教育」コー
スに進学。

■ 活動概要
ルウェロ県ンデジェにある公立小学校、ナリニャ・ 
ルワンタレ・ガールズスクールに配属され、主に
以下の活動に従事。
●算数授業の実施（単独で）
●体育授業の実施（現地教員との協働）
●課外活動（アルティメットクラブ）の支援

1

1 アルティメットクラブで授与された「がん
ばったで賞」の表彰状と大会の参加証を
手にする5年生の児童とその母親。学業
の成績は下位だったが、クラブでの活躍を
理解した母親は、長い目で成長を見守る
姿勢へと変わっていった

2 他校と行われたアルティメット大会で活躍
する配属校の児童。この子も留年するほ
どの成績だったが、クラブでは人一倍努力。
小柄ながら、女子のなかでもっとも上手な
選手になった

3 洗ったばかりのアルティメットディスクを手
にするクラブの部員たち 2 3

外部人材との協働特集 2



人間関係づくりは果敢に！
私は活動パートナーの家にお邪魔する際、直
前に「今からお邪魔します」と電話をかけて押
しかけ、夕飯をご馳走になってしまうということ
もよくありました。そうやってプライベートで共
に過ごす時間を積極的につくることは、関係
を深めるうえでとても大切だったと実感してい
ます。

CASE 3

岸野さんからの
メッセージ

❶

い
さ
れ
て
し
ま
っ
た
。

　

知
恵
袋
の
当
て
が
ほ
か
に
な
い
な
か
、
岸

野
さ
ん
は
任
地
の
人
か
ら
「
何
を
や
り
に
来

た
の
か
？
」「
何
が
で
き
る
の
か
？
」
と
問
わ

れ
る
た
び
に
、「
イ
チ
ゴ
栽
培
を
普
及
し
た

い
」
と
伝
え
、
な
ん
ら
か
の
有
益
な
情
報
が

返
っ
て
く
る
の
を
期
待
し
た
。
す
る
と
案
の

定
、「
良
い
人
が
い
る
。
話
を
聞
き
に
行
っ
た

ら
ど
う
か
」
と
、ひ
と
り
の
イ
チ
ゴ
農
家
（
以

下
、
A
さ
ん
）
を
紹
介
し
て
も
ら
う
こ
と
が

で
き
た
。
岸
野
さ
ん
の
自
宅
か
ら
バ
ス
で
1

時
間
半
ほ
ど
の
所
に
住
む
、
退
役
軍
人
の
男

性
だ
っ
た
。
A
さ
ん
は
退
職
金
を
使
っ
て
農

園
を
ス
タ
ー
ト
。さ
ま
ざ
ま
な
野
菜
と
共
に
、

6
種
類
に
及
ぶ
イ
チ
ゴ
を
生
産
す
る
、
年
商

1
0
0
0
万
円
と
い
う
規
模
の
農
園
に
ま
で

拡
大
す
る
こ
と
に
成
功
し
て
い
た
人
物
だ
っ

た
。

　

岸
野
さ
ん
は
紹
介
を
受
け
る
と
早
速
、
A

さ
ん
の
農
園
を
訪
問
。
す
る
と
最
初
は
、「
日

本
人
が
自
分
た
ち
の
金
儲
け
の
た
め
に
来
た

の
だ
ろ
う
」
と
警
戒
さ
れ
た
。
そ
こ
で
岸
野

さ
ん
は
、「
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
し
て
、ス
リ
ラ

ン
カ
人
の
収
入
向
上
を
支
援
す
る
た
め
に
や

っ
て
来
た
。
そ
の
ひ
と
つ
と
し
て
、
イ
チ
ゴ

栽
培
の
普
及
を
行
い
た
い
と
考
え
て
い
る
」

と
説
明
。
す
る
と
A
さ
ん
は
、「
技
術
を
教
え

る
相
手
は
誰
だ
？
」
と
質
問
。
収
入
の
低
い

農
家
で
結
成
さ
れ
た
2
つ
の
グ
ル
ー
プ
だ
と

伝
え
る
と
、
よ
う
や
く
A
さ
ん
は
「
ス
リ
ラ

ン
カ
人
の
た
め
な
ら
ば
」
と
言
っ
て
、
協
力

を
承
諾
し
て
く
れ
た
。
後
に
わ
か
っ
た
こ
と

だ
が
、
彼
は
自
分
が
持
つ
農
業
の
知
識
を
ス

リ
ラ
ン
カ
の
人
々
に
還
元
し
た
い
と
い
う
思

い
の
持
ち
主
だ
っ
た
。

他
農
家
へ
の
普
及
の
動
き
も

 　

イ
チ
ゴ
栽
培
の
普
及
活
動
で
は
、
配
属
先

の
農
業
普
及
員
の
1
人
（
B
さ
ん
／
女
性
）

が
パ
ー
ト
ナ
ー
役
を
引
き
受
け
て
く
れ
た
。

岸
野
さ
ん
は
B
さ
ん
と
共
に
A
さ
ん
の
農
園

に
通
い
、
ス
リ
ラ
ン
カ
で
育
つ
イ
チ
ゴ
の
種

類
や
、
そ
れ
ら
の
栽
培
方
法
を
教
わ
っ
て
い

っ
た
。
ま
た
、
岸
野
さ
ん
が
勉
強
が
て
ら
自

宅
で
栽
培
し
て
い
た
イ
チ
ゴ
の
様
子
を
A
さ

ん
に
見
に
来
て
も
ら
い
、
水
や
肥
料
の
や
り

方
な
ど
に
つ
い
て
具
体
的
な
ア
ド
バ
イ
ス
を

も
ら
う
こ
と
も
あ
っ
た
。
そ
ん
な
師
弟
関
係

を
続
け
る
う
ち
に
、
や
が
て
互
い
の
関
係
は

A
さ
ん
の
家
で
夕
飯
を
ご
馳
走
に
な
る
よ
う

な
も
の
へ
と
深
ま
っ
て
い
っ
た
。

　

A
さ
ん
か
ら
得
た
知
識
を
土
台
に
、
岸
野

さ
ん
が
B
さ
ん
と
共
に
農
家
へ
の
技
術
指
導

を
開
始
し
た
の
は
、
農
家
グ
ル
ー
プ
を
立
ち

上
げ
て
か
ら
2
カ
月
ほ
ど
経
っ
た
こ
ろ
だ
。

年
間
を
通
し
て
収
穫
で
き
る
品
種
を
選
び
、

そ
の
苗
を
各
農
家
に
50
本
ず
つ
配
布
。
そ
の

段
階
で
ま
ず
は
、
栽
培
方
法
を
伝
え
る
1
回

目
の
講
習
を
実
施
し
た
。
そ
の
後
、
巡
回
指

導
を
重
ね
た
う
え
で
、
収
穫
が
近
づ
い
た
こ

ろ
に
ふ
た
た
び
講
習
を
行
い
、
育
て
方
の
軌

道
修
正
を
促
し
た
。

　

収
穫
し
た
イ
チ
ゴ
は
当
初
、
グ
ル
ー
プ
で

ま
と
め
て
街
中
の
ス
ー
パ
ー
に
持
ち
込
ん

だ
。
し
か
し
、
パ
ッ
キ
ン
グ
や
納
品
の
手
間

が
か
か
る
う
え
、
あ
る
程
度
ま
と
ま
っ
た
量

で
な
い
と
買
い
取
っ
て
も
ら
え
な
い
と
い
う

不
自
由
さ
が
あ
る
こ
と
か
ら
、そ
の
後
、グ
ル

ー
プ
の
メ
ン
バ
ー
は
自
力
で
他
の
販
路
を
模

索
。
ジ
ャ
ム
製
造
会
社
を
見
つ
け
出
す
こ
と

よ
う
と
決
め
た
の
は
、
着
任
し
て
3
〜
4
カ

月
の
時
期
。
任
地
と
そ
の
周
辺
は
標
高
が
高

く
、冷
涼
な
気
候
の
た
め
、国
内
の
他
地
域
で

は
育
た
な
い
農
作
物
が
育
つ
。
そ
の
ひ
と
つ

が
イ
チ
ゴ
で
、
バ
ド
ゥ
ッ
ラ
県
の
隣
県
に
は

イ
チ
ゴ
を
生
産
す
る
会
社
も
存
在
し
た
。
そ

こ
の
商
品
が
街
中
の
ス
ー
パ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト

で
売
ら
れ
て
い
た
が
、
希
少
農
産
物
の
位
置

付
け
で
あ
り
、
キ
ロ
単
価
で
比
較
す
る
と
他

の
農
産
物
よ
り
小
売
価
格
が
高
か
っ
た
。
ま

た
、県
内
に
は
国
内
有
数
の
観
光
地
が
あ
り
、

そ
こ
の
市
場
で
の
潜
在
的
な
需
要
は
大
き
い

　

岸
野
さ
ん
の
配
属
先
は
、
ウ
バ
州
政
府
農

業
局
の
地
域
事
務
所
。
そ
の
管
轄
地
、
バ
ド

ゥ
ッ
ラ
県
バ
ン
ダ
ー
ラ
ウ
ェ
ラ
の
零
細
農
家

を
対
象
に
、
収
入
向
上
に
つ
な
が
る
よ
う
な

新
た
な
農
産
物
の
栽
培
を
促
す
こ
と
が
、
メ

イ
ン
の
活
動
だ
っ
た
。
そ
の
ひ
と
つ
が
「
イ

チ
ゴ
」。
農
家
グ
ル
ー
プ
を
新
た
に
立
ち
上

げ
、
ビ
ニ
ー
ル
製
植
木
鉢
で
育
て
る
方
法
を

伝
え
た
。
植
木
鉢
で
の
栽
培
を
選
択
し
た
の

は
、
広
い
畑
を
持
た
な
い
零
細
農
家
で
も
実

践
可
能
な
方
法
だ
か
ら
だ
。

　

紹
介
す
る
新
た
な
農
産
物
を
イ
チ
ゴ
に
し

と
推
測
さ
れ
た
。
さ
ら
に
、
イ
チ
ゴ
は
苗
を

植
え
て
か
ら
収
穫
ま
で
の
期
間
が
約
6
カ
月

と
短
い
た
め
、
岸
野
さ
ん
の
任
期
中
に
幾
度

も
収
穫
に
立
ち
会
う
こ
と
が
可
能
。
以
上
の

よ
う
な
事
情
を
勘
案
し
て
選
択
し
た
の
が
イ

チ
ゴ
だ
っ
た
。

「
イ
チ
ゴ
を
や
り
ま
す
」
と
発
信

　

岸
野
さ
ん
の
日
本
で
の
仕
事
は
市
役
所
の

行
政
職
。
農
業
全
般
に
つ
い
て
知
識
や
経
験

は
持
ち
合
わ
せ
て
は
い
な
か
っ
た
。
一
方
、

農
家
へ
の
技
術
指
導
を
担
当
し
て
い
る
配
属

先
の
「
農
業
普
及
員
」
の
な
か
に
も
、
イ
チ

ゴ
栽
培
の
知
識
を
持
っ
て
い
る
人
は
い
な
か

っ
た
。
そ
の
た
め
、
岸
野
さ
ん
は
普
及
に
向

け
て
一
か
ら
イ
チ
ゴ
栽
培
の
勉
強
を
し
な
け

れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
。

　

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
の
情
報
収
集
を
始
め

は
し
た
が
、い
ざ
実
践
に
移
れ
ば
、対
応
し
き

れ
な
い
問
題
が
か
な
ら
ず
出
て
く
る
は
ず
。

し
か
し
、そ
う
し
た
問
題
も
、隣
県
の
イ
チ
ゴ

生
産
会
社
に
指
導
を
仰
げ
ば
な
ん
と
か
な
る

だ
ろ
う
と
考
え
、
岸
野
さ
ん
は
栽
培
技
術
の

勉
強
と
並
行
し
て
、
活
動
対
象
と
す
る
農
家

グ
ル
ー
プ
の
立
ち
上
げ
も
実
施
。
配
属
先
の

農
業
普
及
員
な
ど
の
推
薦
を
も
と
に
、
2
つ

の
グ
ル
ー
プ
が
結
成
さ
れ
た
の
は
、
着
任
か

ら
5
カ
月
ほ
ど
の
時
期
だ
。

　

対
象
グ
ル
ー
プ
が
立
ち
上
が
っ
た
時
点

で
、
イ
チ
ゴ
栽
培
に
関
す
る
岸
野
さ
ん
の
知

識
は
ま
だ
心
も
と
な
い
状
態
だ
っ
た
。
そ
こ

で
、
隣
県
の
イ
チ
ゴ
生
産
会
社
に
教
え
を
乞

お
う
と
飛
び
込
み
で
訪
問
。
し
か
し
、「
特
許

技
術
が
あ
る
か
ら
」
と
い
う
理
由
で
門
前
払

に
成
功
し
、
そ
こ
が
農
家
を
1
軒
1
軒
回
っ

て
買
い
取
っ
て
く
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
そ

ち
ら
の
買
い
取
り
価
格
は
ス
ー
パ
ー
へ
の
卸

売
よ
り
低
か
っ
た
が
、
形
が
い
び
つ
な
も
の

で
も
ジ
ャ
ム
の
原
材
料
と
し
て
な
ら
問
題
な

い
こ
と
か
ら
、
や
が
て
販
路
は
ジ
ャ
ム
製
造

会
社
に
一
本
化
。
岸
野
さ
ん
の
任
期
終
了
時

に
は
、
平
均
す
る
と
1
軒
の
農
家
が
月
に

1
0
0
0
〜
2
0
0
0
円
の
副
収
入
を
得
る

こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
。

　

任
期
の
終
盤
、
活
動
対
象
と
し
た
農
家
以

外
に
も
イ
チ
ゴ
栽
培
を
普
及
さ
せ
る
た
め
、

配
属
先
に
所
属
す
る
B
さ
ん
以
外
の
農
業
普

及
員
十
数
人
を
対
象
と
し
た
イ
チ
ゴ
栽
培
の

研
修
も
実
施
し
た
。
そ
こ
で
も
A
さ
ん
は
全

面
的
に
協
力
。
研
修
場
所
と
し
て
自
身
の
農

園
を
使
わ
せ
て
く
れ
た
ほ
か
、
B
さ
ん
と
共

に
講
師
役
も
担
っ
て
く
れ
た
の
だ
っ
た
。

岸野さん基礎情報

■ PROFILE
1989年生まれ、東京都出身。大学卒業後、
都内の市役所に3年間勤務。2016年7月、協
力隊員としてスリランカに赴任（現職参加）。18
年3月に帰国し、復職。

■ 活動概要
ウバ州政府農業局の地域事務所（バドゥッラ県バ
ンダーラウェラ）に配属され、地域の農家を対象
とした主に以下の活動に従事。
●収入向上を目的としたイチゴ栽培の支援
●収入向上を目的としたキノコ栽培の支援
●可食野菜による家庭菜園を普及させるプログラ
ムの支援
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零
細
農
家
の
収
入
向
上
を
目
的
に
、
イ
チ
ゴ
栽
培
の
普
及
に
取
り
組
ん
だ
岸
野

さ
ん
。
自
身
に
も
同
僚
に
も
そ
の
栽
培
方
法
の
知
識
や
経
験
が
な
か
っ
た
な
か
、

師
匠
と
な
っ
て
く
れ
た
の
は
、
現
地
で
大
規
模
な
イ
チ
ゴ
農
園
を
経
営
す
る
篤

志
な
人
物
だ
っ
た
。

現
地
の
篤と

く

農の
う

家か

が

イ
チ
ゴ
の
栽
培
技
術
を
伝
授

1

1 Aさん（奥中央）の農園で行った農業普
及員を対象とするイチゴ栽培の研修。奥
右が講師を務めたBさん

2 活動対象の農家が収穫したイチゴ。見栄
えが悪いものも多かったが、ジャムの原材
料としてコンスタントに買い取ってもらえる
ようになった

3 岸野さんは、当初活動対象とした農家グ
ループ以外に、女性グループへのイチゴ
栽培の紹介も行った 2 3

同業者との協働

外部人材との協働特集 2



「協働の可能性」を常に意識！
新たな出会いがあったら、まずは「この人と一
緒に何かできないか？」と考える。この習慣は
大切だと思います。というのも、私はAさんと出
会ってから協働を発想するまでにタイムラグが
あったため、「もっと早くから協働していれば、
もっと活動が広がったのに」という思いが残っ
たからです。

CASE 3

同業者との協働

教
育
行
政
機
関
に
配
属
さ
れ
、
栄
養
に
関
す
る
課
題
の
解
決
支
援
に
取
り
組
ん

だ
杉
浦
さ
ん
。
同
じ
任
地
の
病
院
で
活
動
し
て
い
た
他
国
か
ら
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
の
橋
渡
し
に
よ
り
、
細
か
な
調
整
が
必
要
な
保
健
行
政
機
関
の
施
設
で
活
動

を
展
開
す
る
こ
と
が
叶
っ
た
。

他
国
か
ら
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と

妊
婦
対
象
の
講
習
会
を
実
施

CASE 4

杉浦さんからの
メッセージ

「
メ
ニ
ュ
ー
づ
く
り
」「
食
材
調
達
」「
衛
生

管
理
」
な
ど
軽
食
づ
く
り
に
必
要
な
一
般
的

知
識
の
伝
授
な
ど
も
行
っ
た
。こ
の
活
動
も
、

基
本
的
に
単
独
で
の
実
施
だ
っ
た
。

新
た
な
活
動
場
所
を
獲
得

　

以
上
の
よ
う
に
「
小
学
校
」
を
舞
台
と
し

た
活
動
が
柱
の
ひ
と
つ
だ
っ
た
杉
浦
さ
ん
だ

が
、
当
初
か
ら
小
学
校
以
外
の
場
で
活
動
す

る
チ
ャ
ン
ス
も
模
索
。
手
探
り
で
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
や
医
療
施
設
に
足
を
伸
ば
す
な
ど
し

て
、情
報
収
集
に
努
め
た
。
そ
う
し
て
、次
第

に
活
動
パ
ー
ト
ナ
ー
と
な
る
人
や
団
体
と
の

つ
な
が
り
が
配
属
先
外
に
生
ま
れ
て
い
っ
た

が
、
な
か
で
も
重
要
な
パ
ー
ト
ナ
ー
と
な
っ

た
の
は
、
同
市
で
活
動
す
る
米
国
平
和
部
隊

の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
（
以
下
、A
さ
ん
）
だ
。
彼

女
と
タ
ッ
グ
を
組
ん
だ
こ
と
で
、
任
期
の
終

盤
、
活
動
に
新
機
軸
が
加
わ
っ
た
。
市
内
の

農
村
部
10
カ
所
に
あ
る
保
健
所
支
所
を
回

り
、
地
域
の
妊
婦
を
対
象
に
保
健
に
関
す
る

講
習
会
を
実
施
す
る
活
動
で
あ
る
。

　

A
さ
ん
の
配
属
先
は
、
ホ
ヤ
バ
フ
市
保
健

所
に
隣
接
す
る
病
院
。
医
療
の
専
門
性
は
持

っ
て
い
な
か
っ
た
が
、
着
任
前
の
研
修
で
学

ん
だ
ノ
ウ
ハ
ウ
を
使
っ
て
母
子
保
健
分
野
の

啓
発
活
動
を
行
っ
て
い
た
。
杉
浦
さ
ん
は
保

健
所
を
訪
問
し
た
際
に
A
さ
ん
と
出
会
う

と
、
同
じ
外
国
人
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
い
う
こ

と
で
す
ぐ
に
意
気
投
合
し
た
。

　

杉
浦
さ
ん
が
「
地
域
の
女
性
に
向
け
て
栄

養
に
関
す
る
講
習
を
し
て
み
た
い
」
と
A
さ

ん
に
相
談
し
た
の
は
、
出
会
い
か
ら
し
ば
ら

く
経
っ
た
こ
ろ
。
A
さ
ん
に
も
同
じ
希
望
が

あ
っ
た
こ
と
か
ら
、
協
働
で
講
習
会
を
開
催

す
る
こ
と
と
な
っ
た
の
だ
っ
た
。

　

1
回
の
講
習
会
は
2
〜
3
時
間
。
講
師
役

は
得
意
分
野
に
応
じ
て
2
人
で
分
担
。
A
さ

ん
が
「
家
族
計
画
」
や
「
出
産
時
の
リ
ス
ク
」

な
ど
に
関
す
る
講
習
を
担
当
し
、
杉
浦
さ
ん

は
「
妊
婦
が
摂
る
べ
き
栄
養
」
や
「
離
乳
食
」

な
ど
に
関
す
る
講
習
を
担
当
し
た
。
A
さ
ん

が
講
習
を
担
当
し
た
テ
ー
マ
は
、
彼
女
が
病

院
や
保
健
所
で
普
段
か
ら
講
習
を
行
っ
て
い

る
も
の
だ
っ
た
。

保
健
所
と
の
間
の
橋
渡
し

　

A
さ
ん
と
協
働
す
る
こ
と
に
は
さ
ま
ざ
ま

な
メ
リ
ッ
ト
が
あ
っ
た
。
そ
の
ひ
と
つ
は
、

受
講
者
に
と
っ
て
「
費
用
対
効
果
」
が
高
い

講
習
会
と
な
っ
た
点
だ
。
保
健
所
支
所
に
何

度
も
足
を
運
ぶ
こ
と
は
妊
婦
に
と
っ
て
負
担

だ
が
、
杉
浦
さ
ん
と
A
さ
ん
が
協
働
し
た
こ

と
に
よ
り
、
1
回
の
講
習
会
で
よ
り
多
く
の

情
報
が
得
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

　

も
う
ひ
と
つ
の
メ
リ
ッ
ト
は
、
講
習
会
の

「
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
」
に
関
す
る
も
の
で
あ
る
。

教
育
行
政
機
関
に
配
属
さ
れ
て
い
る
杉
浦
さ

ん
に
と
っ
て
、
保
健
所
支
所
や
そ
れ
を
管
轄

す
る
保
健
所
は
「
未
知
の
世
界
」。
保
健
所
支

所
で
活
動
す
る
こ
と
に
つ
い
て
、
杉
浦
さ
ん

が
単
独
で
保
健
所
に
打
診
し
た
こ
と
も
あ
っ

た
が
、返
事
は
良
い
も
の
の
、実
行
に
移
し
て

も
ら
え
な
っ
た
。
一
方
、
病
院
に
配
属
さ
れ

て
い
る
A
さ
ん
は
、
保
健
所
と
の
つ
な
が
り

が
強
か
っ
た
。
そ
の
た
め
、
こ
の
活
動
で
は
、

講
習
会
の
開
催
日
や
受
講
者
集
め
な
ど
に
関

す
る
保
健
所
支
所
と
の
間
の
調
整
を
、
A
さ

「
自
由
に
や
っ
て
く
だ
さ
い
」と
放
任
の
ス
タ

ン
ス
。
学
区
事
務
所
に
は
栄
養
士
も
い
な
か

っ
た
た
め
、
杉
浦
さ
ん
は
当
初
か
ら
独
力
で

活
動
を
つ
く
り
、
実
践
し
て
い
か
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
状
況
だ
っ
た
。

　

要
請
書
に
は
、「
ホ
ヤ
バ
フ
市
で
は
子
ど

も
た
ち
の
栄
養
が
不
足
し
て
い
る
」
と
い
う

情
報
が
記
載
さ
れ
て
い
た
。
し
か
し
、
着
任

し
て
み
る
と
、
そ
れ
を
示
す
デ
ー
タ
が
見
当

た
ら
な
い
。
そ
こ
で
ま
ず
、
杉
浦
さ
ん
は
小

学
校
に
お
け
る
栄
養
の
課
題
を
見
極
め
る
た

め
、
自
身
の
担
当
校
だ
と
配
属
先
に
指
定
さ

　

杉
浦
さ
ん
の
配
属
先
は
、
グ
ア
テ
マ
ラ
教

育
省
の
地
方
出
先
機
関
で
あ
る
キ
チ
ェ
県
教

育
事
務
所
。
求
め
ら
れ
て
い
た
活
動
は
、
同

県
ホ
ヤ
バ
フ
市
を
管
轄
す
る
学
区
事
務
所
を

拠
点
に
、
同
市
内
の
小
学
校
や
コ
ミ
ュ
ニ
テ

ィ
で
栄
養
に
関
す
る
課
題
の
解
決
を
支
援
す

る
こ
と
だ
っ
た
。

　

教
員
や
学
校
の
管
理
を
し
て
い
る
「
学
区

調
整
員
」
が
杉
浦
さ
ん
の
カ
ウ
ン
タ
ー
パ
ー

ト
だ
っ
た
が
、
教
育
技
官
で
あ
る
彼
ら
に
は

栄
養
に
関
す
る
専
門
性
は
な
く
、
優
し
く
接

し
て
は
く
れ
る
も
の
の
、
活
動
に
つ
い
て
は

れ
た
小
学
校
13
校
で
身
体
測
定
を
実
施
。
さ

ら
に
そ
の
一
部
の
学
校
で
は
、
児
童
を
対
象

に
栄
養
に
関
す
る
知
識
を
問
う
テ
ス
ト
も
行

っ
た
。
そ
の
結
果
、
た
し
か
に
「
や
せ
気
味
」

の
児
童
が
多
い
一
方
、「
肥
満
気
味
」
の
児
童

も
い
る
こ
と
、
児
童
に
は
栄
養
バ
ラ
ン
ス
に

関
す
る
基
本
的
な
知
識
が
ほ
と
ん
ど
な
い
こ

と
な
ど
が
わ
か
っ
た
。

　

こ
の
調
査
を
踏
ま
え
、
杉
浦
さ
ん
が
任
期

前
半
の
メ
イ
ン
の
活
動
と
し
た
の
は
、
担
当

の
13
校
を
巡
回
し
、
4
〜
6
年
生
の
ク
ラ
ス

で
食
育
の
授
業
を
行
う
こ
と
だ
。
単
独
で
の

実
施
で
あ
る
。

　

グ
ア
テ
マ
ラ
の
公
立
小
学
校
は
午
前
中
で

授
業
が
終
わ
る
た
め
、「
給
食
」
は
な
い
が
、

中
休
み
に
「
軽
食
」
が
出
さ
れ
る
。
児
童
の

栄
養
改
善
を
目
的
と
し
た
制
度
だ
。
杉
浦
さ

ん
は
任
期
の
後
半
に
入
る
と
、こ
の
「
軽
食
」

の
改
善
に
活
動
の
軸
足
を
移
し
た
。
予
算
が

倍
増
さ
れ
た
こ
と
を
受
け
て
の
こ
と
だ
。

　

各
校
に
栄
養
士
や
調
理
師
は
置
か
れ
て
お

ら
ず
、「
軽
食
」は
教
員
が
メ
ニ
ュ
ー
を
考
え
、

教
員
や
保
護
者
が
調
理
を
す
る
。そ
の
た
め
、

杉
浦
さ
ん
が
着
任
し
た
当
時
、
栄
養
バ
ラ
ン

ス
の
面
で
課
題
が
あ
っ
た
。
ホ
ヤ
バ
フ
市
の

小
学
校
で
一
般
的
だ
っ
た
メ
ニ
ュ
ー
は
、
ト

ウ
モ
ロ
コ
シ
な
ど
の
穀
物
を
原
材
料
と
す
る

粉
末
を
牛
乳
に
溶
か
し
た
だ
け
の
も
の
が
主

流
だ
っ
た
の
だ
。
そ
う
し
た
な
か
で
杉
浦
さ

ん
が
取
り
組
ん
だ
の
は
、
ビ
タ
ミ
ン
や
タ
ン

パ
ク
質
が
摂
れ
る
よ
う
な
バ
ラ
エ
テ
ィ
ー
に

富
ん
だ
メ
ニ
ュ
ー
の
導
入
を
支
援
す
る
こ

と
。
具
体
的
に
は
、
担
当
校
の
教
員
や
調
理

担
当
の
保
護
者
を
対
象
に
、
新
規
メ
ニ
ュ
ー

の
提
案
や
そ
の
調
理
法
の
指
導
、
さ
ら
に
は

ん
が
一
手
に
担
っ
て
く
れ
た
。
言
わ
ば
、
A

さ
ん
に
相
乗
り
す
る
形
で
、
杉
浦
さ
ん
の
新

た
な
活
動
が
生
ま
れ
た
の
だ
っ
た
。

　

協
働
の
活
動
だ
っ
た
こ
と
は
、
保
健
所
側

の
協
力
姿
勢
に
も
影
響
が
あ
っ
た
。「
外
国

人
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
2
人
が
そ
ろ
っ
て
行
く
な

ら
」
と
、
行
き
帰
り
に
使
う
車
を
用
意
し
て

く
れ
た
ほ
か
、
保
健
所
支
所
の
看
護
師
た
ち

も
、妊
婦
へ
の
参
加
の
呼
び
か
け
や
、講
習
で

の
現
地
語
へ
の
通
訳
な
ど
を
請
け
負
っ
て
く

れ
た
の
だ
。

　

講
習
会
の
後
、
開
催
し
た
保
健
所
支
所
の

看
護
師
か
ら
「
今
後
、
同
様
の
講
習
会
を
自

分
た
ち
で
続
け
て
い
き
た
い
の
で
、
使
っ
た

教
材
を
残
し
て
い
っ
て
ほ
し
い
」
と
要
望
さ

れ
る
こ
と
も
あ
り
、
杉
浦
さ
ん
と
A
さ
ん
の

活
動
は
一
過
性
で
終
わ
ら
な
い
も
の
と
な
っ

た
。

杉浦さん基礎情報

■ PROFILE
1983年生まれ、愛知県出身。病院と保健所に
計8年間、栄養士として勤務した後、2016年6
月に協力隊員としてグアテマラに赴任。18年6月
に帰国。

■ 活動概要
キチェ県教育事務所に配属され、主に以下の活
動に従事。
●小学生を対象とした身体測定、栄養知識テス
ト、食育授業、学校菜園の実施
●小学校で配給される軽食の改善支援
●妊婦を対象とした健康に関する講習会の実施

（米国平和部隊ボランティアとの協働）
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1

1 米国平和部隊のボランティア（奥の右か
ら2人目）と共に妊婦対象の講習会を行う
杉浦さん（奥の右端）

2 同じ講習会で、ニンジンなどの野菜を使っ
て実際に離乳食のサンプルをつくり、年齢
ごとにどの程度の硬さや大きさが適切かを
伝える杉浦さん（手前右）

3 小学校教員を対象にした「軽食づくり」
に関する講習会で、栄養バランスの良いメ
ニューの例を紹介する杉浦さん（右）。現
地の人たちには「野菜嫌い」の傾向があっ
たが、軽く揚げたり、酢を効かせたりして食
べやすくしたものは好評だった 2 3

他国ボランティア
との協働

外部人材との協働特集 2



着
任
直
後
に
学
校
の
重
点
目
標
の
作
成

を
依
頼
さ
れ
、つ
く
っ
た
も
の
の
…
…

 

文
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実際の結果

完成はしたもの
の、内容が学校に
そぐわず参考にな
らなかった。

立てた目標

学校の重点目標と
各学年の到達目
標を作成し、参考
にしてもらう。

　

主
な
活
動
先
で
あ
る
サ
ン
タ
ク
ル
ス
日
本
語

普
及
学
校
の
授
業
見
学
を
始
め
て
1
カ
月
が
経

っ
た
と
き
、
当
時
の
カ
ウ
ン
タ
ー
パ
ー
ト
だ
っ

た
校
長
か
ら
各
学
年
の
到
達
目
標
と
学
校
の
重

点
目
標
を
変
え
て
ほ
し
い
と
言
わ
れ
ま
し
た
。

重
点
目
標
が
25
年
間
変
わ
っ
て
お
ら
ず
、
毎
週

土
曜
日
だ
け
の
授
業
で
夏
期
講
習
も
や
め
て
し

ま
っ
た
今
の
子
ど
も
た
ち
の
日
本
語
力
に
は
、

合
っ
て
い
な
い
か
ら
と
い
う
理
由
で
し
た
。

　

で
き
れ
ば
3
カ
月
後
の
新
学
期
か
ら
配
布
し

た
い
と
い
う
校
長
の
希
望
に
、「
私
に
で
き
る
こ

と
な
ら
！
」
と
勢
い
勇
ん
で
引
き
受
け
、学
年
ご

と
に
文
章
で
短
く
書
い
て
あ
っ
た
だ
け
の
到
達

目
標
を
表
に
し
て
、「
聞
く
・
話
す
・
読
む
・
書
く
」

の
4
技
能
別
の
目
標
に
加
え
、
学
習
語
彙
や
文

法
、
使
用
教
材
な
ど
も
見
や
す
く
改
善
し
ま
し

た
。
学
校
全
体
の
目
標
を
今
ま
で
つ
く
っ
た
こ

と
が
な
か
っ
た
の
で
、
小
学
校
教
育
の
同
期
に

頼
ん
で
他
校
の
要
覧
な
ど
を
見
せ
て
も
ら
い
、

他
の
先
生
た
ち
に
担
当
ク
ラ
ス
の
学
力
な
ど
を

聞
き
、
日
本
の
教
育
指
導
要
領
な
ど
も
参
考
に

し
ま
し
た
。
や
っ
と
で
き
あ
が
っ
た
と
き
、自
分

で
は
「
け
っ
こ
う
い
い
の
が
で
き
た
じ
ゃ
な
い

の
～
！
」
と
大
満
足
で
し
た
。
校
長
に
見
せ
た

ら
本
当
に
喜
ん
で
く
れ
て
、「
素
晴
ら
し
い
」
と

お
っ
し
ゃ
っ
て
く
れ
ま
し
た
。
そ
し
て
ウ
キ
ウ

　私も配属当初、現地の事情を十分に理解しないまま新し
いことを始めようとして失敗したことがあります。日本人教
師は母語話者であっても、配属先での仕事に関しては「新人」
です。そのことを理解して、CPや同僚教師に、配属先の事
や日本語教育事情などを教えてもらい積極的にコミュニケ
ーションを取ることで活動がスムーズになりました。現地の
ことは現地の先生がよくわかっています。ひとりで何かしよ
うとするのではなく、活動にかかわる多くの人に意見をもら
い、一緒に考えていくことでよい活動ができると思います。

　私の場合も、着任後すぐは気負いもあり、教員のレベルア
ップとして大学の講義のようなことをしていました。誰も批
判しないので、疑問も持たずにいましたが、実際に望まれて
いたのは、多くの人たちに日本語学習の楽しさを知ってもら
うことでした。その後は、オリジナルの着ぐるみを製作し、自
らも着て、講演会などに軸足を移していきました。要請を出
す幹部と、実際に仕事を共にする同僚たちの考え方が異な
ることもあります。最初は時間をかけて、現場で何が望まれ
ているかじっくりと観察することも必要と思われます。

文＝協力隊経験者
● アジア・日本語教育・2014年度派遣
● 取り組んだ活動
公立高校で第一外国語として日本語を学ぶ生徒に指導を行った。普段
の授業だけでなく、日本や日本文化への理解が進むようにと、スピーチ大
会などのイベントの企画や運営にも取り組んだ。

文＝協力隊経験者
● SV・日本語教育・2015年度派遣
● 取り組んだ活動
日系人協会に所属し、日本語の普及とレベル向上を目指し、日本語教育
や教科書や教材の研究などを行った。

まずは配属先を知ることが重要現場で望まれていることをじっくりと観察

門之園さん（後列右端）が担当していた最上級生の卒業式の写真

キ
し
な
が
ら
コ
ピ
ー
を
し
て
、先
生
た
ち
に
「
来

年
か
ら
こ
れ
を
参
考
に
し
て
く
だ
さ
い
ね
～
」

と
配
り
、
先
生
た
ち
が
い
つ
で
も
見
ら
れ
る
場

所
に
置
か
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　

と
こ
ろ
が
、
新
学
期
が
始
ま
り
職
員
室
を
見

ま
わ
し
て
み
て
も
、
重
点
目
標
を
見
て
い
る
先

生
は
ひ
と
り
も
い
ま
せ
ん
。
そ
し
て
な
ん
と
、校

長
も
私
自
身
も
全
く
見
な
か
っ
た
の
で
す
。
先

生
た
ち
に
「
重
点
目
標
は
参
考
に
さ
れ
て
い
ま

す
か
？
」
と
質
問
し
て
回
り
ま
し
た
が
「
あ
…

…
う
ち
の
学
年
は
ま
だ
こ
こ
ま
で
進
ん
で
い
な

い
の
で
見
て
い
な
い
ん
で
す
。
す
み
ま
せ
ん
」と

言
わ
れ
ま
し
た
。
私
の
方
が
す
み
ま
せ
ん
と
い

う
気
持
ち
で
す
。
自
分
で
も
見
な
い
の
だ
か
ら

他
の
先
生
が
見
な
い
理
由
は
明
ら
か
で
す
。

　

立
派
な
目
標
を
掲
げ
ま
し
た
が
、
そ
れ
は
他

を
真
似
た
だ
け
で
、こ
の
学
校
の
、こ
の
子
た
ち

の
た
め
に
つ
く
ら
れ
た
目
標
で
は
な
か
っ
た
か

ら
で
す
。
実
際
の
授
業
や
日
系
社
会
の
行
事
の

練
習
・
準
備
、他
ク
ラ
ス
の
授
業
見
学
と
、学
校

で
過
ご
せ
ば
過
ご
す
ほ
ど
に
、
最
初
に
つ
く
っ

た
重
点
目
標
は
飾
り
物
の
よ
う
だ
な
と
、
感
じ

る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
結
局
、つ
く
り
直
す
こ

と
に
な
り
ま
し
た
が
、
今
で
も
最
初
に
つ
く
っ

た
重
点
目
標
は
持
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
失
敗
も

大
切
な
経
験
だ
と
思
う
か
ら
で
す
。

■  PROFILE
1981年生まれ、大阪府出身。京都外国語
大学の日本語学科を卒業後、タイのバンコ
クにある日本語学校に勤める。そこでタイ
マッサージの資格を取得。帰国後、日本や
オーストラリアでセラピストなどとして勤
務後、2016年 4月、日系社会青年ボラン
ティアに参加。2018年7月に帰国。

■  活動概要
ボリビアの日系社会子弟の日本語力向上
と日本語学校の活性化のため、以下の活
動を行う。
●毎週土曜日の日本語授業
●カリキュラムづくり
●校内研修や日本語教師合同研修会へ
の参加、企画
●日系社会の行事への参加など

事例整理

“失敗”から
 学ぶ＃167

他ボランティアの分析

隊員自身の振り返り
失敗した原因は、「時期尚早」「ひとり作業」に加え、先生た
ちに「JICAの人ってこんなことができるのか」と思ってもら
いたかった「見栄」があったことです。無理して外見ばかり
上出来な物をつくってしまいました。一方、この失敗があっ
たからこそ、学校の1年をしっかり経験してから、先生全員と
何度も職員会議を繰り返し、学校のカリキュラムを作成する
ことができました。「私ひとりではつくれない。だから、みん
なに助けてもらい、みんなでつくることが大切だ」と伝え続
けました。失敗したときは本当に落ち込みますが、この経験
があってよかったなと思える日が来ると思うので、活動中の
皆さんもがんばってください。

促進要因 阻害要因

内部 【隊員の強み（S）】
やる気と時間がある。

【隊員の弱み（W）】
着任直後で周囲の状況を
理解しきれていない。

外部
【環境の良い面（O）】
内容について、全面的に任
せてもらえた。

【環境の悪い面（T）】
校長も他の先生も忙しく、
手伝いを依頼できない。

【本事例の状況（SWOT分析）】

活動

作成に着手したが、隊員は「W」により学校につ
いて詳しくないうえ、新学期に間に合わせたい
と焦った。さらに、目標設定という学校にとって
大事なことを「T」により、一緒につくろうと言え
なかった。



Q 

試
み
た
解
決
策
は
？

　

と
に
か
く
日
本
人
で
あ
り
隊
員
で
あ
る

自
分
に
し
か
で
き
な
い
こ
と
は
何
か
を
考

え
ま
し
た
。
そ
の
中
で
一
番
力
を
入
れ
た
の

は
、
C
P
が
実
施
し
て
い
な
か
っ
た
生
徒
た

ち
の
実
習
の
フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
で
す
。
各
実

習
先
を
定
期
的
に
巡
回
し
、
生
徒
と
一
緒
に

厨
房
に
入
っ
て
問
題
点
が
あ
る
か
ど
う
か

調
査
し
ま
し
た
。
そ
し
て
、
オ
ー
ナ
ー
に
直

談
判
し
て
実
習
環
境
の
改
善
や
、
新
た
な
実

習
口
を
増
や
す
こ
と
な
ど
を
行
い
ま
し
た
。

靴
の
底
が
取
れ
る
ま
で
町
中
を
歩
き
回
っ

た
成
果
が
、
実
習
先
や
就
職
口
の
開
拓
に
つ

な
が
っ
た
の
だ
と
思
い
ま
す
。

Q 

同
職
種
の
後
輩
隊
員
に

　 

メ
ッ
セ
ー
ジ
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

実
は
、
私
も
配
属
先
の
学
校
の
生
徒
た
ち

の
よ
う
に
、
10
代
で
ド
ロ
ッ
プ
ア
ウ
ト
し
た

経
験
が
あ
り
ま
す
。
当
時
の
私
か
ら
す
れ
ば
、

モ
ロ
ッ
コ
で
同
じ
よ
う
な
境
遇
の
人
の
た
め

に
、
青
年
海
外
協
力
隊
員
と
し
て
活
動
し
て

い
る
と
は
夢
に
も
思
わ
な
い
で
し
ょ
う
!!　

ど
ん
な
経
験
も
、
無
駄
に
は
な
ら
な
い
と
思

い
ま
す
。

　

そ
れ
に
加
え
、
み
ん
な
で
食
事
を
す
る
こ

と
を
大
切
に
し
て
い
る
モ
ロ
ッ
コ
の
人
た
ち

の
温
か
さ
に
触
れ
ら
れ
た
の
は
、
と
て
も
貴

重
な
経
験
で
し
た
。
技
術
や
知
識
を
伝
え
る

こ
と
も
大
切
で
す
が
、
ま
ず
は
現
地
の
人
と

一
緒
に
テ
ー
ブ
ル
を
囲
み
、
食
事
を
楽
し
ん

で
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。

れ
ず
ひ
と
苦
労
し
ま
し
た
。

　
Q 
試
み
た
解
決
策
は
？

　

接
し
方
は
、
赴
任
先
の
先
生
・
生
徒
が
と

て
も
ウ
エ
ル
カ
ム
で
迎
え
て
く
れ
た
の
で
自

然
と
解
消
し
ま
し
た
。
手
技
は
、
最
初
に
私

が
生
徒
た
ち
に
マ
ッ
サ
ー
ジ
を
し
て
指
圧
を

知
っ
て
も
ら
う
こ
と
か
ら
開
始
。
そ
の
後
は
、

生
徒
が
私
に
マ
ッ
サ
ー
ジ
→
手
順
や
マ
ッ
サ

ー
ジ
を
し
て
い
る
場
所
・
姿
勢
が
正
し
い
か

チ
ェ
ッ
ク
→
間
違
っ
て
い
る
場
合
は
す
ぐ
に

私
が
生
徒
を
マ
ッ
サ
ー
ジ
→
そ
の
後
再
度
生

徒
が
私
に
マ
ッ
サ
ー
ジ
、
と
い
う
練
習
を
繰

り
返
し
ま
し
た
。
C
P
や
同
僚
が
素
晴
ら
し

い
マ
ッ
サ
ー
ジ
師
で
、
先
に
し
っ
か
り
と
技

術
を
理
解
し
て
く
れ
、
私
の
伝
え
ら
れ
な
い

こ
と
（
語
学
の
問
題
）を
生
徒
に
伝
え
て
く

れ
た
の
も
大
き
か
っ
た
と
思
い
ま
す
。

Q 

こ
の
職
種
の
や
り
が
い
を

　 

教
え
て
く
だ
さ
い
。

　

私
は
自
分
の
持
っ
て
い
る
知
識
や
技
術
を

伝
え
る
こ
と
で
治
療
家
が
誕
生
し
、
そ
の
治

療
家
た
ち
が
現
地
の
人
を
治
療
（
マ
ッ
サ
ー

ジ
）
す
る
こ
と
で
現
地
の
人
に
も
笑
顔
が
生

ま
れ
る
と
い
い
な
、と
思
い
協
力
隊
に
参
加
し

ま
し
た
。
現
状
、卒
業
で
き
て
も
全
員
が
働
き

口
を
見
つ
け
ら
れ
る
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

そ
れ
で
も
、「
家
族
に
マ
ッ
サ
ー
ジ
を
し
て
あ

げ
て
い
る
」「
治
療
院
を
オ
ー
プ
ン
し
た
」「
ス

パ
に
就
職
が
決
ま
っ
た
」
な
ど
、
少
し
ず
つ
で

良
い
の
で
社
会
へ
参
加
し
て
い
く
生
徒
が
増

え
て
い
っ
て
く
れ
る
と
嬉
し
い
で
す
。

Q 

メ
イ
ン
の
活
動
は
？

　

職
業
訓
練
校
に
通
う
生
徒
の
実
習
先
を
開

拓
す
る
た
め
、
町
中
の
飲
食
店
に
訪
問
し
て

い
ま
し
た
。
オ
ー
ナ
ー
や
料
理
人
と
知
り
合

う
中
で
、
日
本
食
の
ニ
ー
ズ
を
感
じ
る
機
会

が
多
く
、
そ
れ
が
生
徒
の
就
職
に
つ
な
が
る

の
で
は
と
思
う
よ
う
に
な
り
ま
し
た
が
、
当

初
は
資
金
不
足
の
た
め
に
学
校
で
日
本
食
の

授
業
は
断
念
し
て
い
ま
し
た
。

　

活
動
中
盤
、
よ
く
訪
問
し
て
い
た
ス
ー
パ

ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
で
、
お
寿
司
の
デ
モ
ン
ス
ト

レ
ー
シ
ョ
ン
の
依
頼
を
受
け
、
イ
ベ
ン
ト
を

行
い
ま
し
た
。
そ
こ
か
ら
つ
な
が
り
が
で
き
、

調
理
実
習
の
食
材
を
支
援
し
て
く
れ
る
こ
と

に
な
り
、
日
本
食
の
授
業
を
実
施
す
る
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。
料
理
手
順
を
写
真
に
納
め
、

ア
ラ
ビ
ア
語
と
フ
ラ
ン
ス
語
の
レ
シ
ピ
を
作

成
し
ま
し
た
。

Q 

活
動
の
最
大
の
困
難
は
？

　

一
番
頭
を
悩
ま
せ
た
の
は
、
カ
ウ
ン
タ
ー

パ
ー
ト
（
以
下
、
C
P
）
と
の
か
か
わ
り
で
し

た
。
初
代
と
い
う
こ
と
も
あ
り
、
配
属
先
も

隊
員
へ
の
対
応
に
慣
れ
て
い
な
か
っ
た
と
思

い
ま
す
。
C
P
と
毎
日
顔
を
合
わ
せ
、一
緒
に

居
る
時
間
が
長
く
な
る
ほ
ど
、
仕
事
へ
の
意

識
が
噛
み
合
わ
な
く
な
り
ま
し
た
。
活
動
中

盤
か
ら
は
少
し
距
離
を
置
き
、
個
人
で
協
力

者
を
集
め
る
方
向
に
シ
フ
ト
チ
ェ
ン
ジ
す
る

こ
と
に
し
ま
し
た
。
幸
い
に
も
、配
属
先
の
デ

ィ
レ
ク
タ
ー
は
い
つ
も
協
力
し
て
く
れ
た
の

で
と
て
も
心
強
か
っ
た
で
す
。

Q 

メ
イ
ン
の
活
動
は
？

　

職
業
訓
練
校
の
生
徒
た
ち
に
指
圧
・
あ
ん

摩
技
術
を
伝
え
る
と
い
う
活
動
が
主
で
し

た
。
派
遣
国
で
は
オ
イ
ル
マ
ッ
サ
ー
ジ
が
主

流
で
す
。
そ
れ
な
の
に
な
ぜ
指
圧
・
あ
ん
摩

の
指
導
が
必
要
か
と
い
う
と
、
現
地
で
は
断

水
や
停
電
が
多
い
か
ら
で
す
。
大
量
の
タ
オ

ル
を
使
い
、
洗
濯
が
必
要
な
オ
イ
ル
マ
ッ
サ

ー
ジ
よ
り
も
、
服
の
上
か
ら
施
術
で
き
る
指

圧
・
あ
ん
摩
と
い
っ
た「
手し

ゅ

技ぎ

」の
方
が
場
所

を
選
ば
ず
行
え
、
衛
生
面
で
も
安
心
で
す
。

オ
イ
ル
代
と
い
う
コ
ス
ト
も
か
か
り
ま
せ
ん
。

　

私
は
３
代
目
隊
員
で
、
す
で
に
あ
ん
摩
の

授
業
が
行
わ
れ
て
お
り
、あ
ん
摩
の
授
業
（
主

に
マ
ッ
サ
ー
ジ
の
手
順
）の
見
直
し
を
し
な

が
ら
指
圧
の
授
業
を
準
備
。
授
業
は
約
8
人

の
少
人
数
で
行
っ
て
お
り
、ま
ず
は
座
学
、そ

し
て
手
技
や
手
順
の
説
明
、
最
後
は
時
間
内

に
全
身
を
マ
ッ
サ
ー
ジ
す
る
、
と
い
う
過
程

で
進
め
て
い
き
ま
し
た
。

Q 

活
動
の
最
大
の
困
難
は
？

　

生
徒
の
年
齢
は
16
～
60
歳
と
幅
広
い
上

に
、弱
視
か
ら
全
盲
、目
が
不
自
由
に
な
っ
た

タ
イ
ミ
ン
グ
も
さ
ま
ざ
ま
で
し
た
。
日
本
で

も
目
の
不
自
由
な
方
と
接
す
る
機
会
が
ほ
と

ん
ど
な
か
っ
た
の
で
、
ま
ず
は
ど
う
接
す
れ

ば
良
い
の
か
考
え
ま
し
た
。
ま
た
、
赴
任
当

初
は
ス
ペ
イ
ン
語
力
が
不
足
し
て
い
る
う
え

「
見
て
真
似
し
て
！
」
と
い
う
こ
と
が
で
き
な

か
っ
た
の
で
、手
技
だ
け
で
な
く
自
分
の
マ
ッ

サ
ー
ジ
す
る
体
勢
や
、
患
者
に
ど
ん
な
姿
勢

を
と
っ
て
も
ら
え
ば
い
い
か
な
ど
を
伝
え
ら

職業訓練校で調理実習を行う露口さん（右端の手前）。露口さんは現在、隊員時代にお世話になった
日本食レストランに就職し、海外での日本食提供について勉強している

職業訓練校の生徒に指圧の技術を伝える楽間さん（右）。活動先について「先輩隊員の功績があり、
校長やCP、同僚が活動に協力的でとても恵まれた環境だった」と楽間さんは振り返る

※人数は、青年海外協力隊派遣実績、2018年9月30日現在。 ※人数は、青年海外協力隊派遣実績、2018年9月30日現在。

希少職 種図鑑派遣人数は少ないものの
いぶし銀の活躍をする

職種の事例をピックアップ

料理
#G238

鍼灸
マッサージ師

#H111

 

■  活動概要
モロッコのテトゥアンにある職業訓練校にて、15〜
30歳の学業を中退し、経済的に生活が困難な青年
を対象に、下記の活動を行う。
●料理・製菓の技術を指導
●レストラン、パティスリー、ホテルなどに出向き、
　実習先や就職口の開拓
●身近な食材で再現できる日本食レシピの作成など

■  活動概要
ホンジュラスの視覚障害者職業訓練校で生徒の自
立と社会参加を目的とし、以下の活動を行う。
●今までのカリキュラム （あん摩、オイルマッサージ）
　や手技の見直し
●指圧の技術・知識の伝達
●資料作成

■  PROFILE
1990年生まれ、三重県出身。2012年、奈良佐保短
期大学生活未来科食物栄養コースを卒業後、宝山
寺福祉事業団あすかの保育園に栄養士として入社。
3年間、給食調理や献立作成、食育活動などに従事
した。退社後、15年9月、協力隊に参加。17年9月
に帰国し、現在はカサブランカにある日本食レスト
ランILOLIに就職。

■  PROFILE
1989年生まれ、神奈川県出身。2011年湘南医療
福祉専門学校東洋療法本科を卒業。同年、鍼灸・
あん摩マッサージ指圧師の免許を取得し、整骨院
と妊活専門の鍼灸院に勤務。15年 3月、協力隊に
参加。17年 3月に帰国し、現在は都内の産婦人科
内の一室で、妊娠中、産後、婦人科疾患に悩む方
に対し、鍼灸やマッサージの治療を行っている。

話話

24ク ロ ス ロ ー ド  2 0 1 9 . 125 ク ロ ス ロ ー ド  2 0 1 9 . 1

派  遣  中	▶	9人

累　　計	▶	115人

分　　類	▶	人的資源

活  動  例	▶	職業訓練校での料理指導、日本

料理の紹介など

類似職種	▶	家政・生活改善、栄養士など

派  遣  中	▶	2人

累　　計	▶	48人

分　　類	▶	保健・医療

活  動  例	▶	視覚障害者の職業訓練校での

技術指導など

類似職種	▶	−
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片岡さんのプロフィール

福
岡
県
出
身
。

3
月
、
久
留
米
大
学
文
学
部
社

会
福
祉
学
科
卒
業
後
、
介
護
老

人
保
健
施
設
の
支
援
相
談
員
と

し
て
勤
務
。

3
月
、
青
年
海
外
協
力
隊
に

参
加
①

タ
イ
の
コ
ン
ケ
ン
高
齢
者
福
祉

開
発
セ
ン
タ
ー
に
て
ソ
ー
シ
ャ

ル
ワ
ー
カ
ー
と
し
て
活
動
。
来

所
高
齢
者
へ
の
体
操
や
脳
ト
レ

ー
ニ
ン
グ
な
ど
の
ア
ク
テ
ィ
ビ

テ
ィ
や
病
気
の
勉
強
会
の
実
施
、

高
齢
者
学
校
で
の
講
師
、
同
僚

の
家
庭
訪
問
や
病
院
訪
問
の
同

行
、
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
カ
ー
へ
の

助
言
、住
宅
改
修
の
ア
ド
バ
イ
ス

な
ど
を
行
っ
た
。

3
月
、帰
国
。

6
月
、就
職
②

ミ
ャ
ン
マ
ー
に
あ
る
日
本
の
介

護
会
社
と
ミ
ャ
ン
マ
ー
の
旅
行

会
社
の
合
弁
会
社
ポ
ー
ル
ス
タ

ー
・
カ
イ
ゴ
・
サ
ー
ビ
ス
の
現

地
ス
タ
ッ
フ
と
し
て
勤
務
。
教

育
事
業
を
担
当
し
、職
業
訓
練
校

の
開
所
に
携
わ
っ
て
い
る
。

19872015

　

介
護
老
人
保
健
施
設
で
支
援
相
談
員
と
し
て
、６

年
間
働
い
た
後
、
協
力
隊
に
参
加
し
た
片
岡
さ
ん
。

タ
イ
で
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
カ
ー
と
し
て
活
動
中
に
、

日
本
企
業
が
ミ
ャ
ン
マ
ー
初
の
介
護
職
業
訓
練
校
を

設
立
す
る
話
を
聞
き
、就
職
を
決
意
。現
在
は
、同
校

を
開
校
す
る
た
め
、ミ
ャ
ン
マ
ー
で
働
い
て
い
る
。

入
口
か
ら
出
口
ま
で
人
を
支
え
る

　　

福
祉
関
係
の
仕
事
に
携
わ
っ
て
い
た
父
と
祖
母
の

影
響
で
貧
困
問
題
に
興
味
を
持
っ
た
と
い
う
片
岡
さ

ん
。「
困
っ
て
い
る
状
態
か
ら
良
い
状
態
に
な
る
ま

で
、そ
の
人
に
か
か
わ
り
た
い
」
と
思
い
、福
祉
関
係

の
支
援
相
談
員
に
な
ろ
う
と
決
め
た
の
は
中
学
生
の

と
き
だ
。
高
校
生
に
な
り
協
力
隊
も
進
路
の
ひ
と
つ

と
考
え
た
際
、
要
請
書
を
見
て
社
会
福
祉
系
の
職
種

は
実
務
経
験
が
必
須
な
こ
と
を
知
る
。
そ
こ
で
、
大

学
に
進
学
し
、ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
カ
ー
の
資
格
を
取

得
。
卒
業
後
は
介
護
老
人
保
健
施
設
の
支
援
相
談
員

と
な
っ
て
、実
務
経
験
を
積
ん
で
い
っ
た
。

　

ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
カ
ー
は
、
支
援
を
必
要
と
す
る

人
や
そ
の
家
族
の
相
談
に
乗
り
、
利
用
で
き
る
社
会

福
祉
サ
ー
ビ
ス
を
伝
え
、
多
様
な
職
種
の
人
た
ち
を

つ
な
ぎ
、
困
り
ご
と
の
解
決
に
当
た
る
。
高
齢
化
が

進
ん
だ
今
の
日
本
に
は
欠
か
せ
な
い
仕
事
だ
。
片
岡

っ
て
暮
ら
し
て
い
た
。 

 

「
日
本
が
失
い
つ
つ
あ
る
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
力
や
人

と
の
つ
な
が
り
。
タ
イ
で
知
っ
た
地
域
全
体
で
地
域

を
見
守
る
シ
ス
テ
ム
を
、
日
本
で
つ
く
る
こ
と
が
で

き
な
い
か
と
思
い
始
め
ま
し
た
」

　

帰
国
し
た
ら
、そ
の
学
び
を
生
か
し
、困
っ
て
い
る

人
と
地
域
を
つ
な
ぐ
「
コ＊

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ソ
ー
シ
ャ
ル

ワ
ー
カ
ー
」
と
し
て
働
こ
う
と
思
っ
た
。一
方
で
、
専

門
分
野
で
あ
る
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
ク
を
伝
え
よ
う
と

意
気
込
ん
で
海
外
に
出
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
思
い

通
り
に
い
か
ず
、
未
熟
な
自
分
を
感
じ
、
や
り
残
し

た
気
持
ち
も
胸
の
中
に
残
っ
て
い
た
。

つ
な
が
り
が
生
む
、新
し
い
目
的

　

派
遣
中
、ミ
ャ
ン
マ
ー
で
介
護
事
業
を
展
開
す
る

日
本
の
企
業
の
話
を
聞
く
機
会
が
あ
り
、
そ
こ
で
現

さ
ん
は
、
施
設
に
6
年
間
勤
務
し
、
協
力
隊
へ
の
参

加
を
考
え
た
が
、日
本
で
必
要
な
仕
事
な
の
に
本
当

に
海
外
に
行
く
必
要
が
あ
る
の
か
、悩
ん
だ
と
い
う
。

 

「
今
、
日
本
に
は
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
カ
ー
が
約
３
万

人
い
ま
す
が
、
そ
の
中
か
ら
海
外
に
出
る
人
は
非
常

に
少
な
い
。
だ
か
ら
こ
そ
海
外
で
日
本
の
ソ
ー
シ
ャ

ル
ワ
ー
ク
を
伝
え
る
意
義
が
あ
る
と
思
い
ま
し
た
」

　

高
齢
者
福
祉
の
要
請
を
探
し
、
応
募
。
ソ
ー
シ
ャ

ル
ワ
ー
カ
ー
と
し
て
タ
イ
の
高
齢
者
施
設
へ
の
派
遣

が
決
ま
っ
た
。
活
動
先
は
、
高
齢
者
の
通
所
施
設
で
、

比
較
的
元
気
で
裕
福
な
高
齢
者
が
通
所
す
る
場
所
。

求
め
ら
れ
た
活
動
は
、
通
所
者
に
対
す
る
介
護
予
防

の
ア
ク
テ
ィ
ビ
テ
ィ
な
ど
が
多
く
、
自
身
が
取
り
組

み
た
か
っ
た
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
ク
に
関
連
す
る
活
動

が
少
な
い
こ
と
に
歯
が
ゆ
さ
を
感
じ
て
い
た
。
し
か

し
、配
属
先
の
ニ
ー
ズ
に
沿
う
た
め
、通
所
す
る
高
齢

者
の
た
め
に
で
き
る
こ
と
を
日
々
考
え
、
活
動
。
少

な
い
な
が
ら
、
現
地
の
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
カ
ー
に
同

行
し
、
国
営
の
介
護
施
設
へ
の
入
所
を
判
断
す
る
た

め
、病
院
訪
問
や
家
庭
訪
問
も
し
た
。

　

訪
問
を
し
て
知
っ
た
の
が
、
日
本
と
タ
イ
と
の
介

護
の
違
い
だ
。
タ
イ
も
日
本
と
同
じ
よ
う
に
核
家
族

化
は
進
ん
で
い
る
が
、
介
護
保
険
制
度
は
な
い
。
し

か
し
、近
所
に
困
っ
て
い
る
人
が
い
れ
ば
、一
緒
に
ご

飯
を
食
べ
た
り
、
泊
ま
り
に
行
っ
た
り
し
て
助
け
合

支
え
合
う
地
域
を
つ
く
る
た
め
に

勤
務
先
の
社
長
と
知
り
合
っ
た
。
高
齢
化
が
進
む
東

南
ア
ジ
ア
で
人
材
育
成
の
重
要
性
を
感
じ
て
い
た
こ

と
も
あ
り
興
味
を
も
っ
た
と
い
う
。

　

や
り
残
し
た
こ
と
を
ミ
ャ
ン
マ
ー
で
や
り
き
ろ
う

と
、帰
国
後
、現
勤
務
先
の
社
長
に
「
私
は
ソ
ー
シ
ャ

ル
ワ
ー
カ
ー
な
の
で
、介
護
全
般
の
仕
事
が
わ
か
る
。

タ
イ
で
活
動
し
た
経
験
も
あ
り
、
き
っ
と
役
立
つ
」

と
売
り
込
ん
だ
。そ
の
結
果
、日
本
と
ミ
ャ
ン
マ
ー
の

企
業
の
合
弁
会
社
が
介
護
職
業
訓
練
校
を
設
立
す
る

事
業
を
行
っ
て
お
り
、
そ
の
現
地
ス
タ
ッ
フ
と
し
て

雇
用
さ
れ
た
。同
校
は
、将
来
的
に
ミ
ャ
ン
マ
ー
で
も

必
要
と
さ
れ
る
高
齢
者
介
護
支
援
を
学
ぶ
学
校
で
、

卒
業
後
は
、
日
本
の
介
護
施
設
へ
の
就
職
も
斡
旋
。

そ
の
後
、ミ
ャ
ン
マ
ー
で
日
本
の
介
護
経
験
を
還
元

し
て
も
ら
う
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
る
。

　

現
在
は
、
設
立
準
備
の
た
め
、
役
所
へ
の
申
請
書

類
や
訓
練
に
必
要
な
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
の
作
成
に
取
り

組
ん
で
い
る
。
日
本
と
は
違
う
状
況
を
、
現
地
の
人

に
ど
う
伝
え
る
か
な
ど
、思
い
悩
む
こ
と
も
多
い
。

 「
ミ
ャ
ン
マ
ー
の
平
均
寿
命
は
、約
67
歳
。認
知
症
や

寝
た
き
り
の
高
齢
者
が
一
般
的
で
は
な
く
、
医
師
も

実
際
に
担
当
し
た
こ
と
が
な
い
と
言
い
ま
す
。ま
た
、

排
泄
介
助
も
オ
ム
ツ
が
高
価
で
一
般
的
で
は
な
い
。

周
知
さ
れ
て
い
な
い
こ
と
を
ど
う
伝
え
て
い
く
の
か

が
課
題
で
す
。
タ
イ
で
の
経
験
で
、
他
国
の
介
護
事

情
へ
の
知
識
が
あ
る
の
は
助
け
に
な
っ
て
い
ま
す
」

　

学
校
設
立
に
一
か
ら
か
か
わ
る
と
い
う
得
難
い
経

験
は
、今
後
の
糧
に
な
る
と
感
じ
て
い
る
。「
帰
国
し

た
ら
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
カ
ー
と
し
て
、

高
齢
者
だ
け
で
な
く
、
困
っ
た
人
の
生
活
が
少
し
で

も
良
く
な
る
こ
と
を
提
案
し
、
何
で
も
や
っ
て
み
た

い
。移
動
コ
ン
ビ
ニ
も
い
い
で
す
ね
」と
い
う
片
岡
さ

ん
。
ミ
ャ
ン
マ
ー
の
た
め
に
自
身
の
経
験
を
生
か
す

こ
と
が
、次
の
一
歩
に
つ
な
が
っ
て
い
く
。

1

2 協力隊に
参加

選択の理由

介護老人保健施設で、業務改善に取り
組み、大きな改善が見られたことで仕事
が一段落。いつか参加したいと思ってい
た協力隊への参加を決めた。
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ミャンマー
で働く

選択の理由

任国外旅行でミャンマーを訪れ、長年閉鎖
状態が続いていたとは思えないパワーを感
じた。若い人が多く、多様なメーカーの車
が走り、多くの人がスマホを持っている。「ア
ジア最後のフロンティア」と言われるこの国
に住みたい気持ちもあり、就職を決意。

※介護関連会社（さくらコミュニティサービス・笑顔いちばん）及び
　ミャンマー現地法人（ミャンマー・ポールスター・トラベル & ツアーズ）による合弁会社。

＊コミュニティソーシャルワーカー…地域において、支援を必要とする人の生活を見守り、万が一のときの早期発見につながるよう地域の人同士の
　つながりをつくる援助を行う人のこと。また、地域の生活支援のための新たなサービスの開発や、公的制度との調整なども行う。

1

人生を変えた2年間

Vol.163

efore▶ fter

fter

efore

before
介護老人保健施設支援相談員

after
介護職業訓練校の現地法人職員

職業訓練校を設立するため、ミャンマーの保健省との打ち合わせをする合弁会社のスタッフと片岡さん
（左列、手前から4人目）

他職種の隊員と協働し、来所高齢者へのアクティビティを実施する片岡さん（右）

合弁会社ポールスター・
カイゴ・サービス※

設立：2015年7月

所在地：No.（82-A）, Room-502, 
5th Floor, Treasure Residence, 
Sayar San Lane, Bahan Township, 
Yangon, Myanmar.

事業内容：人材サービス事業、介護
サービス事業、教育事業

従業員数：9人（2018年12月現在）

URL：http://www.polestar
kaigoservice.com/



［ 座 談 会 参 加 者］

　

帰
国
後
の
苦
労
＆
失
敗

私
は
現
在
、
ア
マ
チ
ュ
ア
野
球
の
統
括
団
体
に

勤
務
し
て
い
る
の
で
す
が
、
帰
国
後
は
ま
ず
、

メ
ー
カ
ー
に
就
職
し
ま
し
た
。
学
卒
直
行
で
の
参
加
だ

っ
た
の
で
、
ま
ず
は
一
般
企
業
を
経
験
し
て
お
い
た
ほ

う
が
い
い
だ
ろ
う
と
考
え
た
か
ら
で
す
。
け
れ
ど
も
、

そ
こ
で
挫
折
を
味
わ
い
ま
し
た
。「
い
ず
れ
は
英
語
力

を
生
か
し
て
海
外
営
業
を
」
と
思
い
、
営
業
職
で
入
社

し
た
の
で
す
が
、
主
な
担
当
業
務
は
納
入
し
た
機
械
の

メ
ン
テ
ナ
ン
ス
。
機
械
ば
か
り
を
相
手
に
し
て
い
る

日
々
に
、「
ど
う
し
て
も
興
味
が
持
て
な
い
」
と
感
じ

て
し
ま
っ
た
の
で
し
た
。
そ
う
し
て
退
職
し
た
後
、
先

輩
の
野
球
隊
員
か
ら
誘
わ
れ
て
、
今
の
勤
務
先
に
就
職

し
ま
し
た
。

私
は
日
本
の
サ
ッ
カ
ー
ク
ラ
ブ
で
指
導
者
と

し
て
働
い
て
お
り
、
協
力
隊
時
代
の
職
種
と
関

連
の
あ
る
仕
事
な
の
で
す
が
、
帰
国
後
に
最
初
に
就
職

し
た
の
は
、A
さ
ん
と
同
様
、一
般
企
業
で
し
た
。
不
動

産
会
社
の
営
業
職
で
す
。
帰
国
直
後
、
海
外
で
サ
ッ
カ

ー
指
導
を
す
る
仕
事
の
誘
い
を
い
く
つ
も
い
た
だ
い
た

の
で
す
が
、
い
ず
れ
結
婚
し
た
と
き
に
家
族
を
養
っ
て

い
け
る
よ
う
な
給
料
で
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
一
方
、

国
内
で
の
サ
ッ
カ
ー
指
導
で
家
族
を
養
え
る
よ
う
な
給

料
を
得
る
た
め
に
は
、
レ
ベ
ル
の
高
い
指
導
者
ラ
イ
セ

ン
ス
を
取
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
で
す
が
、
そ
の
た

め
に
は
多
く
の
時
間
と
お
金
が
か
か
る
シ
ス
テ
ム
に
な

っ
て
お
り
、容
易
で
は
な
い
。
そ
う
し
て
悩
ん
だ
末
、サ

ッ
カ
ー
か
ら
離
れ
る
こ
と
に
し
た
の
で
し
た
。
と
こ
ろ

が
、
や
は
り
営
業
職
は
自
分
に
向
い
て
い
な
か
っ
た
。

そ
う
し
て
、
も
う
一
度
下
積
み
を
や
り
直
し
、
先
々
レ

ベ
ル
の
高
い
指
導
者
ラ
イ
セ
ン
ス
を
取
ろ
う
と
思
い
、

サ
ッ
カ
ー
指
導
者
の
仕
事
に
戻
り
ま
し
た
。
現
在
の
勤

務
先
は
、
派
遣
中
か
ら
協
力
隊
仲
間
を
通
じ
て
縁
が
あ

っ
た
所
で
す
。

私
の
勤
務
先
は
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
を
運
営
す

る
会
社
で
、
主
に
水
泳
の
指
導
を
担
当
し
て
い

ま
す
。
私
は
現
職
参
加
で
す
の
で
、
お
ふ
た
り
の
よ
う

に
進
路
開
拓
の
苦
労
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
同
じ

会
社
に
戻
っ
て
働
く
こ
と
の
難
し
さ
は
感
じ
ま
し
た
。

派
遣
前
は
5
年
間
、一
番
下
で
働
い
て
い
た
の
で
す
が
、

復
職
す
る
と
中
堅
に
な
っ
て
い
た
。
し
か
も
「
海
外
経

験
者
」
で
す
の
で
、
復
職
し
た
当
初
は
「
後
輩
よ
り
仕

事
が
で
き
な
い
と
い
け
な
い
」
と
い
う
プ
レ
ッ
シ
ャ
ー

が
と
て
も
き
つ
か
っ
た
の
で
す
。

 

「
指
導
」
か
「
運
営
」
か

A
さ
ん
は
「
野
球
指
導
者
」
と
い
う
道
は
考
え

な
か
っ
た
の
で
す
か
。

全
然
考
え
な
か
っ
た
で
す
ね
。
野
球
も
や
は

り
、
学
校
の
部
活
を
除
く
と
、
指
導
者
で
ご
飯

を
食
べ
て
い
く
と
い
う
の
は
な
か
な
か
難
し
い
。
そ
も

そ
も
、
野
球
に
関
し
て
は
「
指
導
」
よ
り
「
運
営
」
の

ほ
う
に
興
味
を
持
っ
て
い
ま
す
。
少
子
化
が
進
み
、
ほ

か
に
も
い
ろ
い
ろ
な
ス
ポ
ー
ツ
や
娯
楽
が
あ
る
な
か
、

日
本
の
野
球
を
今
、
ど
う
い
う
立
ち
位
置
に
持
っ
て
い

か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
か
。
あ
る
い
は
、
サ
ッ
カ
ー
と

違
っ
て
ま
だ
ア
ジ
ア
や
北
米
・
中
南
米
な
ど
限
ら
れ
た

地
域
で
し
か
国
際
大
会
が
で
き
な
い
な
か
、
野
球
を
も

っ
と
多
く
の
国
に
広
め
る
た
め
に
は
ど
う
す
れ
ば
良
い

の
か
。
そ
う
し
た
こ
と
を
考
え
、
実
行
す
る
こ
と
の
ほ

う
に
興
味
が
あ
り
ま
す
。

実
は
私
も
、
日
本
サ
ッ
カ
ー
協
会
や
J
リ
ー
グ

な
ど
、
サ
ッ
カ
ー
の
「
運
営
側
」
の
組
織
に
入

り
た
い
と
考
え
た
こ
と
が
あ
り
ま
し
た
。
そ
う
い
う
組

織
に
は
「
国
際
部
」
が
あ
り
、
海
外
の
サ
ッ
カ
ー
協
会

や
サ
ッ
カ
ー
リ
ー
グ
と
か
か
わ
る
事
業
も
し
て
い
る
の

で
、お
も
し
ろ
そ
う
だ
な
と
。
と
こ
ろ
が
、派
遣
中
に
ス

カ
イ
プ
で
そ
う
い
う
組
織
に
採
用
の
話
を
う
か
が
っ
た

●現職：
アマチュア野球の統
括団体に勤務

●派遣前のキャリア：
野球歴は高校までの
約 10 年間。学卒直
行で協力隊に参加。

●JICA 海外協力隊：
▶︎ 野 球・ア ジ ア・
2014 年度派遣
▶︎野球協会に配属さ
れ、野球の普及活動
に従事。

●現職：
スクールとチームを
擁するサッカークラ
ブの指導者

●派遣前のキャリア：
サッカークラブで指
導。選手としては社
会人でもプレー。

●JICA 海外協力隊：
▶︎サッカー・アジア・
2015 年度派遣
▶︎サッカー連盟に配
属され、少年層へ
のサッカー指導に従
事。

●現職：
スポーツクラブの運
営会社に水泳などの
指導者として勤務

●派遣前のキャリア：
協力隊は現職参加。
競技歴はバスケット
ボールを約 20 年間。

●JICA 海外協力隊：
▶︎体育・アフリカ・
2015 年度派遣
▶︎州教育局に配属さ
れ、バスケットボー
ルの普及などに従
事。

A さん（男性） B さん（男性） Cさん（女性）

A C

AB
は
悪
い
こ
と
」
の
よ
う
に
感
じ
、
し
ん
ど
か
っ
た
り
も

し
ま
し
た
。
そ
こ
で
今
で
は
、
と
き
ど
き
派
遣
国
の
人

た
ち
を
思
い
浮
か
べ
な
が
ら
、「
少
し
は
休
憩
を
入
れ

た
ほ
う
い
い
の
で
は
」
な
ど
と
同
僚
た
ち
に
提
案
し
て

い
ま
す
。私

も
、
サ
ッ
カ
ー
指
導
自
体
は
海
外
に
か
か
わ

る
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
私
自
身
の
指
導

の
仕
方
は
、
協
力
隊
経
験
に
よ
っ
て
変
化
し
た
と
感
じ

て
い
ま
す
。
日
本
の
ス
ポ
ー
ツ
指
導
者
は
全
般
的
に
そ

う
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
が
、
私
は
派
遣
前
、
ど
う

し
て
も
「
怒
っ
て
わ
か
ら
せ
よ
う
」
と
す
る
傾
向
が
あ

り
ま
し
た
。「
で
き
な
い
子
」
や
「
話
を
聞
か
な
い
子
」

に
対
し
、
怒
っ
て
わ
か
ら
せ
よ
う
と
す
る
。
現
在
の
同

僚
た
ち
を
見
て
い
て
も
同
じ
で
す
。
で
も
、
子
ど
も
は

怒
ら
れ
た
か
ら
と
い
っ
て
伸
び
る
わ
け
で
は
な
い
ん
で

す
よ
ね
。
私
は
協
力
隊
の
経
験
に
よ
っ
て
、「
怒
ら
な

い
指
導
」
が
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
怒
る
の
で

は
な
く
、
教
え
子
た
ち
と
し
っ
か
り
「
対
話
」
を
し
て

わ
か
ら
せ
る
。
協
力
隊
時
代
、
時
間
や
約
束
を
守
ら
な

い
子
に
怒
っ
て
も
、
時
間
や
約
束
に
関
す
る
習
慣
が
日

本
と
は
違
う
国
で
す
か
ら
、
何
を
怒
ら
れ
て
い
る
の
か

が
よ
く
わ
か
ら
な
い
わ
け
で
す
。
だ
か
ら
、
し
っ
か
り

言
葉
で
伝
え
る
し
か
な
い
。
す
る
と
、
子
ど
も
た
ち
は

ち
ゃ
ん
と
考
え
、
理
解
す
る
よ
う
に
な
る
。
そ
う
い
う

経
験
を
通
じ
て
、
教
え
子
た
ち
と
粘
り
強
く
「
対
話
」

す
る
力
が
私
に
付
い
た
の
だ
と
思
い
ま
す
。

協
力
隊
は
、
日
本
に
お
け
る
ス
ポ
ー
ツ
の
あ
り

方
に
つ
い
て
、
あ
ら
た
め
て
考
え
さ
せ
ら
れ
る

機
会
で
も
あ
る
と
い
う
こ
と
で
す
よ
ね
。
私
は
、
野
球

は
社
会
性
を
学
べ
る
集
団
競
技
と
し
て
と
て
も
良
い
ス

ポ
ー
ツ
だ
と
思
っ
て
い
る
の
で
す
が
、一
方
で
、B
さ
ん

の
お
話
の
よ
う
に
、「
指
導
者
が
怒
っ
て
頭
ご
な
し
に

言
う
こ
と
を
聞
か
せ
る
」
と
い
う
日
本
の
ス
ポ
ー
ツ
の

あ
り
方
に
、
ず
っ
と
疑
問
を
感
じ
て
い
ま
し
た
。
グ
ラ

ウ
ン
ド
に
立
っ
て
プ
レ
ー
す
る
の
は
選
手
で
あ
り
、
結

局
は
選
手
自
身
が
考
え
、
瞬
間
瞬
間
の
判
断
を
下
し
て

帰国後の　と　を語り合う
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と
こ
ろ
、「
う
ち
の
仕
事
は
ス
ポ
ン
サ
ー
獲
得
な
ど
の

デ
ス
ク
ワ
ー
ク
が
基
本
な
の
で
、『
サ
ッ
カ
ー
ば
か
り

や
っ
て
き
ま
し
た
』
と
い
う
よ
う
な
人
が
来
て
も
、
お

そ
ら
く
で
き
な
い
と
思
う
」
と
言
わ
れ
て
し
ま
い
ま
し

た
。

私
の
勤
務
先
の
主
な
事
業
は
、
国
内
で
の
各
種

大
会
の
運
営
、
あ
る
い
は
指
導
者
や
審
判
員
の

育
成
講
座
の
開
催
な
ど
で
す
の
で
、
た
し
か
に
仕
事
は

地
味
な
事
務
作
業
ば
か
り
で
す
。
私
は
デ
ス
ク
ワ
ー
ク

に
関
し
て
は
あ
ま
り
経
験
が
な
か
っ
た
の
で
す
が
、「
英

語
が
使
え
る
」
と
い
う
こ
と
で
就
職
さ
せ
て
い
た
だ
い

て
い
ま
す
。
で
す
か
ら
、
英
語
を
使
う
よ
う
な
仕
事
は

私
に
回
っ
て
く
る
可
能
性
が
高
く
、
た
と
え
ば
、
途
上

国
に
野
球
道
具
の
支
援
を
す
る
事
業
な
ど
は
私
の
担

当
に
な
っ
て
い
ま
す
。
そ
の
ほ
か
、
ま
だ
組
織
と
し
て

は
何
も
ア
ク
シ
ョ
ン
を
起
こ
す
こ
と
が
で
き
て
い
な
い

の
で
す
が
、
今
後
は
海
外
で
の
野
球
の
普
及
も
事
業
に

含
ま
れ
て
く
る
予
定
な
の
で
、
そ
れ
に
備
え
て
語
学
の

学
習
も
怠
っ
て
い
ま
せ
ん
。

　

協
力
隊
経
験
の
影
響

A
さ
ん
の
お
話
を
う
か
が
っ
て
い
る
と
、
海
外

と
か
か
わ
る
仕
事
で
協
力
隊
経
験
が
生
か
せ

て
い
る
の
を
、
と
て
も
う
ら
や
ま
し
く
感
じ
ま
す
。
私

の
仕
事
は
、
海
外
と
の
か
か
わ
り
が
ま
っ
た
く
な
い
で

す
か
ら
。
た
だ
、
社
長
が
理
解
の
あ
る
方
で
、「
協
力
隊

の
経
験
を
、
ク
ラ
ブ
に
通
う
子
ど
も
た
ち
に
伝
え
て
く

れ
」
と
言
わ
れ
続
け
て
お
り
、
水
泳
教
室
の
子
ど
も
た

ち
に
協
力
隊
の
経
験
を
話
す
機
会
を
設
け
て
も
ら
っ
た

こ
と
も
あ
り
ま
す
。
ほ
か
に
協
力
隊
経
験
を
生
か
し
て

い
る
点
と
言
え
ば
、
職
場
で
「
働
き
方
」
の
見
直
し
を

呼
び
か
け
て
い
る
こ
と
で
す
ね
。
た
と
え
ば
、
派
遣
国

の
人
と
比
べ
る
と
、
同
僚
た
ち
は
と
て
も
勤
勉
に
働
き

ま
す
が
、
本
当
に
そ
れ
が
効
率
的
な
の
か
と
感
じ
る
こ

と
も
あ
り
ま
す
。
復
職
し
た
当
初
は
、「
休
憩
す
る
の

い
く
力
を
持
た
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
れ
は
「
怒
る

指
導
」
で
は
身
に
付
か
な
い
ん
で
す
よ
ね
。

日
本
の
ス
ポ
ー
ツ
に
は
「
や
ら
さ
れ
て
い
る
感

じ
」
が
あ
る
と
い
う
こ
と
は
、
私
も
派
遣
国
の

ス
ポ
ー
ツ
を
見
て
思
い
ま
し
た
。決
め
ら
れ
た
練
習
を
、

決
め
ら
れ
た
と
お
り
に
や
る
。
派
遣
国
の
方
々
は
、
し

っ
か
り
し
た
道
具
も
な
い
の
に
、
ラ
フ
に
、
気
軽
に
ス

ポ
ー
ツ
を
楽
し
ん
で
い
ま
し
た
か
ら
。
そ
う
い
う
ス
ポ

ー
ツ
の
あ
り
方
は
、
日
本
で
も
一
般
的
に
な
れ
ば
と
思

い
ま
す
。

　

今
後
の
ビ
ジ
ョ
ン

「
気
軽
に
楽
し
む
」
と
い
う
点
で
は
、野
球
と
い

う
ス
ポ
ー
ツ
は
と
て
も
敷
居
が
高
い
ん
で
す
。

道
具
を
揃
え
、
1
チ
ー
ム
９
人
い
な
い
と
ゲ
ー
ム
が
で

き
ま
せ
ん
か
ら
。
そ
う
し
た
な
か
、
野
球
を
も
っ
と
取

り
組
み
や
す
い
ス
ポ
ー
ツ
に
す
る
た
め
、
少
な
い
人
数

で
行
う
「
ス
ト
リ
ー
ト
野
球
」
と
も
い
う
べ
き
も
の
を

世
界
中
に
普
及
さ
せ
る
こ
と
が
計
画
さ
れ
て
い
ま
す
。

海
外
で
は
す
で
に
行
わ
れ
て
い
る
も
の
で
あ
り
、
野
球

の
衰
退
を
押
し
と
ど
め
る
可
能
性
が
あ
る
か
も
し
れ
な

い
事
業
で
す
の
で
、
当
面
は
こ
の
仕
事
に
力
を
入
れ
て

い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

水
泳
は
反
対
に
敷
居
が
低
い
ス
ポ
ー
ツ
だ
と

思
い
ま
す
。
ひ
と
り
で
も
で
き
る
し
、
泳
げ
る

と
こ
ろ
さ
え
あ
れ
ば
道
具
も
い
ら
な
い
。
そ
う
し
た
こ

と
か
ら
、
私
の
勤
務
先
の
社
長
も
水
泳
教
室
の
海
外
展

開
な
ど
も
考
え
て
い
る
の
で
、
い
ず
れ
そ
の
仕
事
に
携

わ
る
こ
と
が
で
き
れ
ば
と
思
っ
て
い
ま
す
。

サ
ッ
カ
ー
は
す
で
に
途
上
国
を
含
め
た
多
く

の
国
で
行
わ
れ
て
い
る
ス
ポ
ー
ツ
で
す
が
、
私

は
い
ず
れ
、
途
上
国
の
代
表
チ
ー
ム
の
監
督
を
や
っ
て

み
た
い
と
い
う
希
望
が
あ
り
ま
す
。
で
す
か
ら
、
今
は

じ
っ
く
り
指
導
者
と
し
て
の
力
を
蓄
え
て
い
き
た
い
で

す
。

C

BA

CCB BBA

A
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 「つくり帯（結び帯）」をつくる

　派遣国の生徒たちは浴衣が大好き。浴衣を学校に寄贈するに
しても、帯結びは簡単ではありません。そこで派遣国の生徒たち

が簡単に結べる帯をつくって、置い
ていくことにしました。その「簡単浴
衣帯」のつくり方を紹介します。

活動中（仕事中）の写真撮影で
覚えておきたい 3つのポイント

　JICA海外協力隊として現地で活動する中で、記録や報告会
などのための写真を撮る機会も増えるかと思います。自分自身、
活動中にさまざまな写真を撮って人に見せるも、伝えたいことが
うまく伝わらないことが多 あ々りました……（汗）  自分がやって
いる活動を人に分かりやすく伝えるために、どの様な写真を撮
ると良いか。自身の経験を踏まえてお伝えできればと思います。
①写真を見る人の立場を意識しよう
　撮った写真を見せる相手は、自身の活動についてよく知らない
人であることがほとんどです。自分が良いと思った写真を見せて
も反応がいまいちだったという経験は誰しもあるのではないでし
ょうか。そのため、写真を撮るときには 「初めて見る人にも状況が
うまく伝わるかな？」と考えながら撮影をすることが大切です。
②全体的な／具体的な活動の様子を撮ろう
　撮影時は、「活動全体の様子が分かる写真」と 「具体的にど
ういったことをしているのかが分かる写真」を撮ることが大切で
す。まず、活動の現場全体を撮影することで状況の概要を伝え
ることができます。次に個人や集団など活動をやっている主体
に近づいて撮影することで具体性が増します。どこで （where）、
誰が （who）、何を （what）、どうしているか （how）を意識しなが
ら撮影しましょう。そうすることで、どこを背景にして、何をして
いる人を、どんな角度で撮影するのが良いのか自然と見えてく
るのではないでしょうか。
③可能な限りさまざまなシーンをたくさん撮ろう
　活動中にはさまざまなシーンが存在します。ゴミ拾いイベン
トを例にあげると、ゴミがポイ捨てされた道路、ゴミを真剣に
拾っている参加者の表情、汚れた軍手、いっぱいになったゴ
ミ袋、きれいになった通り、集合写真などです。②に加えて、
他にもたくさんの物やシーンを撮影しておくことで、後で人に見
せる時に使える写真の選択肢や表現の幅が広がります。活動
中は撮り直しも難しいので、可能な限りどんどん撮りましょう。
　活動現場を撮影するときには、上記のことを頭の片隅におき
つつ、自由に撮影してみてくださいね。任地での写真ライフに
役立てば幸いです。

活動に役立つアイデア

　

知っトク情報

簡単浴衣帯のつくり方写真を楽しむ②

 トンコツ風汁そばのつくり方

　停電が続いて肉が買えない、断水のため洗い物の水を節約し
たい方向けのレシピです。鍋ひとつ、家にある食材で 『トンコツ
風』の汁ソバを味わえます。とはいえ、豚肉が手に入るのであ
れば、ぜひ豚肉を煮込み、チキンスープの素の代わりに塩で味
をつけると本格的になると思います。また、牛乳を使用した方が
よいですが、コーヒー用クリーミングパウダーで代用するときは、
できるだけ甘くないものを使用するとよいでしょう。

生活に役立つ技　

［用意するもの］
●半幅帯…200cm。もしくは、デニムや綿
の帆布など厚地の生地を、200×64cm
程度。厚地の生地以外のときは芯〈接
着芯だとなおよい〉を入れて厚地にする

●ヒモ…約400cm（できれば木綿がよい）。
ヒモは100cm×2本、80cm×2本、
　40cmの長さに切る。
●針金ハンガー…1本（針金でもOK）
●針と糸
●接着剤（ボンドなど）
●洗濯バサミやダブルクリップなど

10

⑩針金ハンガーを切り、折り曲げる。リボ
ンの後ろに差し込み、縫い付ければ完成。

⑥リボン用の布3枚を全て縫い、ひっく
り返す（上から横幅が35cm、35cm、
25cm〈正確には全て2cm減〉）。

11

⑪【帯の付け方】ヒモをつけた部分を上に
して「胴に巻く部分」を胴に巻く。端の片
側は、背骨より少しずれる部分に来るよう
にする。ヒモを腹側で縛る。

7

⑦❻を短辺で半分に折る。35cmの布それ
ぞれでリボンの形をつくり（谷折り状態のま
まリボンの形になるように広げる）、立体的
に2つを重ね、中央をヒモ（40cm）で結ぶ。

2

②パスタを入れ、柔らかくなるまで煮る。

1

①鍋に水、キチンスープの素、みじん切り
にしたニンニクとショウガと玉ネギ、コシ
ョウを入れて煮立てる。

5

⑤ニンニクを抜くと、チキンクリームパス
タになります。この場合キノコを入れると、
とてもおいしくなります。

4

④トンコツ風汁ソバの出来上がり。

3

③火を止めて、牛乳（今回はクリーミング
パウダー。使用の際は最初の水を50ml
多く入れる）を入れる。味をみて、塩・コシ
ョウで調節する。

3

③「胴に巻く部分」の短辺の両端にヒモ
（100cm×2本）を縫い付ける。

⑧ヒモの部分の上から、25cmの布で巻
く。布はリボンの裏側で巻き終わるように
調整する。

4

④目立たない色の糸でヒモをしっかり縫い
付ける（今回はわかりやすいように黒を使
用）。布の両端を縫い閉じる。

9

⑨巻き終わりの部分をしっかり縫い止め
たら、同じくリボンの後ろにヒモ（80cm×
2本）を縫い付ける。

5

⑤【リボン】をつくる。布の切り端を裏側
に1cm折り、接着剤で接着する（上写真）。
表面を内側にして半分に折り、輪と反対
側の部分を端から1cmで縫う（下写真）。
半幅帯のときは⑦から開始。

［材料］（1人前）
●水…400ml　
●玉ネギ（みじん切り）…50g
●チキンスープの素…1/2個
●ニンニク（みじん切り）…小さじ2
●ショウガ（みじん切り）…小さじ1
●コショウ・塩…少々
●パスタ…100g　
●牛乳…100ml（コーヒー用クリー
ミングパウダー大さじ３で代用可）
※ニンニクとショウガは乾燥したものや
　パウダーでもOK

6

812

⑫縛った部分などヒモを全て「胴に巻く部
分」の中に入れる。背側に「リボン」の針
金を差し、リボンのヒモを腹側で縛り、ヒモ
を全て「胴に巻く部分」の中に入れる。

13

⑬完成。「胴に巻く部分」の100cmの幅
を120cmに切り、片方の端を斜め（上が
長い）にすると巻き終わりが綺麗です。手
縫いのとき、厚地の布は縫いにくいため、
注意して縫ってください。

●A
●B

①半幅帯のときは、横幅を上記の寸法に
カット。その後、③からスタート。厚地の生
地のときは上記の寸法に切る。

2

②【胴に巻く部分】をつくる。表面を内側に
して短辺を半分に折る。輪と反対側の部
分を端から1cmで縫う（上写真）。縫い終
わったらひっくり返す（下写真）。

1

100cm
【胴に巻く部分の布】

【リボン用の布】

35 35 25
※単位はcm。長さはおおよそでOK

32

32

背側

背側

腹側

腹側 表

裏

裏

あるもので日本の味①
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　2018年11月10〜13日に東京・新宿区のJICA市ヶ谷ビ
ルで帰国後研修を開催し、98人の帰国したJICA海外協力
隊が参加しました。この研修は、隊員経験を帰国後どのよ
うに生かすかをじっくり考える内容になっています。
　また、帰国後研修の後に行われる帰国報告・交流会に
は、隊員の活用に関心を持っている自治体や企業などの関
係者が参加し、自治体向けの会に29団体、企業向けの会
に68団体が参加しました。この交流会をきっかけに参加自
治体・企業の研究を始め、就職に至ったケースも少なくあ
りません。本研修・交流会について、各隊員には帰国直前
に在外事務所を通じて案内していますが、進路開拓中の帰
国隊員も参加可能です。詳細については、下記メールアドレ
スにお問い合わせください。

▲

JICA青年海外協力隊事務局　人材育成課
　　jvtpc-sinrosien5@jica.go.jp

帰国後の進路を考える
帰国後研修、帰国報告・交流会の開催

　2018年度秋募集以降より、JICAボランティア事業によ
り派遣される人の総称を「JICA海外協力隊」に改めました。
事業名称は引き続き、「JICAボランティア事業」です。近年、
日本社会でボランティアが一般化し、さまざまな場面で使
われるようになる中、「途上国の草の根レベルの開発協力
の担い手であり、日本の顔の見える援助の代名詞」として、
日本と途上国の信頼の礎となっている隊員活動をより適切
に表すための見直しです。
　また、従来の年齢区分に代えて、専門性による区分が導
入され、青年海外協力隊以外は呼称も変更されます（2019
年度2次隊以降）。概要は以下のとおりです。　

「JICA海外協力隊」への総称変更と
案件区分の変更

　JICA海外協力隊が作成した成果品について、ボランティ
ア事業のナレッジの蓄積及び活用による活動支援を目的と
して2016年より成果品の登録を実施しています。
　成果品例は「授業などで使用するオリジナルのテキスト」
「授業年間カリキュラム」「料理のレシピ集」「手工芸品等
の作成方法」「魚や植物図鑑」などがあります。現在まで
に約120の成果品が登録されており、活動中の隊員のみな
さんへのデータ提供（閲覧）による成果品の活用も進めて
います。活動中の隊員のみなさんは、「JICAボランティア・
ハンドブック」資料部分の「ボランティア成果品の登録につ
いて」「ボランティア活動成果品申請FAQ」を参照してくだ
さい。登録する成果品は様式集の申請書を記入して、在外
事務所に申請してください。
　より多くの成果品が活用されるよう、ぜひ積極的な申請
へのご協力をお願いします。

[現在活動中の隊員のみなさんへ]
作成した成果品について登録のお願い

　海外では、日本とは異なる環境（気候、言語、食事、
安全上の行動制限、人との距離など）がストレスとな
り、知らず知らずのうちに心身の健康に影響を与えて
しまうことが少なくありません。一方で、皆さんの中
には、「今まで海外で病気をしたことがないから私は
大丈夫」、「一時帰国中に受診を済ませてきたから派遣
国で病院にかかることはない」と思っている方も多い
のではないでしょうか。
　いつ、どのような状況で医療機関の受診が必要にな
るかわかりません。事前にできる準備をしておくこと
は、現地での適切な診断につながります。加えて、受診
に対する不安やストレスを軽減してくれます。また、
症状が続く場合は、無理をせずに早めに受診するよう
に心がけましょう。

【出発前や一時帰国の際に】
□現地でも投薬治療や受診の必要がある場合は、日本の主治医
から英文診断書をもらい、今後の治療方針やフォロー予定を
確認。必要であれば検査結果のコピーを派遣国へ持っていく。

□服用中の薬剤は成分名を英語で確認し、可能な範囲で1～3カ
月分持参する。現地で同じ薬剤の入手が難しそうな場合は、日
本の医師に代替薬を確認する。

□クレジットカードの使用上限額を確認する。
【海外での事前確認事項や病院受診時のポイント】
□お勧めの専門医や相談しやすい医師を探しておく。
□事前に病院を訪問し、受診システムや医療費などを確認。
□受診時、検査結果や健康診断の結果などがあれば持参する。
緊張して言葉が出てこないこともあるため、症状や医師に伝え
たいこと、聞きたいことなどを受診前にメモしておく。

□可能な限り検査や診察の結果をその場で理解するように努め
る。医師の説明や専門用語が難しい場合は、医師に紙に書い
てもらい、後で調べる。

□処方された薬剤の作用・副作用や内服方法、次回の受診や今
後の治療方針を確認する。

海外で医療機関を
受診するための心構え

健康管理員より　健康管理コラム
心身共に健康に2年間を過ごすために

20〜45歳 46〜69歳

一般案件
※幅広い技能・経験で応
募可能。

※応募は「職種」に対し
て行う。

青年海外協力隊
／

日系社会
青年海外協力隊

海外協力隊
／

日系社会
海外協力隊

シニア案件
※一定以上の経験・技能
が求められる。

※応募は「案件」に対し
て行う。

シニア海外協力隊
／

日系社会シニア海外協力隊

案件区分
対象年齢

　2019年1月8日より、2018年度4次隊の派遣前訓練が始
まります。駒ヶ根訓練所は、79人（JV＝65人、SV＝14人）、
二本松訓練所は77人（JV＝75人、SV＝2人）が入所し、SVは、
2月11日まで、JVは3月16日まで訓練を受け、その後それぞ
れの派遣国に派遣されます。（2018年12月13日現在）

2018年度4次隊の派遣前訓練が開始
　青年海外協力隊事務局の公式SNSはFacebookだけじゃ
ない！Twitterもやっているんです！！
　2017年の2月から始まった青年海外協力隊事務局公式
Twitter。Facebookとは違った切り口で、JICA海外協力
隊の応募や選考、活動、帰国後の事だけではなく、マメ知識
やほっこりする話題もやわらかめにつぶやいています。

Twitterのフォローをお待ちしています

帰国後研修 日程 場所
現職参加者向け 2月16日、17日 JICA市ヶ谷ビル

進路開拓者・帰国後進路決定者向け 2月16〜19日 JICA市ヶ谷ビル

帰国報告会・交流会 日程 場所
自治体・団体向け 2月19日 JICA市ヶ谷ビル
企業向け 2月20日 JICA市ヶ谷ビル

次回の帰国後研修、帰国報告会・交流会の予定

　2018年11月にフォロワー3000人を突破し、勢いに乗る
公式Twitter。フォローはもうお済みでしょうか？　フォロー
がまだの方はこちらから！

▲

JICA青年海外協力隊事務局
　公式Twitterアカウント
https://twitter.com/jocvjimukyoku

犯罪や事件に巻き込まれないよう
安全対策を日々心がけましょう

防犯
対策

スマホ　タブレット　携帯電話を盗まれないように

　スマホや携帯電話（以下、「スマホ等」と記載）が、スリや引ったくり等の手口で盗

まれる事案が頻発しています。スマホ等には多くの個人情報が入っているため十分に

注意してください。

対 策

●スマホ等は魅力的な窃盗対象です。
●公用携帯電話は特に情報セキュリティの観点からも窃盗・紛
失に注意しましょう。
●往来など人前で通話すると目立つため、狙われます。また通
話中は周囲への注意が散漫になるので、他の所持品も狙われま
す。
●スマホ等はバッグごと盗まれる可能性があるため、ストラップ
で首から吊り下げた上で服の内ポケットに入れるなどにより身

につけるようにしましょう。しかしポケットからはみ出ていたり、
取り出すところを見られたりするとスリのターゲットになりやす
くなります。ポケットに入れて持ち歩く場合はケースに入れて紐
と安全ピン等でポケットやベルトと結び付けておくのが効果的
です。
●スマホ等を盗られた場合は、通信の契約会社を通じて電話
回線を停止してもらってください。待ち受け画面にパスワード設
定を行うことも有効です。
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募集中のお題

「ゴリ押し」「日本食」「初耳」「パーティ」
投稿は『クロスロード』編集室まで
（P35をご覧ください）

現地の人みたい
派遣されて早10カ月。もともと顔は濃い方
ではあるけれど、少しずつ日に焼けて、服も
現地の伝統的なものを着るように。そんな中、
日本から訪れた人に「現地の人みたいだね」
と言われ、さらに長い間留守にしていた大家
さんにも初めは私と気づかれず、「あれ？　
すっかり現地の人みたいになったね〜」と言
われる始末。だんだん現地の人に近づいて
いっているみたいです。

ペンネーム：南の島からメルルンさん（女性）
協力隊員（大洋州・助産師・2017年度派遣）

どうも苦手
現地の人の名前を覚えるのはまるで新しい単
語を覚えるよう。例えば、自己紹介の中で「ア
フォーラさん」という名前も、話の途中で「ア
ラフォー？さん」と聞き覚えのある単語に変
換されてしまいます。相手から再度名前を聞
かれると、やっぱり馴染みのない名前は覚え
にくいよね、と共感してくれているかのよう。

ペンネーム：南の国のたけおさん（男性）
協力隊員（アジア・手工芸・2017年度派遣）

驚異の情報網
赴任したての頃、任地の村を歩いていたら突然目の前にトラックが止まり、男性が運転席から私の名前を大
声で呼んだかと思うと、颯爽と走り去っていった。一緒にいた現地人の友人に「あら、ボーイフレンド？」とか
らかわれたが、本当に全く知らない人だったのでポカーンとしてしまった。どうやら現地人同士の口コミで私
の名前が広まっているようで、それからも初対面の人にいきなり名前を呼ばれてびっくりすることがよくある。

どんな経路で口コミが広まっているのか、謎は深まるばかり……。

ペンネーム：村ではキムタクより有名人さん（女性）　　協力隊経験者（アフリカ・コンピュータ技術・2016年度派遣）

自分は何者
初対面で名前を伝えるのが苦手だ。私の名
前はスペイン語の発音では馴染みがないよ
うで、1回では聞き取ってもらえない。音が似
ているから「ケッチャップ」と呼ばれたことも
……。でもたまに、街中で正しく名前を呼ん
でもらえると、もう少し頑張って伝えてみよ

うと思う。

ペンネーム：えびチリさん（男性）
協力隊員（中南米・小学校教育・2017年度派遣）

今月の1枚

JICA海外協力隊の

お題 ▶︎ 初対面

イラスト＝牧野良幸

★ ★★ ★★★

あなたのつぶやきが
イラストになるかも！？



一般社団法人協力隊を育てる会『クロスロード』編集室

crossroads@sojocv.or.jpeメール

今月の相談
（就活編）

進路相談カウンセラー／青年海外協力隊相談役は
面接についての知識も豊富です。面接に不安があ
るときは、ぜひご相談ください。

よくある相談に進路相談カウンセラー／
青年海外協力隊相談役がお答えします。

ご意見・ご感想をお聞かせください。

アイデアも大募集！
今号をお読みになり、どのようにお感じになり
ましたか。ご感想・ご意見をお寄せください。
また、今後取り上げてほしい企画や特集のテ
ーマ、ご紹介いただけるアイデアがございまし
たら、下記のメールアドレスにお送りください。

以下のようなアイデア・
投稿を募集中です

●派遣国での活動・生活での “失敗” 談、お聞
かせください。

●活動や日常でちょっと役立つ、そんな技をお
伝えください。もしくはこんな技を紹介してほ
しいというご要望もお待ちしています。

●P34の下に記載されている「お題」で派遣国
での活動・生活のことをつぶやいてみませんか。

●帰国後の就活・進路の悩みをお寄せください。

A.	「緊張することは悪いことではない」	 と受けとめましょう

　大事な場面で緊張するのは、真面目に取
り組んでいる証拠。少々緊張しているくらい
の方が、誠実に見えて好感度が高い場合も
あります。それに、あなたが感じている緊張
感は、その3分の1程度しか相手に伝わらな
い、とも言われています。全然気にすること
はありません。緊張していても、自分を見失
わず、受け答えができれば良いのです。
　そして、準備を万全にして自信をもつこと
が一番。自己分析や企業研究はもちろんで
すが、面接練習の相手がいない場合は、鏡
を見ながら声に出してみると、話し方（表情
や語調）を自分でチェックできます。あとは、
あなたらしく自然体で臨みましょう。

Q.	緊張しやすいのですが……。
　面接など大事な場面で緊張しやすいので
すが、どうしたらよいでしょうか。

●経歴：社会人スタートは
富山県内の公立文化施設。
総務 仕事を20年程経験。
2006年に、キャリアチェン
ジし、キャリアコンサルタン
トに。教育機関や公的施設
で個別相談・グループワー
クを担当、現在も従事。16
年10月より進路相談カウン
セラー。

 

「難しい自己分析と自己理解」。本音を言う、というのはなかなか難
しいものです。体験してきたことの「楽しさ」や「喜び」を感情のまま
に伝える言葉はたくさんあるのに、いざ「そこから得たもの」を伝え
ようとすると、自分でも整理がつかず言葉はワンパターン。次のキャ
リアに行く前に、その気持ちに焦点を当て「感情の言語化」をするこ
とは大切な作業で、するとしないとでは大きな違いがあります。
2020年に向けて、世の中は売り手市場と言われながらも、希望度
の高い企業となれば高倍率なのは必至で、むしろ買い手市場。エ
ントリーシートが通らないこともあります。今こそ「興味」「能力」「価
値観」をもう一度見直して、自分の可能性の幅を広げてみません
か。自己分析や自己理解を深めるには、他者とかかわることはとて
も良いもの。その一助に「進路相談窓口」をぜひご利用ください。
帰国隊員の皆さまをお待ちしています。

 

●経歴：地元放送局で１０年
間アナウンサーとして勤務し
た後、フリーアナウンサーに。
ラジオで協力隊員へのイン
タビュー番組を企画・制作し、
途上国での活動で成長する
隊員の様子を紹介している。
現在、大学・短大等で話し方
やビジネスマナー等の授業
を担当。2015年より現職。

2年間の協力隊での経験は財産です。それをどう活かすかは自分
次第。よく、「協力隊での経験を活かせる職種にどんなものがある
か」と聞かれますが、どんな仕事に就いても、協力隊活動で身につ
けたコミュニケーション力、発信力、チャレンジ精神はアピールポ
イントです。そして、何より、困難にぶつかっても諦めずに取り組ん
だことで一回り大きくなって、魅力が増して帰ってきています。自信
をもって就活に臨んでください。最後に、教員や自治体職員を目指
す方へ。協力隊活動に対する優遇措置を設ける自治体が増えてい
ます。情報収集と準備を万全に！気軽に相談してください。
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就職・進学を始め各種情報の提供など帰国隊員の進路決定までをサポート

JICA 進路相談カウンセラー／
 青年海外協力隊相談役の紹介
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